

































俺が彼女に迫られて、妹が怒ってる？２
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ




「お兄ちゃんのバカ」

　妹こ声えが聞こえた。日曜の朝には相応ふさわしくない、ひんやりとした声音だ。

　一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは、ドキッと跳ねた心臓を胸の上から押さえつつ、

「な、なんだ？」

　懸命に平静を装った。思わず胸に手を押し当ててしまった時点で、狼ろう狽ばいの色を隠しきれてはいないけど。

「……テーブルの準備、よろしくね。朝ご飯すぐにできるよ」

　亜あ夢むの大きな瞳に、微かすかな怒りが滲にじんでいる。

　まさか、ひよりの着替えを想像していたことがバレた？　顔に出てたのか？

　そう。つい先ほどシャワーを浴び終えた彼女が、いま現在、洗面所兼脱衣所で着替えている……、はずだ。

　ひよりが、朝早くに「シャワーを貸してくれ」と悠斗たちの家にやってきて、自宅にいるかのような気安さでバスルームへ入っていった。その後、シャワー音が消え、壁越しにバスルームの中折れドアを開閉する音が聞こえてきたから………、ついつい想像をふくらませてしまった。

　いままさに湯気を立ちのぼらせているであろう、細く、白く、引きしまった桜さくらヶが丘おかひよりという女の子の裸体。小ぶりながら、かたちのいい乳房。背に流れる黒のロングストレートヘア。いやいや、シャワーを浴びたあとだから、黒髪はタオルに包まれ、頭の上でまとめられているはず。

　しなやかな腕を品よく動かし、バスタオルで肌についた水滴を丁寧に吸いとったあと、長い足を優雅にあげ、おもむろにパンツをはき、ブラをつけてふたつの白いふくらみを寄せてあげてかたちを整え、その上からキャミソールを……。

　想像がひろがって、ひろがって、ひろがって……、いる最中、『お兄ちゃんのバカ』という声に鼓膜を貫かれたというわけだ。

　悠ゆう斗とは、亜あ夢むの冷たい視線から逃げるように、そそくさと自分の仕事にとりかかった。

　まず、兄妹きようだいの居住空間をわけている、部屋の中央に置いた仕切りを壁際へ移動させる。続けて、自分と妹のぬくもりが残っている布団をたたんでクローゼットへ。そして、壁に立てかけていたテーブルを部屋の中央にもってきたあと、四つの座椅子をそれぞれの定位置に運んで、準備終了。

　その一方で、亜夢が台所でてきぱきと朝食をつくってくれる。いつも前日の夜に下ごしらえをしているため、手間はかからない。一〇分ほどで四人分の朝食を用意してくれる。

　テーブルの準備ができてすぐ、ガチャ、と洗面所兼脱衣所へ続くドアが開いた。












　そこから、日曜であるにもかかわらず連れん理り学がく院いん高等部の制服を着た桜さくらヶが丘おかひよりが出てくる。胸に抱えているのは、きちんとたたんだパジャマとバスタオル、そして洗面道具だ。

「サッパリした。ありがとう」

　ひよりが、もっていたものを壁際の床に置いたあと、一いちノの瀬せ兄妹きようだいへそれぞれ微笑ほほえみをむけた。薫ってきそうな笑顔である。

　悠ゆう斗とも亜あ夢むも、いつものように笑みでこたえる。

　どうして、ひよりが朝っぱらから一ノ瀬家のシャワーをつかっているのか？

　それは、南なん條じようすずめにジャンケンで負けたから。

　霊れい部ぶ省しよう霊れい験げん局きよく霊れい障しよう対たい策さく部ぶに所属している除霊師クリーナーであるひよりとすずめは現在、『ハピネスハイツ』の一○二号室をルームシェアしている。

　つまり、ふたりとも一ノ瀬兄妹の「お隣さん」ということだ。

　ひよりは最初、「炎えん龍りゆうを再封印するため、短期間だけ」という理由で一○二号室に住み込み、超お嬢様学校であるカメリア女学院から連理学院に転校してきた。

　そこへ、「ひよりの邪魔をするため」という理由ですずめが現れた。彼女も、まるでそうすることが〝当然〟だと言わんばかりに『ハピネスハイツ』に潜り込んできた。

　そしていまでは、「稀き少しような上位精霊ヴアルゴである［不死鳥亜夢］の監視と保護」というもっともらしい理由をつくり、『ハピネスハイツ』の一○二号室、及び連理学院高等部の二年二組に居座り続けている。ちなみに、亜夢が正真正銘の［不死鳥］か否かのこたえは、いまのところ出ていない。

　で、どうしてすずめにジャンケンで負けたから、ひよりが悠斗の家でシャワーを浴びているのか、ということなのだが……。

　朝の貴重な時間を無駄にせず、スムーズに登校準備をするため、〝早い者勝ち〟や〝奪い合い〟や〝不意打ち〟や〝騙だまし討うち〟や〝もろもろの反則行為〟を避け、いろんなことを平和的に〝ジャンケン〟で決めよう、とひよりとすずめのふたりで話し合ったらしい。

　きょうは、どっちが先に朝のシャワーを浴びるのか？　ジャンケン・ポン！

　ひより敗北。

　すずめガッツ・ポーズ。

　悔しがったひよりが、少しでも時間を無駄にせずシャワーを浴びようと考え、隣人を訪ねた。どうせ朝食はいつもいっしょなのだから、と。

　悠斗は、食器運びを手伝いはじめたひよりを横目に、そっと笑みをもらした。

　ひよりとすずめに出会ってから、一いつヶ月げつほど経たった。すっかり彼女たちのペースに巻き込まれている。なのに、それが嫌じゃないから不思議だ。




　朝食の準備がほぼ整った頃、トン、トトトンとリズミカルなノックの音が玄関ドアから聞こえてきた。直後、

「おっはよぉ～」

　勢いよくドアが開き、連れん理り学がく院いん高等部の制服を身につけたすずめが入ってきた。外から入ってくる朝の光を背にうけ、赤いショートヘアが輝いている。

「お邪魔しまぁ～す」

　返事も待たずにドアを開け、さらにその勢いをとめることなく靴を脱ぐすずめの振る舞いにも、もう慣れた。友だち感覚というよりも、もはや家族感覚だ。

「南なん條じようさん、おはようございます」

　亜あ夢むが、毎朝変わることのない笑顔ですずめを迎えた。が、

「ん？」

　すずめが、玄関に立ったまま足もとをキョロキョロ見回しはじめた。

　悠ゆう斗とは、すぐに気づいた。スリッパがないのだ。思わずひよりへ目をむけた。彼女が、ニヤリとどこか邪悪な笑みを浮かべている。

　ひよりとすずめは、自分用のスリッパを用意して、この一○三号室に置いている。そして、自分用の座椅子も。

　そんなすずめ専用スリッパが、いつの間にかラックから消えていた。

　悠斗に続いて、亜夢もチラッとひよりに目をむけた。すずめのほうは、キッとにらむような視線をむけている。

　すぐに、フッと息を吐いたすずめが、

「ったく、朝からぐねぐねやってくれんじゃない」

　ぶつぶつ言いながらストライプ柄の靴下で床をすべるように歩き、冷蔵庫の前で立ちどまった。そして、引き出しになっている冷凍庫を開ける。

　悠斗は、「？」と心もち首を傾かしげてすずめの行動を見守った。

　スリッパが消えたことと、冷凍庫を開けることに、いったいどんなつながりが？

　すずめが、冷凍庫の中からなにかをとり出した。歩くとちょっと気持ちいい、イボイボつきの……。

　おい、いつの間に入れたんだよ！　と悠斗は思わず、心の中でツッコミを入れた。

　すずめが握っているモノは、彼女専用のスリッパだ。

「くっ、どうして隠し場所がわかったんだ？」

　テーブルの下に敷いたカーペット、そのすぐ脇に立っていたひよりが、悔しそうに下唇を突き出した。自分専用の座椅子に腰を下ろすため、自分専用のスリッパを脱ごうとした直前で動きをとめている。

「ふふん、陰険ニョロりがぐねぐね考えそうなことくらい、お見通しよ」

「それはどうかな？」

「だいたい、あんたはいっつもやることが幼稚で、にょろにょろと工夫もなくて、って、ちょ、冷たいわね」

「冷たいか？　冷たいだろ？　うふふ、狙ねらい通りだ。霧吹きで水をつけといたからな」

「くぅ～、腹立つわね」

　冷凍スリッパをはいたまま、すずめが顔をしかめた。対するひよりは、イタズラっ娘こ丸出しの笑顔だ。

　きれいな大人びた外見とは不釣り合いな笑みだが、悠ゆう斗とは嫌いじゃない。

　最初は、見た目の印象そのままに、ひよりのことをクールな女の子だと思っていた。実際、しゃべり方もどこか硬質で、考え方もけっこう堅苦しかったから。

　それが最近、子どもっぽい面もあることに気づくことができて……。

　亜あ夢むが、流しシンクの前に置いた踏み台にのったまま苦笑いを浮かべている。身長の低さを補うための台に立ってはいても、目線の高さは兄よりずっと低い。

　そんな妹と顔を見合わせながら、悠斗も苦笑いを浮かべた。

　本当は、噴き出したいのを我慢している。




「遠慮なく召しあがってくださいね」

　亜夢の言葉で、スリッパの冷たさにイラついていたすずめが、テーブルに歩み寄った。

　その際、ひよりの左足を踏んでいく。むぎゅ～、と。あからさまに体重をかけて。

「なにをする？」

「ふん、お返しに決まってるでしょ」

「こういうことは、〝お返し〟と言わずに〝仕返し〟と言うんだ。覚えておくといい」

　素早く動いたひよりが、スリッパを脱ごうとしたすずめの左足を踏み返した。ぎゅむ、と。大おお袈げ裟さなほど、ぐりぐりとつま先を動かしながら。

　おい、やめろって……、と悠斗が声をかけようとしたときにはすでに、すずめの足もひよりの左足を踏み返していた。

　ひよりが、右足ですずめの左足を踏む。

　すずめが、右足でひよりの左足を踏む。

　醜い足の踏み合いで、膠こう着ちやく状態に陥っている。

「ニョロりが先にスリッパヒヤヒヤ攻撃を仕掛けてきたんでしょ？　わたしのフットスタンプ攻撃で〝おあいこ〟じゃない？」

「それは違うな。今朝起きたとき、わたしのスリッパが枕の下敷きになっていた。お陰で、惨めなほどぺったんこになって履きづらかったんだからな」

「ふん。枕を動かされても気づかないほど眠りこけてるからでしょ。クリーナー失格ね。そもそも、あんたがきのうの夜、わたしの鼻をつまんだから、そのお返しをしただけよ」

「〝お返し〟ではなく〝仕返し〟だと教えたはずだぞ？　すずめの鼻をつまんだのは、キミの寝言で目が覚めたからだ」

「少々の騒音じゃ目を覚まさないくせに、よく言うわね。ふん、わたしが気づいてないとでも思ってんの？　本当は、愛用の抱き枕をもってきてないから、夜中にちょくちょく目が覚めるんでしょ？　ふふん、相変わらずお子ちゃまね」

「だ、抱き枕なんて、そんなものに頼らなくても、わたしは熟睡できて……」

「ほらほら、白状したらどうなの？　愛いとしの抱き枕がないから、夜中もにょろにょろしてるんです、って」

「わ、わたしは、抱き枕なんてつかわなくても、ちゃんと寝ている、ぞ！」

　ひよりが、「ぞ！」にタイミングを合わせて、グッと右足に力を入れた。

　すずめも負けず、ググッと右足に体重をのせた。

　互いに、ぐりぐりぐりと相手の左足を踏みにじる。極きわめて低レベルな争いだ。

　悠ゆう斗とは、ふたりを引き離そうと一歩を踏み出した。ほぼ同時に、

「あのぅ、朝ご飯が冷めちゃいますから、どうぞ、おふたりとも座ってください」

　亜あ夢むが、遠慮がちな声をひよりとすずめの間へ投げ入れた。

　ひよりの視線が、台所のほうへ引っ張られた。直後、

「隙すきありぃ！」

　すずめが、両のてのひらを鋭く前へ突き出した。が、ひよりも両手をひろげ、それを押し出していたから……。

　ふたりの突っ張りが激突した。

「ぁ、と、ととっ!?」

「わきゃっ!?」

　ひよりとすずめが、互いにバランスを崩した。それでも、相手の左足を意地でも踏み続けようと足あ掻がいたため、さらにバランスを失い……、ふたりそろって尻餅をついた。

　そばで見ていた悠斗は、思わずチラチラッ、と左右に視線を走らせた。

　ひよりとすずめのスカートが、それぞれめくれあがっていたから。

　ひよりが、縁どりがレースの薄ピンク。

　すずめが、白と空色のストライプ。

　わずかに見えた布地の色や柄に、心臓が大きく跳ねた。

「や、ん」

「ぁっ!?」

　ひよりとすずめが、とっさにスカートでその部分を隠し、あたふたと立ちあがった。ふたりとも、頬ほおを紅に染めている。

「お兄ちゃんのバカ」

　亜あ夢むのつぶやきに、悠ゆう斗との心臓がまた跳ねた。ドキッ。

　それでも、聞こえなかったフリをする。

　ひよりとすずめが、恥ずかしそうな、それでいてなにか言いたげな目を悠斗にむけてきた。が、すぐに視線をテーブルに移動させ、

「せ、せっかくの朝食が冷めてしまうな」

「そうね、い、急いでいただきましょ」

　何事もなかったかのような様子で、自分たちの座椅子に腰を落ち着けた。

　悠斗は、トゲのある亜夢の視線を感じながら……、細い息を吐いた。そうしながらも、あらためて気持ちを固める。

　交通事故で両親を喪うしなってから、もうすぐ一年。心の整理は、ある程度できている。それでも、つい先日、亜夢が突然変異霊ミユーテストだという事実に直面した。妹は、両親とともに命を落としていたのだ。

　だから、亜夢を人間へ戻す方法をさがすことにした。

　そんな方法がある、という確証はない。それでも、このままなにもせず、ときの移ろいに身を任せるという選択肢は考えられなかった。

　だから、行動あるのみ。

　そしてきょうが、その第一歩を踏みしめる日となる、はずだ。





第一章　ガチガチンとかケロみとか




「ここにドアがあれば、わざわざ外から回る必要はないんだが……」

　朝食後、ひよりが部屋の壁を見つめたままそうもらした。壁を隔てたあちら側には、彼女とすずめがルームシェアをしている一○二号室がある。

「勝手にドアつけたりするなよ？」

　悠斗は、すかさず言った。そうしないと、霊部省の権力と財力をつかって、本当に壁をぶち抜き、ドアを設置しようとするかもしれない。冗談ではなく。

　亜夢が、「いくらなんでも……」と唇の端を微妙に引きつらせている。

　すずめは、突き出た胸の下で腕を組み、「悪くないわね」なんてことをつぶやいてるし。

　悠斗に顔をむけ、ひよりがわずかに目を大きくした。

「わたしは、プライベートを侵害するようなマネはしないから、安心してくれ」

　安心できないから、『ドアをつけたりするな』と言葉にしたのだが……。

　ひよりが、さらに続けた。

「ドアと言えば……悠斗と亜夢くんはきょう、未来へのドアを開けなければならないから、緊張してるんじゃないか？」

「ぴっ!?　は、はい。緊張してます」

　すかさず亜あ夢むが、ピッと姿勢を正した。

　すぐに気持ちをやわらげてくれたのは、すずめだった。

「大丈夫よ。亜夢ちゃん、【不死鳥フエニツクス】だもん。書類審査だけでパスするわ。わたしとニョロりの推薦もあるし、ね」

「厳密にはフェニックスと思われる能力をもったミューテストであり、除霊対象外のヴァルゴだ。ふふ、上位精霊ヴアルゴなんて、霊部省のほうから頭を下げてくるほどの別格霊スペシヤルだから、すずめの言う通り、なにも心配はいらない」

　ひよりも太鼓判を捺おしてくれる。

　悠ゆう斗とは、そっと気持ちを引きしめた。

　日曜のきょう。悠斗と亜夢は、兄妹きようだいそろって霊れい部ぶ省しよう霊れい験げん局きよく霊れい障しよう対たい策さく部ぶの面接をうけることになっている。庁舎に入るため、みんな制服姿だ。

　亜夢は問題ナシ。ただ、面接をうける本当の理由、『人間に戻る方法をさがすため』ということは言わないように、とひよりたちに注意をうけている。そんなことを口にすれば、笑われるか、頭がおかしいと思われるのがオチだから。

　波風を立てないためにも、面接をうける際には『自分の能力を社会のために役立てたい』と当たり障りのないことを言っておく。みんなで、そう決めた。

　もともと悠斗と亜夢は、自分たちが得た能力をだれかのために少しでも役に立てたいと考えていた。だから、嘘うそを言うわけじゃない。すべてを伝えないだけだ。

　まずは、非常勤でもなんでもいいから霊部省の職員となり、省内に蓄積されている情報にアクセスできる権限を得ることが大切だと考えている。

　どんなに些さ細さいな情報でもいい。亜夢を人間に戻すため、隅々まで漁あさるつもりだ。

　それこそ、奥の、さらに奥まで。




　悠斗は、面接室前の待合室で、長椅子に腰を沈めたまま呼ばれるのを待った。

　右手の壁際では、秘書と思おぼしき黒縁メガネをかけた若い女性が、パソコンのキーボードをカタカタと打ち続けている。

　面接をうけるため、ひよりとすずめに案内してもらい、駅から歩いて一〇分ほどの場所にある合同庁舎にやってきた。地下の食堂で軽く昼食をすませたあと、面接の際の注意点をおさらいし、いまこうして悠斗ひとりが待合室に入ってソワソワしている。

　ひよりとすずめは、庁舎内の喫茶店『ころべぇ』で待ってくれている。

　亜夢はいま頃、別室で面接をうけているはずだ。

　悠斗は、壁にかかった丸時計に目をむけた。

　一四時が面接時間だと聞いていた。が、すでに一五分ほどすぎている。

　メガネの女性は、リズミカルにキーボードを打ち続けているだけで、悠斗のほうへ目をむけようともしない。

　もしかして、存在を忘れられているのか？　と不安になってくる。

　メガネの女性に、「面接は、何時頃はじまるんですか？」くらい訊きいてみようかな？　失礼にならないかな？　面接を担当している職員に、なにか用事ができたのかな？

　そんなことを考えているとき、ガチャ、と廊下側のドアが開いた。

　バタンッ、と少しばかり荒々しくドアを閉めながら入ってきたのは………、老人だった。七〇歳は超えているだろうか。

　悠ゆう斗とは、たっぷりと三秒ほど、入室者を見た。そして、知らない相手を凝視していることに気づき、慌てて視線を膝の上に落とした。

　老人のヘアスタイルは、スーパーのつくリーゼントだった。

　リーゼントなんて、ほぼ絶滅種だろ？　しかも黒光りしすぎだし、そもそもカツラだよね？　生はえ際ぎわ、あからさまに浮いてるし。

　老人の首から上は、ツッコミどころ満載だった。いやいや、首から下も、ツッコミたいところであふれかえっている。

　枯れた、という言葉が相応ふさわしい骨と皮だけの細身。背丈は一六〇センチほどだろうか、決して高くはない。

　紺色の作さ務む衣えの上からシマウマ柄のちゃんちゃんこを羽織っており、履いているのもペラペラのスリッパだ。まるで近所のコンビニにちょっとタバコでも買いに出ました、といった格かつ好こうである。

　右手に握っているのは、足腰が弱くなったお年寄りの必須アイテム、〝杖つえ〟だ。なのに背筋はしゃんとしており、悠斗が座っているソファに歩み寄ってくる足どりも、杖をつかう必要がないほど確かなものだった。

　老人が、両手でもった杖を床に突き立てるようにして、長椅子の端に腰を下ろした。悠斗との距離は、ほんの二メートル弱。

　悠斗は、ゆっくりと首を動かし、骨が浮き出た老人の横顔に目をやった。

　猛もう禽きん類るいを連想してしまうほど鋭い目を、正面のドアに突き刺している。悠斗に顔をむけようとはしない。

　突然、

「少年も面接ばうけにきたんか？」

　真まっ直すぐに前をむいたまま、老人が口を開いた。

「は、はい」

　悠斗は老人に半身をむけ、うなずいた。

　少年も、ということは、この老人も霊部省の面接をうけにきたのか？

　老人が、前をむいたまましゃべり続けた。

「霊対に入りたいんやろ？」

「え、どうして、それを？」

「ここ、霊対のシマやろうが」

　シマ？　ナワバリのこと？　この部屋やその周囲が、霊れい障しよう対たい策さく部ぶのテリトリーだと、この老人は言いたいのだろうか？

「オレ、まだ、いろいろ、わかんなくて……」

「調べもせんで、面接をうけにきたんか？」

「いや、えっと、まぁ、たいして下調べはしてません。はい」

「やる気が感じられんなぁ、少年。で、なんで霊障対策部に入りたいとや？」

　老人が、訛なまりのある口調で遠慮もなくずけずけと訊きいてくる。おしゃべり好きのようだ。

「自分の能力を社会のために役立てたいんです」

　心もち身構えつつ、悠ゆう斗とはスムーズにこたえた。ちょっと離れた場所で、メガネの女性が仕事をしている。変なことを言えば、どこからもれるかわからない。

　だから、用意していたセリフを口にした。と、老人がいきなり腰を移動させ、するすると悠斗に近づいてきた。そして、いまにも肩と肩がくっつきそうなほどの距離で座り直し、顔を寄せてくる。

　乾ききった木材のような、線香の残のこり香がのような、そんな枯れた匂においとはまるでつり合わない鋭い目が、悠斗にむけられた。深い色をもった双そう眸ぼうだ。きゅっと身が縮む。

「ほんとのこと、こっそり教えやい。世のため人のため、という理由の他になんかあるやろ？　ワシ、口は堅いほうばい」

「えっと……」

「もったいぶらんで、教えやいよ」

　老人の目に、言いようのないぬくもりが宿った。老いた身で霊障対策部の面接をうけようというのだから、この老人にもいろいろ事情があるのだろう。

　ついつい、ぬくもりのある目に引き込まれてしまった。

「妹のためなんです。だれかの役に立ちたいって気持ちも、確かにあるんですけど、やっぱり、妹をもとに戻してやりたいっていう……」

『妹をもとに戻す』と言っても、老人には意味がわからないだろうな、と頭の片隅で考えながら、悠斗はメガネの女性に聞こえないよう小声で話を続けようと……。

「ふ～ん、そんな理由やったんか」

　カポッ。

　悠斗の言葉を遮さえぎったのは、あまりにも拍子抜けする音だった。

　老人が、いきなり入れ歯を外したのだ。

　頭髪だけじゃなく、歯も偽物!?

　言葉を失った悠ゆう斗との隣で、老人は握っていた杖つえを椅子に立てかけたあと、ピカピカの入れ歯をポケットからとり出したハンカチ、というよりも手ぬぐいで磨きはじめた。ハ～、なんて息を吹きかけながら。犬歯の大きさと鋭さが、かなり獣的で怖い。吸血鬼か!?　とツッコミを入れたくなる。

　スーパーリーゼントなカツラと輝く入れ歯を身につけた老人は、いったい何者なのか？

　いまなお、カタカタカタカタとキーを打つ音が静かなリズムを刻んでいる。メガネの女性は、老人のリーゼントと入れ歯に興味がないようだ。パソコン画面から目をそらそうともしないから、気づいてないだけかもしれないけど。

「あのぅ、そちらは、どうして面接をうけるんですか？」

　悠斗は、興味を抑え込まずに訊きいてみた。老人も、無遠慮なくらい訊いてきたのだからお互い様だ。

　老人が、鋭い目を悠斗へむけた。

「ふがふがふが、ぐむぅ、ふがが」

「入れ歯、つけてからしゃべってもらえると……助かります」

「ふがっ!?」

　老人が、あらためてピカピカの入れ歯を口の中に押し込んだ。そしてあらためて、

「少年、実はな……」

　バタ─────ン！

　再び、廊下へと続くドアが開いた。今度は、老人が入ってきたときよりもずっと荒々しい。蝶ちよう番つがいを壊しかねないほどの勢いだ。

　さすがに、メガネの女性がキーを打ち続けていた手をとめ、驚きの表情を浮かべた。それでも、声を発しようとはしない。

　老人は、「ん？」と目を細めただけ。

　待合室に飛び込んできたのは、水色のロングウェーブヘアを背に流した女の子だった。

　腰を絞らない緑を基調とした花柄のワンピースを身につけているため、体の線が細いのか太いのか、よくわからない。けど、花柄の生地をこれでもかと下から押しあげている胸が、すずめのものより自己主張が強いことだけは疑いようがなかった。

　気になる点がひとつ。

　慌ててワンピースを着たのだろうか……、ボタンをかけ間違っている。

　悠斗と同い年くらいか。身長は、ひよりよりわずかに低く、すずめよりちょっと高いといったところだ。

　目尻の下がった大きな瞳や、丸みを帯びた頬ほおの線が、亜あ夢むと同色のぽやぽやっとした雰囲気を醸し出している。それなのに、

「九く九く狼ろうさんっ！　ちょっとお話がありますっ！　お話が、あります！　極きわめて立腹しているため、繰り返しました！」

　甲高い声には、言葉そのままにありありと怒りが滲にじんでいたため、彼女が放出していたやわらかさが一瞬のうちに消し飛んでしまった。

　ククロウさん？　って、だれ？

　悠ゆう斗とは、女の子の視線をたどり、横に座っている老人へ顔をむけた。

「おい、そげん怒んな。話なら……」

「これが、腹を立てずにいられますかっ！」

「そげな怒るけん、ボタンが一個ずつズレとるやないか」

「あぅ!?　う………こ、これは、い、怒りをアピールするためです！　ワザとです！　けけ、決して大急ぎで着たからではありませんっ！」

　苦しい言い訳だ。

「それに、靴も右左で違うやないか」

　老人の言葉で、悠斗は女の子の足もとへ目を落とした。

　右が、赤いリボンつきの革靴。左が、スニーカーだった。

「こっ、これも、怒りをアピールするためですっ！」

　苦しすぎる言い訳だ。履き心地でわからなかったのか？

　悠斗にチラッと目をむけた女の子が、老人にほっそりとした手を伸ばし、その骨と皮だけの細い腕をつかんだ。

「外で話しましょう」

「おいおい、ワシは……」

「外で話せないのであれば、ここで大声を出すことになります。話の流れ次第では、暴れることになるかもしれません。そうなれば、どなたか不運な方が巻き添えになるかもしれませんよ？　それはとても危険なことです。とても、危険な、ことです。人命に関わってくることなので、繰り返しました」

「わかったわかった」

　女の子に腕をとられたまま、老人が立ちあがる。

　孫娘と祖父といってもいいほど年の離れたふたりが、ドアへむかう。歩きながら、

「あんなモノを霊街にもち込むなんて、信じられません！　すぐに撤去してください！」

　女の子が、怒りの声を吐き出した。

　悠斗には、彼女がどんなことに対して怒っているのか、そもそもなにを言っているのかさえわからない。

　女の子と老人が消えたあと、悠斗はあらためて壁の丸時計を見た。

　一四時半をすぎている。

　面接、まだはじまらないのか？




　結局、面接はうけられなかった。

　一時間近くも待たされた挙げ句、どこかからの電話をうけたメガネの女性が、『大変申し訳ありませんが……』と事務的に前置きしたあと、面接が中止になったことを一方的に伝えてきたのだ。

　文句を言ってもはじまらないため、悠ゆう斗とは女性に頭を下げて待合室を出た。その足で、庁舎内にある喫茶店『ころべぇ』へむかった。




　テーブルについているのは、悠斗、ひより、すずめの三人。亜あ夢むは、面接が長引いているようで、まだ戻ってこない。

　妹を待つ間、悠斗は円形テーブルのむかいに座っているひより、そして右手のすずめへ、『面接中止。理由不明』という事実だけを伝えた。

　ひよりが拳で、トン、と軽くテーブルを叩たたいた。置かれたみっつのグラス、その中身がゆれる。グラスにつがれているのは、職員なら何杯でも無料で飲めるというソフトドリンクだ。

　悠斗の前にある〝ソウル・クラッシュ〟という怪しいネーミングの赤い液体も、ひよりの身分証で注文してもらった。新メニューだという。味は、お世辞にも「うまい」とは言えない。

「面接の日時を指定してきたのは、局のほうだぞ。相変わらずというか、仕事ぶりがゆるんでるな」

　ひよりが、眉み間けんに小さなシワを刻んだ。

　すぐさま、すずめも口を開く。

「ゆるんでるのは、一部の連中だけでしょ。ほとんどの局員はマジメにがんばってるわ。ん～、でも、その一部が全体の足を引っ張ってんのも事実よね」

　悠斗は、ストローで赤い液体をかき混ぜながら、ひよりとすずめへ交互に目をむけた。

「面接中止ってことは、不採用ってことかな？」

　グラスの中で、氷がカラカラと音をたてている。

「悠斗の能力なら、それはないだろう。延期ということだ。もし、面接もせずに不採用などということになったら、わたしが部長を問いつめてやる」

　ひよりの言葉に、すずめが大きくうなずいた。

「触しよく霊れい能力をもった人間は貴重よ。しかも、悠斗くんは除霊もできるんだから、不採用なんかありえないでしょ」

「だったらいいんだけど、さ。亜夢は、合格なんだろ？」

「亜夢くんを不採用にしたら、面接の担当官がクビを飛ばされるだろうな」

「いま頃、給与や待遇面を詰めてんじゃないかしら」

「よし、オレも……」

　悠ゆう斗とは、〝ソウル・クラッシュ〟をかき混ぜるのをやめ、ストローに口をつけた。赤い液体を吸いあげる。

　酸味のあるグレープフルーツジュースのような、それでいてトマトジュースにも似た微妙な味が、舌の上にひろがった。メニュー表に『新登場！』と書かれていたから、ついつい頼んでしまったけど……。よくよく考えれば、『ころべぇ』がはじめての悠斗には、すべてのメニューに『新』がつく。

　不意に、すずめが悠斗に顔を寄せてきた。

「それ新メニューでしょ？　どんな味？」

　彼女の目は、〝ソウル・クラッシュ〟にむけられている。

　味？　ん～、これは……。

　話題が、いきなり自分のドリンクに移ったため、悠斗は二秒ほど、口に残った後味に意識をむけた。言葉では説明しづらい味で……。

「ちょっとちょうだい」

　すずめが、悠斗の返事を待つことなく、自分のストローを〝ソウル・クラッシュ〟のグラスに差し込んだ。そして、それをつかってチュ[image: ][image: ][image: ]っと中身を吸いあげる。

　見ていたひよりが、大おお袈げ裟さなほど目を大きくして、

「なっ、す、すずめ、不作法だぞ。そそ、それは悠斗の飲み物だろう。ほしければ、また頼んでくればいいじゃないか」

　ちゅぽっ、と唇をストローから離したすずめが、

「ちょっと味を知りたかっただけよ。おいしかったら頼もうと思ったけど、ちょっとこれは……すぐにメニューから消えるんじゃないかしら」

　遠慮のないコメントを口にする。

　悠斗は、自分のグラス内にある二本のストローに目を落とした。すずめは、自分のモノを差したまま回収しようとしない。彼女はすでに、自分のドリンクを飲み干しているから、ストローはいらない、ということ？

　使用済みのストローが、自分のグラスに残ったまま。

　南なん條じようすずめという少女をかたちづくっている様々な要素が、ストローを介して〝ソウル・クラッシュ〟に溶け込んでいくかのような気がして、ちょっとドキドキしてきた。

　悠斗は、そろそろとグラスに手を伸ばした。が、

「新メニューは、そ、そんなにおいしくないのか？　じゃあ、わ、わたしも、ハズレを回避するため、あ、味の確認を……」

　対面に座ったひよりから、素早く奪われてしまった。

　彼女は、自分のストローをつかおうとせず、すでにさし込まれていた二本のうち、その片方を細い指先でつまんだ。そして、ぷるっとふくらんだ小さな唇を近づけ……。

「そっちのストロー、悠ゆう斗とくんのよ？」

　すずめの言葉に、

「あ、そそ、そうか？　ハハ、す、すずめのストローかと……」

　ひよりが、弾はじかれたように顔をあげた。それでも、悠斗のストローをつまんだまま放そうとしない。どういうわけか、頬ほおがほんのりと紅あかくなっている。

　そんな彼女の視線が、喫茶店の入口へ移動した。

「あ、亜あ夢むくんがきたぞ。ようやく面接が終わったようだな」

　悠斗は入口を背にして座っていたため、肩越しに振り返った。

　ひよりの言葉通り、亜夢が青みがかったポニーテールをふりふりさせながら、店内を見回している。

　妹にむかって手を振ると、すぐに気づいて笑みを浮かべ、両手の指先を頭の上でくっつけ、大きなまるをつくった。

　面接はうまくいったようだ。

　ちゅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ぅぅ、ずずずぅ。

　その音で、悠斗は再びひよりへむき直った。












　真っ赤な顔をして、〝ソウル・クラッシュ〟を飲み干していた。

　すずめが、右の眉をあげてその様子を眺めている。

　ストローから艶つやのある唇を離したひよりが、

「お、おいしいな、これ。お、思わず、全部飲んでしまった」

　どこかわざとらしい笑みを浮かべた。すべやかな頬ほおは、先ほどよりもずっと紅に染まっている。耳や首まで真っ赤っか。

「そんなに、おいしいか？」

　悠ゆう斗とは、驚き半分、呆あきれ半分でひよりの紅あかい笑顔をうけとめた。

　そういえば彼女は、『究きわ渋しぶ茶ちや』という破壊的なまでに渋いお茶を好んでいるから、〝ソウル・クラッシュ〟をおいしいと感じる味覚をもっていても不思議じゃない。

　ところで、つかったストローはどっちの？

　それが、少しだけ気になる悠斗だった。




　合同庁舎を出て駅へむかう途中、悠斗は待合室で会った老人のことをひよりたちに話した。怒っていた女の子のことも。その最中、ひよりとすずめがなにやら視線で会話していることに気づいた。

「もしかして、知ってる人？」

　悠斗は、彼女たちにたずねた。

　兄に寄り添うように歩いていた亜あ夢むも、ひよりとすずめへ交互に目をむけている。

「悠斗に話しかけてきた男性は、間違いなく……」とひより。

「妖怪ガチガチンね」とすずめが続ける。

「妖怪ガチガチンって……」

　亜夢の質問に、

「霊う対ちの部長だ。九く十じゆう九く里り浜はま九く九く狼ろう。霊獣使いの名門、九十九里浜家の統領でもある。極きわめて優秀なクリーナーだぞ」

　ひよりが、こたえてくれた。

　すずめが、すぐに言葉を足す。

「驚かないで聞いてね。実はね、カツラも入れ歯も霊獣なの。カツラは、〝スケサン〟入れ歯が〝カクサン〟って名前よ。本当の姿は、すっごく凶悪なんだから」

　ひよりが、さらにつけ加える。

「カツラも入れ歯も、五五年前の戦いで亡くなった仲間の魂が霊獣化したものだと聞いている。禁きん忌き法をつかったとか、邪法に手を染めたとか、当時はさんざんクリーナー協会のお偉方に非難されたらしい」

「ま、あくまでも噂うわさだけどね。妖怪ガチガチンって敵が多いから、あることないことひろめられんのよ。わたしは嫌いじゃないけど」

　彼女たちの説明を聞いていた悠ゆう斗とは、口を半開きにしたまま、しばらく声が出せなかった。部長本人だった？　変な老人にしか見えなかったけど……。

「ついでに言うなら、彼がもっていたのは杖つえじゃない。【雉ち兎と世せ】という霊刀だ。つまり、霊的な仕込み杖ということになるな。わたしの【徒桜あだざくら】と違って、人も斬きれる」

　銃刀法違反だろっ！

　悠斗は、思わず心の中で叫んだ。

　亜あ夢むが、ぽか～んと可愛かわいい口を開け、驚きの表情を浮かべている。

「よくわからないのは、部長に文句をぶつけていた人物のことだ。悠斗が見たのは、わたしたちと同い年くらいの女性だったんだろ？　だが、局内で部長に強い口調で迫れるのは九く九く命みくらいだから……」

「九九命ってのは、部長の孫娘のことよ。わたしたちよりいっこ下だけど、霊保、って霊力保管部のことだけど……そこの部長なの。いわゆる、霊業界の天才児ってヤツね」

「波打つような長髪の女性、という悠斗に聞いた情報をもとにすれば、九九命じゃないことは確かだが………だれだ？」

「ま、妖怪ガチガチンって、ほんとぉ～に敵が多いからね。減らす努力どころか、増やしてばっかだし」

　悠斗は、ひよりとすずめの話に耳を傾けながら、水色のロングウェーブヘアとぽやぽやな雰囲気、そして透明感をもった女の子の顔を思い出した。

　可愛い子だった。ずっと眉を逆立てていたけど、笑うともっと可愛らしくなるはずだ。胸も大きかったし。彼女も、部長の数多い敵のひとりなのだろうか？　なんだか、昔からの知り合いといった感じだったけど。何者だったのだろう？

　不意に、ぎゅっ、と右手首をつかまれた。つかんだのは、隣を歩いていた亜夢だ。

「ん？」

「部長さんに怒ってた女ひ性とって、きれいだったんでしょ？」

「なんで……」

　そんなこと訊きくんだ？

「お兄ちゃん、いま、その女ひ性とのこと考えてたでしょ？」

「ど……」

　どうしてわかったんだ？　もしかして、上位精霊ヴアルゴって、心を読む能力まであんのか？

「いま、そんな顔してた」

「顔って……」

「きれいな女の人、想像してる顔してた」

「なにを……」

　心ではなく、表情を読まれたということか？

　ぎゅ～っと手首を握りしめられた。ふにふにしたやわらかい指だし、握力も弱々しい妹だから、痛くもかゆくもないけど……。

「お兄ちゃんのバカ」

　亜あ夢むが、悠ゆう斗とにしか聞こえないような小声をもらした。

　怒ってる？

　理由がサッパリわからない。




　駅のホームに電車がすべり込んできた。

　ひとつ先の駅が繁華街の中心に位置しており、その次が大きなオフィス街であるため、そこへむかうであろう客で車内はいっぱいだった。ぎゅうぎゅう詰めの一歩手前、といった状態だ。

　悠斗たちの後ろには、一〇人ほどの人たちがならんでいる。どういうわけか、他の列より三倍ほど長い。しかも男ばかり。

　ホームを歩いていた彼らが、ひよりとすずめ、そして亜夢の姿に気づき、目を奪われ、しばらくしてから冷静さをとり戻し、それでも素知らぬ風を装いながらチラチラと視線を送り続け、その後、見えない力に引き寄せられるようにフラフラと列の後ろにならぶ、という一連の流れが繰り返されるのを悠斗はこっそりと見ていた。

　おそらく、除霊師クリーナーであるひよりとすずめも、後ろの連中が自分たちに意識をむけていることに気づいているだろう。呑のん気きにしているのは、亜夢ひとりだけだ。

　とまった電車のドアが開き、パラパラと人が降りてきた。これから電車へのり込もうとする人よりずっと少ない。

　電車が、繁華街とオフィス街を通りすぎるまでの辛抱だ。それまで、小柄な亜夢をぎゅうぎゅう状態から守り抜かねば。もちろん、後ろにならんでいる連中からも。

　悠斗は、亜夢の肩をそっと引き寄せた。妹が大きな瞳で微笑ほほえみながら、兄に寄せていた体をさらに押しつけてくる。そのときだった。

　亜夢の後ろにいたひよりが、右腕を素早く動かした。あまりにも速かったため、一瞬なにをしたのかわからなかった。が、目に焼きついた紅あかい炎せ線んと直後に霧む散さんした人影を視みて、ようやく納得がいった。

　だれにも気づかれないほどの早はや業わざで、降りてくる客に紛れていた霊を斬きったのだ。

　悠斗は、肩越しにひよりへ目をむけた。

　視線に気づいた彼女が、「仕事だから、な」とどこか寂しそうな顔でつぶやいた。

「ったく、斬りたがり屋ね」

　すずめが、ため息混じりに吐き捨てた。

「わ、わたしは、決して斬きりたがってるわけじゃないぞ」

　ひよりが、キッとすずめをにらみつける。

「は、ぃ？」

　亜あ夢むだけが、会話についてこれないでいる。基本的にのんびりした性格だから、ひよりが霊を斬ったことに気づいてさえいない。

　背後からの異様な圧迫感に注意を払いつつ、悠ゆう斗とは妹の肩に手をかけたまま車内へ体を押し込んだ。

「斬らなければ、堕だ正せいするだけだ」

「斬る前に、対話しようとは思わないの？」

「斬っても、言葉を交わしても、結果は同じだろう」

「面倒なことを嫌がってるだけでしょ」

　ひよりとすずめも、視線をぶつけ合いながらのり込んでくる。彼女たちの後ろから、一〇人ほどの男たちも、ゾロゾロと。

　斬られた霊は、まだ悪霊化していなかったようだ。証拠に、乗客たちはだれも騒いではいなかった。

　普通の人々は、穢けがれていない霊を視認することができない。しかし、なんらかの理由で四九日以内に成仏できなければ、霊体はじわじわと現世の穢れを吸収し、一〇〇日を越える頃には完全な悪霊と化す。霊部省では、そのことを「堕正」と呼んでいる、と以前ひよりから聞いたことを思い出す。

　完全に堕正すれば、その姿は人の目にも映るようになるから、悪霊が電車内にのっていればいま頃大騒ぎになっていたはずだ。もちろん、公共の建物にはそれなりの防霊処理が施ほどこされているため、穢れた霊が紛れ込んでくるようなことはない。

　でもときどき、先ほどのように無害な霊が、生前の習慣をなぞるように潜り込んでくることがあって……。

　混み合う車内で、悠斗は亜夢を守るように抱き寄せたまま、右側から肩を押しつけてくるひより、左側に立ってつり革代わりに悠斗の腕をつかんでいるすずめへ、交互に目をむけた。

「有無を言わせず斬るなんて、いまは封建時代じゃないのよ？　ったく、この斬りたがりのニョロ侍は」

「失礼な。わたしだって時代感覚くらい持ち合わせているぞ。日々、民主国家のルールは厳守してる」

「でも、ルールが決まってないことなら、好き勝手にやってもいいと思ってるでしょ？」

「思ってないぞ。わたしは行動する際、常に自律を心がけている。好き勝手に振る舞い続ければ、遠からず人間性が腐ってしまうからな」

「それなら、どうしていつも斬きんのよ」

「救いだと信じてるからだ」

「せめて、相手に望みを訊きいたあとでニョロ刀を抜くかどうか考えなさいよ。視みた、抜いた、斬ったじゃ、ただの火事ニョロマシンよ」

「機械マシンとは心外だな。わたしが、心を痛めることなく斬っていると？」

「ふん、わたしだって、根っこはニョロりと似たり寄ったりだから、気持ちくらいわかってるわ。でもね、あんたみたいに救いのかたちを絞り込むなんて、すごく危険よ」

「この仕事を続ける限り、信念を棄すてるつもりは毛頭ないな」

「ほんとのマシンなら、頭のネジを一本くらい抜けば少しはバカになれるんだろうけど、ニョロりの固さは死ぬまで直らないわね」

「ありがとう」

「褒めてないわよ？」

　悠ゆう斗とと亜あ夢むを挟んで、ひよりとすずめがにらみ合う。会話の中で、「霊」とか「悪霊」とか「除霊師クリーナー」といった単語をつかわないのは、周りを意識しているからだろう。言い合いをしていても、それくらいの配慮はできているということだ。

　亜夢は、下唇を軽く噛かんだまま口を開こうとしない。ふたりの会話を聞きながら、霊に対する自分の立ち位置を考えているのかもしれない。

　悠斗は、ふと思った。そもそも、除霊は『正解』なのだろうか、と。

　ひよりとすずめのどちらかが正しいのか、それとも、他の方法があるのか……。




　電車が動き出す。

　線路の状態がよくないのだろう、けっこうゆれる。電車がゆれると、当然、周囲の乗客もゆれる。だから、押される。そのたび、ひよりとすずめのやわらかさが、左から、右から、ぎゅ、むぎゅ、ふにっ、と悠斗の肩や腕に……。

　ふと気づくと、悠斗の胸に頬ほおをくっつけていた亜夢が顔をあげ、ジ──ッと兄の顔を見あげていた。いや、にらんでいたと表現したほうがいいだろうか。

「な、なんだ？」

「べつに」

　また、心を覗のぞかれたのか？　〝ぎゅ〟や〝むぎゅ〟や〝ふにっ〟を意識しているような顔をしていた、とか？

　亜夢が、チラチラッと左右へ視線を投げた。厳密には、悠斗とひより、そして悠斗とすずめのからだが接している部分を。

　どこか不機嫌そうに目を細めたあと、

「あのぅ、面接のとき、あたしが採用されたあと〝ツイビが開始されますが、ご了承ください〟って言われたんですけど……どういう意味なんでしょうか？　変なこと言ったら不採用になるかもしれないから、〝ハイ〟って返事しておいたんですけど」

　亜あ夢むが、ひよりへ顔をむけてたずねた。人のいる場所で内々の話をしたいなら、彼女の出番だということがわかっているのだ。

　ひよりは、霊体の一部をデフォルメして体外に出すことができる。常人には捉とらえることのできない霊こ声えを発することもできるため、会話も可能だ。

　亜夢も、その能力を知っている。

　ひよりの瞳から、スゥ～ッと生気が消えた。直後、彼女の肩から、ひょい、と丸顔の小さなひよりが現れた。

　悠ゆう斗とは、勝手に〝チビひよ〟と命名している。

『ふむ。追つい尾び、か。つまり、追跡のことだ』

　亜夢が、驚いたように口を開けた。が、なんの言葉も口にしない。

　すずめは、どこか居心地の悪そうな顔をしている。

「なんで？」

　妹が追跡されると聞けば黙ってはいられないため、悠斗はすかさず理由をたずねた。

　チビひよが、丸い瞳を悠斗へ、続けてすずめへ、そして亜夢へむけた。

『もちろん、稀き少しようなヴァルゴだからだ。しかも、亜夢くんはフェニックスである可能性が極きわめて高いからな。局側も放ほうってはおかないだろう』

「プライバシーは関係ねぇのか？」

『その点は、まぁ、亜夢くん次第だが、わたしはそれほど目くじらを立てる必要はないと考えている。追尾といっても、おおまかな位置の把握にとどめられているからな。部屋の中でなにをしているのか、なんてことを知られる心配はない』

「位置の把握って、どうやってんだ？」

『霊波探知部、我々は霊探と呼んでいるが……その霊探が亜夢くん特有の霊波長を二四時間態勢で探っている』

「それって、ＧＰＳつけられてるようなもんだろ？　なんか気分悪いな。やめさせられないのか？」

　チビひよが、丸っこい頭と胴体に挟まれてほとんど見えない首を、ちょこんと傾かしげた。

『交渉次第だと思うが、難しいな。亜夢くんは、霊対の採用がほぼ決まっている。だが、霊探はそんなことなど気にしない。自分たちの仕事をするだけだ。亜夢くんが怒って仕事を放棄しても、最悪辞めても、困るのは霊対だけだからな』

「あんまり仲がよくないんですか？」

　亜夢が、どこか悲しそうな目でチビひよを見あげた。

『仲がいいとか悪いとかではなく、各部とも独立独歩の気風が強いんだ。滅めつ多たなことでは他の部に干渉しないし、させない』

　すずめが、肩をすくめながらつけ加えた。

「個人的に仲がよくて、機密漏ろう洩えいにあたらない情報くらいなら、ときどきやりとりすることもあるけどね」

『各部が好き勝手にやっていたのでは、無駄な仕事が増えるばかりなんだが……役所というところは、昔から……』

「そういう体質だから、仕方ないでしょ」

『個々人に焦点を当てれば、やる気のある職員が多いんだが……これが集団になると、途端に動きが鈍くなる。連携を重視してこなかったツケが溜たまりに溜まって……』

「それで機能してんだから、いいんじゃない？」

『いや、そのうちとり返しのつかないことになるかもしれないぞ？　この前、霊保がまたなにやら怪しげな試作品をつくったとかどうとか、そんな話を耳に挟んだし、な』

「ケロみのことだから、どうせまたろくでもない霊れい機きを開発したんじゃない？　ほんと、ケロケロとよくやるわねアイツ」

　ひよりとすずめが内輪の話をはじめたため、悠ゆう斗とは「ケロミって？」とチビひよにたずねた。

『九く十じゆう九く里り浜はま九く九く命みのことだ。すずめだけが、勝手に〝ケロみ〟と呼んでいる』

「ごめんなさいね。悠斗くんと亜あ夢むちゃんにわかんない話しちゃって」

　すずめが、ペロッと舌を出した。

「どうして〝ケロミ〟なんですか？」

『彼女も、霊う対ちの部長と同じ九十九里浜家の人間だからな。幼い頃から霊獣の使役法を仕込まれている。その霊獣が、〝病やみ蝦が蟇ま〟という名をもっているから、すずめが失礼な呼び名をつけた、というわけだ』

　なるほど。九九命という名前で、カエルの霊獣を使役するから、〝ケロみ〟というわけか、と悠斗は小さくうなずいた。

　悠斗は、合同庁舎から駅へむかう途中、すずめが言っていたことを思い出した。

　確か、九十九里浜九く九く狼ろうの孫娘で、年齢は一六で、霊力保管部の部長で、ついでに霊業界の天才児、だったはず。

　霊保の部長ということなら、ひよりやすずめより立場が上なのでは？　年下だから、呼び捨てにしているのか？　それとも、霊れい障しよう対たい策さく部ぶに籍を置いてるから、他の部長に敬意を払わなくてもいいとか？　あるいは……。

　悠斗は、ふと思いついたことをたずねてみた。

「もしかして、霊対と霊保って、仲が悪いのか？」

『悪いわけじゃない。仕事上でことあるごとに衝突しているだけだ』

　チビひよが、すぐさまこたえてくれた。

「衝突って……それを〝仲が悪い〟って言うんじゃないのか？」

　すずめが、ちょんと肩をすくめた。

「確かに、ケロみの霊と保ことはちょくちょくぶつかってるけど、お互い仕事だと割りきってるから、恨みを残すようなことはないわね」

『霊対は霊の昇天を優先させ、霊保は霊を集めるのが仕事だからな。霊魂へアプローチする目的が違うから、同じ現場で鉢合わせになった場合、衝突は避けられない』

「ぶつからないよう、仕事場をわけたりしないのか？」

『役所には、無駄な仕事を増やすシステムが長い年月をかけて構築されている。多くの職員がたくさん仕事をしたつもりになれるという、とても立派なシステムだから、だれも見直そうとしない』

　イヤミにしか聞こえないけど……。

　すずめが、なんだか乾燥した笑みを浮かべた。

「ま、繰り返しになるけど、やる気のある職員も多いから、なんとか機能してんだけどね。とにかく、ひとりひとりがキッチリ自分の仕事をこなしていけば問題ないわ」

「あ、あたし、がんばります！」

　亜あ夢むが、両手をグッと握りしめた。

　そこでチビひよが、わずかに両眉をあげた。

『そういえば、だれが亜夢くんの指導官になるんだろうな？』

「あ、それは……厳選に厳選を重ねてる最中だって、面接官の人が仰おつしやってました」

「指導官って？」

　チビひよと亜夢のやりとりに、悠ゆう斗とは素早く質問を挟んだ。指導官というからには、なにかの指導をする人なのだろうが、亜夢とどういう関係になるのか、兄として知っておかなければ心配だ。

『指導官とは、ヴァルゴである亜夢くんに、その立場や使命を教えるために派遣されてくる人物のことだ。霊の世界の常識やマナーを教えてくれる先生だと思えばいい』

　チビひよに続き、すずめも口を開く。

「たまにお偉いさんの縁故で選ばれたり、民間からきたりもするけど、ま、どんなヤツがきてもどんと構えてりゃいいわ。わたしとニョロりもついてるし、悠斗くんもいるしね」

　心細そうにしていた亜夢が、ふんわりと微笑ほほえんだ。

　電車がゆれるたび、ひよりが、すずめが、そして亜夢が、ぎゅぎゅ～っと悠斗にからだを押しつけてくる。ふにふにふに～っ、と三方から。いっせいに。

　ドキドキしながらも、悠斗は妹に意識をむけた。

　どんな指導官がきたとしても、亜夢を守るという自分の役目は変わらない。





第二章　言葉にすることが困難なほど深い関係




　月曜の一限目は、世界史だった。

　教科書の流れそっちのけで、人類学について熱く語るおじいちゃん先生の授業を、ひよりが真剣に聞いている。ふんふんとうなずきながら。ときどきノートにメモをとりながら。

　テストに出るとか出ないとか、先生が黒板に板書するとかしないとか、そんなことは関係ないようだ。姿勢よく椅子に座り、ノートにペンを走らせている。

　さすがは、超お嬢様学校のカメリア女学院で学んでいただけのことはある、と感心させられるほどの模範的な態度である。教師も、彼女のような生徒ばかりだったら、授業のやり甲が斐いもあるだろう。授業中、ときどきガムを噛かみはじめるという奇行も、カメリア仕込みのマナーだといまでは教師もクラスメートたちもわかっているため、だれも気にしない。

　ひよりが、頬ほおにかかった黒髪をそっと払って耳を出した。

　悠ゆう斗とは、彼女の整った横顔を視界の隅に置きつつ、おじいちゃん先生の話を聞くともなしに聞いていた。

　悠斗は、前から三番目の窓際席。ひよりは、その隣。彼女のすぐ後ろに、すずめが座っている。

　ひよりもすずめも、連れん理り学がく院いんの制服を身につけてはいても、いまだ教室に溶け込めてはいない。なぜなら、目立ちすぎる存在だからだ。

　ロングストレートの黒髪を背に流したひよりは、相手の目を惹ひきつけるどころか、そのあと金縛りにしてしまいかねないほどきれいな女の子だ。

　赤いショートヘアのすずめは、表情豊かな瞳と張りのある胸で相手の関心を掻かき集あつめたあと、とろとろにとろけさせてしまいかねないほど可愛かわいい女の子である。

　ふたりとも、有名なカメリア女学院からの転校生だから、〝ザ・深窓の令嬢〟というイメージも放出している。加えて、除霊師クリーナーであることもバレている。

　だから、ほとんどの生徒たちから一目置かれ、遠慮され、遠巻きに眺められ、畏おそれられ、一歩間違えたら崇拝されてしまう、といった立ち位置なのだ。

　桜さくらヶが丘おかひよりと南なん條じようすずめは、座っていても、立っていても、歩いていても、とにかく注目を集めてしまう。

　コンコン。

　不意に聞こえたノック音が、おじいちゃん先生の語りを中断させた。

　ガラガラッ。

　教室前方のドアが開いた。

　ザワザワッ。

　静かだった教室内に、ざわめきがひろがっていく。

「失礼します」

　コッコッコッ、とヒールを床に打ちつける音を響かせながら入ってきたのは、軍服に身を包んだ少女だった。

　ドクロマークつきの軍帽を斜めにかぶり、水色のロングウェーブヘアを押さえている。黒い上着、その盛りあがった胸もとに徽き章しようをつけ、黒いタイトスカートをはいた、ぽやぽやっとした雰囲気をもつ女の子。

「「「あっ!?」」」

　悠ゆう斗と、ひより、すずめの三人が、ほぼ同時に声をあげた。

　すぐにひよりが、驚いた顔を悠斗にむけてきた。

「な、なんだ悠斗、キミも［水乙女サイレン］を知っているのか？」

「い、いや、サイレンとか、知らないけど……あの子、きのう言ってた、ほら、部長に文句言ってたって……」

　すずめも、会話に入ってきた。

「あ～、納得。立場上、ガチガチンにギャーギャー言えるし」

「サイレンって、なんだよ？　軍隊の関係者？」

「サイレンとは、彼女のふたつ名だ。本当の名は……」

　ひよりの言葉を遮さえぎるように、教卓の横に立った軍服姿の少女が、教室中に通るような美声を発した。












「はじめまして。ルージュと申します」

　歌うような、跳ねるような、薫るような、そんな口調である。

　自己紹介をした彼女は、きのう悠ゆう斗とが面接を待っているとき、眉を逆立てて待合室に飛び込んできた。

　あのときのルージュは、ワンピースのボタンをかけ違えており、左右の靴も別々だった。が、きょうはきちんとしている。慌てることなく、落ち着いて準備をしてきたらしい。

　でも、どうしてドクロマークつきの軍帽に、これでもかと徽き章しようをつけた軍服を合わせてきたのだろう？　理由は？　そもそも、なんの目的でこの教室に入ってきたのか？

　ひよりとすずめも、「どうして？」といった表情で軍服少女の出方を窺うかがっている。

　おじいちゃん先生も、クラスメートたちも、だれも口を開かない。ただただ唖あ然ぜん呆ぼう然ぜんとしているだけだ。

　ルージュが、髪と同色の瞳で教室の中を見回した。

「一いちノの瀬せ亜あ夢むさんは、どこにいらっしゃいますか？」

　厳いかつい軍服にはまったく似合わない、やんわりとした微笑ほほえみを浮かべながら、そんな言葉を口にした。

　クラスメートたちの視線が、悠斗に集まってくる。

　確かに、自分は「一ノ瀬」だけど……。亜夢は妹で……。

　ひよりが、手にしていたペンを置き、右手をそろそろと机の下に移動させた。そして、スカートの裾に指先をかける。

「サイレン、ここは亜夢くんの教室じゃないぞ。彼女は中等部の三年一組だ」

　下へ手たに動けば、躊躇ためらわずに【徒桜あだざくら】を抜くぞ、といった鋭気が声に滲にじんでいる。

　でも、どうして？　知り合いじゃないのか？

　ぽやぽやとしたルージュが、ぽやっと驚きの表情を浮かべた。

「ど、どうしてここに［炎災トリプル］がいるのでしょう？」

「だれがトリプルだ！」

　ひよりがすかさず、キッと両眉を逆立てた。

「ニョロり、安い挑発でしょ？　ここで戦やり合うようなマネはやめなさいよ。ちょっと考えりゃわかるでしょ。ルージュが亜夢ちゃんの指導官よ」

　すずめが、やれやれといった顔で、ひよりの背をペンの後ろでつついてる。

　悠斗は、唇を引きしめた。

　ルージュが、亜夢の指導官？　なのにやり合うって……。ひよりとルージュは敵同士なのか？　でも、すずめが妙に落ち着いてるから、不仲といった程度なのかもしれない。もしかしたら、ひよりとすずめの関係にも似た、いい意味でのケンカ友達とか？

　ところで……、

「トリプルって？」

　なぜ、トリプルなのか？　とひよりにそっとたずねてみた。が、ルージュをにらむことに集中しているようで、こたえてくれない。

　代わりにすずめが、斜め後ろから、

「炎と災いをくっつけたら、〝火〟って字がみっつになるでしょ」

　小声で教えてくれた。

　悠ゆう斗とは、「ふ～ん、〝火〟がみっつだから、トリプル、か。なんか物騒だな」とつぶやきながら、ひよりの横顔へ目を移した。と、すぐに、

「だれがつけたのか知らないが、失礼なふたつ名だと思わないか？」

　ひよりが、ジロッとこちらへ目をむけてきた。悠斗とすずめの声は、ちゃんと耳に入っていたらしい。

「ん、そうだな、確かに［炎災］って女の子っぽくないな」

「べ、べつに、かか、可愛かわいいふたつ名をつけてほしいとか、そういうことを言いたかったわけじゃなくて……わ、わたしが、トリプルと呼ばれていることに納得していない、ということを悠斗に知っててもらえれば、それでいいんだ。うん」

　ほんのわずかに頬ほおを紅あかくしたひよりが、再び視線を前にむけた。

　桜さくらヶが丘おかひよりという女の子は、炎の刀で舞うように悪霊たちを斬きることができるため、斬られる側にとってはまさに［炎災］だ。が、そんなふたつ名を本人が嫌っているであろうことは、呼ばれたときの反応を見ていればよくわかった。

　悠斗は、「呼ばれても、まぁ、嬉うれしくないよな……」とつぶやきながら、ルージュへ視線を戻した。

　彼女は、豊かな胸の下で軽く腕を組み、教室内を見回している。

「おかしいですね。職員室でしっかりと聞いてきたのですが……」

「サイレン、もしかして、〝一いちノの瀬せ〟としか名前を出さなかったんじゃないのか？　それに、高等部と中等部の職員室は別だぞ」

「トリプルは、うちの落ち度だと決めつけたいのですね？」

「何度も言わせるな。わたしはトリプルではない。桜ヶ丘ひより、という名前をもっている。とにかく、あなたが教室を間違えているのは確かな事実だ」

「些さ細さいな過ちをことさらに強調して、うちを貶おとしめようとするトリプルに禍わざわいあれ。トリプルに、禍、あれ。心底願っているため、繰り返しました」

「斬られたいのか？」

「ちょっとニョロり、挑発にのりすぎよ」

　教室に、ピリピリとした緊張感が充満していく。クラスメートたちはみな、「事情はわからないけど、なんだか怖いから静かにしておこう」といった表情をしている。

　そんなピリピリ感を霧む散さんさせたのは、おじいちゃん先生だった。

「あ[image: ][image: ][image: ]、一いちノの瀬せくん、この軍人さんを中等部まで案内してあげなさい。なにやら、大層な用事があるようだしね」

「恐れ入ります」

　ルージュが、品よくおじいちゃん先生に頭を下げた。

　ひよりが、腕時計に目を落としながら、

「ふむ。八時四三分か……実に興味深い授業だから最後まで聴いていたかったが、仕方ない。ここはわたしもいっしょに……」

　腰を浮かした。が、

「トリプルは必要ありません」

　ルージュの冷たい言葉に、動きをとめられてしまう。

「こ、この……」

「ニョロり、ここは悠ゆう斗とくんに任せときなさい」

「……………ったく、腹立たしい女だ」

　ギッ、とルージュをひとにらみしてから、ひよりが再び椅子に腰を落とした。そして、苛いら立だちをぶつけるように両手を机に打ちつける。

　そんな彼女を横目に、悠斗は席を立った。

　ひよりもすずめも、悠斗に目をむけただけでとめようとはしない。ルージュを亜あ夢むのところへ連れていっても問題はない、ということだ。

「よろしくお願いします。え～っと、一ノ瀬さん？　ふふ、亜夢さんと同姓ですね」

　ルージュが、悠斗にむかって首を傾け、ぽやぽやっと笑みを浮かべた際、ドクロマークつきの軍帽が頭からズリ落ちそうになったため、慌てて両手で押さえた。

　そんな愛あい嬌きようのある動きを見ていて、悠斗はふと思った。

　指導官として選ばれたのなら、事前に亜夢の家族関係を知らされていてもよさそうなものだけど……。

　すぐに内心で息をつく。

　たとえ聞いていたとしても、ワンピースのボタンをかけ間違えたり、左右別々の靴をはいたり、サイズの合わない軍帽をかぶってくるような、いわゆる大おお雑ざつ把ぱな性格なのだから、すぐに忘れてしまったに違いない。




「亜夢の兄です。悠斗っていいます」

　教室を出てすぐに、悠斗は自己紹介をした。

「亜夢さんのお兄さん？　ああ、だから同じ名字だったのですね」

　廊下を歩きながら、ルージュがパッと顔を輝かせた。水色のロングウェーブヘアも、やさしい光を放っている。

　彼女と肩をならべて歩きながら、沈黙の気まずさを吹き払うためもあり、悠ゆう斗とはすぐにたずねた。

「ひよりと、そのぅ、あんまり仲がよくないように見えたんですけど……」

　ケンカでもしたんですか？　と続けたかったが、初対面で踏み込んだ質問は失礼かも、と思い直して微妙に言葉を濁にごした。

「ひよりって？」

　ルージュが、きょとんとした顔になった。

「えっと、さっき〝トリプル〟とか呼んでませんでした？」

「ああ、そういえば。トリプルはそんな名前でした。そうでした。はい、仲はよくありません。仲は、よく、ありません。強調したい事実なので、繰り返しました」

　悠斗は、ぽわぽわとした瞳の奥にある強い感情を前に、「そう、なんですか？」と気け圧おされ気ぎ味みの言葉をもらすことしかできない。

「理由は明らかです。トリプルの、クリーナーとしての姿勢にあります。彼女は、霊たちをむやみやたらに消滅させようとします。まるで、食いしん坊で躾しつけのなってない獣のように、霊と視みるや否や飛びかかるのですから、始末に負えません。始末に、終えません。心の底から呆あきれていますので、繰り返しました」

「ルージュさんも、クリーナーなんですか？」

　あまり深くは考えず、悠斗は会話の流れにのってたずねた。と、ルージュの大きな瞳がわずかにブレた……、ような気がした。

「ルージュさん？」

「うちは……………ミューテストです」

「ぇ……？」

「亜あ夢むさんと同属……つまり、ヴァルゴですから、クリーナーたちに追われる心配はありません。指導官としての役目も、きちんと果たせますので、安心なさってください」

「いや、そんなことは、気にしてませんから……」

　亜夢もそうだが、突然変異霊ミユーテストの外見は人間と区別がつかない。

　ただの突然変異霊ならば、普通の霊と同じく時が経たてば現世の穢けがれを吸収し、徐々に悪霊へ近づいていく。そして、スペードのような怪物モンスターになり果ててしまう。だが、上位精霊ヴアルゴは穢れの影響をうけず、清らかなままでいられるという。

　悠斗は、言葉を選びつつ話を続けた。

「同じ職場にルージュさんがいてくれたら、亜夢も気持ちが楽に……」

「うちは、霊部省の職員ではありません。立場的にはフリーです。今回は特別、霊対の部長に頼んで指導官の役をいただいただけです」

「そうなんですか？　もしかしたら、きのう部長と話し合って決めたんですか？」

「どど、どうしてそのことを知っているのですか？」

「知ってるっていうか……オレ、ルージュさんが待合室に入ってきたとき、近くにいましたから。部長さんとの話を、ちょっと聞いただけです」

「近くにいた？　あのとき周りにいたのは、受付のメガネっ娘こと、もうひとり……あっ、悠ゆう斗とさんと似たような背せ格かつ好こうの方がいらっしゃいました！　というか同一人物!?」

　いまになって、ようやく思い出してくれたようだ。

　悠斗は、授業時間中の廊下に響くルージュの声に内心で苦笑いを浮かべながら、彼女との会話を続けた。

「細かい経緯はわかりませんが、とにかくルージュさんに亜あ夢むの指導官をしてもらえることになってよかったです。やっぱり、共感できる部分が違うと思いますから」

「はい。うちもそう思います。亜夢さんの立場に共感しつつ、適切な指導を心がけていくつもりです。ですから、このような格好をしてきました」

　ルージュが、盛りあがった軍服の胸をポンと叩たたいた。するとまた軍帽がズレたため、慌ててかぶり直している。

「その服、なにか意味があるんですか？」

「もちろんです。指導官とはつまり、教官のことでしょう？　教官ならば、強いイメージをもった軍服が望ましい、という理路整然とした思考の流れに沿って、この服をチョイスしました」

「そ、そうですか？　軍服って、どこに売ってんですか？」

「霊れい験げん局きよくの総務課に頼んでつくってもらいました。うちは、そのときどきに相応ふさわしい服装をすることがマナーだと考えていますので」

「マナー、ですか？」

「はい。それに、自分自身の気持ちを高める意味合いもあります。状況に応じた服を身につけることで、〝よし、指導するぞ！〟　っていう想おもいもいっしょに身につけるのです。でも、今回は大急ぎでつくってもらいましたので、細部のデザインが手抜きになっています。ちょっと嫌な気分です。ちょっと、嫌な、気分です。不満は溜ため込こまずに吐き出すべきだと考えていますので、繰り返しました」

「服装にこだわりがあるんですね」

「だれしも、なんらかのこだわりをもっているのではありませんか？」

「確かに」

　そのこだわりが強いからこそ、ひよりとルージュが衝突して……、なんてことを考えはしても、口には出さない。

　昇降口を目指し、ふたりならんで歩き続けた。そして、階段を下りる途中の踊り場でルージュが前へぽんと飛び出し、くるりと振り返って悠ゆう斗との歩みをとめた。

　なに？

　くるっと反転したことで、ふわっと跳ねた水色のロングウェーブヘアが、再びルージュの背で大人しくなる。ズレた軍帽を直しながら、

「先ほどから気になっていたのですが……敬語はよしてください。フランクにいきましょう。うちは、亜あ夢むさんと仲よくなりたいのです。ということは、彼女のお兄さんとも仲よくなったほうがいいということになります。いかがでしょうか？」

　ぽわぽわの明るい笑顔で言われれば、なにも考えずに「ＯＫです」とこたえたくなる。なってしまうけど……、ルージュは、上位精霊ヴアルゴだ。しかも、突然変異霊ミユーテストとして未熟な亜夢を指導するような立場の。

　これはつまり、霊になってからの経験が豊富であることを意味していて……。一見すれば同い年に見えるけど、ほぼ間違いなく年上で……。

「ルージュさんも、敬語つかってますよね？」

「うちは、これが地です。敬語をつかっているつもりなどありません。ですから、悠斗さんも……お願いしますね」

「亜夢を指導してくれる人に、タメ口なんて……ちょっと……」

「うちは、一七のときに命を失ってから、今年で五六年目を迎えます。つまり五五年間の霊経験をもっているということです。でも、生前の記憶がありませんから、人間だった頃の思い出がないのです。なので、悠斗さんや亜夢さんと〝お友だち〟としてつき合うことで、たとえ生身ではなくても、学まなび舎やでの生活というものを経験してみたいのです」

　五五年前といったら、霊れい障しよう対たい策さく部ぶの部長、九く九く狼ろうのカツラと入れ歯が霊獣化した時期と同じだな……、なんてことを頭の片隅で考えながら、悠斗は質問を口にした。

「オレたちといっしょに学校へ通うということですか？」

「はい。そのためには、敬語が邪魔になります。友人関係は、同等関係でなければなりませんから」

「そうですか……うん、そうだよな。わかった。これからよろしく」

　悠斗は、思いきって右手を差し出した。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　ルージュが、きゅっと手を握ってくれる。左手もふわりと添えてくれた。

　だれもいない階段の踊り場で、ふたり、しっかりと握手を交わした。




　昇降口から出たあと、悠斗はルージュを連れて校舎裏へむかった。裏手の雑木林を抜けたほうが、中等部への近道だからだ。舗装された道を通れば六、七分の距離だが、林を通れば五分もかからない。

　上履きから靴にはきかえたとき、ルージュがパンプスのまま校舎内に入ってきていたことに気づいたが、悠ゆう斗とはなにも言わなかった。

　いかにも彼女らしいと思っただけだ。どこかヌけたところがあるけど、なんだか憎めない。

　悠斗は、ルージュとならんで雑木林に入った。冬場に踏み固められた落ち葉がほとんど土と同化しているため、踏み心地がもこもこしている。

　多くの生徒たちが行いき来きしたことによってできた細い道を、悠斗は急がずに進んだ。

　もともと人が往来することを目的につくられた道ではないため、ときどき木の枝を避よけながら進まなければならない。

　悠斗は、ルージュの胸の高さに突き出ていた太い枝を指差し、

「そこ、気を……」

　つけて、と注意を促そう……、

「つぇぅ？　おぉ!?」

　声が裏返った。

　目を見開いた。

　全身が痺しびれた。

　太い枝を、ルージュが身をかわすことなくするりとすり抜けたから……。

「ちょ……」

　なにが起こった？

　悠斗は立ちどまり、思わず凝視みた。

　目が吸い寄せられ、離すことができなかった。

　ルージュのスレンダーなからだが、苦もなく枝をすり抜けたのはいい。突然変異霊ミユーテストだから、そのくらいの芸当はできるだろう。けど……。

　軍服のジャケットが、枝に引っかかったまま置き去りにされているのは、なぜだ？

　シャツや下着も、いっしょに……。

　だから、いまの彼女は上半身が、裸で。透明な肌が、木漏れ日を弾はじいていて。

　数歩先で立ちどまったルージュが、突然の衝撃で足をとめていた悠斗にむき直った。

「うちは、物質を素通りすることができるのです。そのうち、亜あ夢むさんも同じことができるようになるでしょう。もちろん、それなりの訓練が必要ですが」

　自慢げに胸を張るから、張りのあるかたちのいい胸が、ぷるるんと挑発的にゆれた。

　悠斗は、半裸の彼女を正面にして、グビビッと唾を呑のみ込こむことしかできない。

　ルージュがそこでようやく、枝に引っかかったままの忘れ物に目を留とめた。

「ん？」

　きょとんとした顔。二秒後、自らの艶つやと張りと色気がありすぎる胸もとにそろそろ～っと目を落とし、

「きゃぁああああああああああああああああっ！　大至急、回れ右をしてくださいっ！」

　悲鳴をあげながら両手で胸を隠し、その場に座り込んだ。

　悠ゆう斗とは横よこ面つらを張り飛ばされたような心地で、素早く彼女に背をむけた。

　すぐに、背後から衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。

「いぃ、いつも身につけている服は、特別な霊い糸とで織られたもので……ここ、この軍服は、大急ぎでつくってもらいましたから、ふ、普通の生地で……で、ですから、霊的な物質に、へ、変換することを、わ、わわ、忘れてましたぁぁ」

　どこか泣きそうな声だ。

　いつもは、意識しなくても物質の素通りを簡単にできる特別な衣服を身につけている。しかし今回は違っていた。だから、素通りするためには、意識して霊的な物質へ変換する必要があったのだが、それをついつい忘れていた。

　そのため、自分の本体だけが邪魔な枝を素通りしてしまい、軍服やシャツや下着を引っかけてしまった、ということなのだろう。

　悠斗は、なんとこたえていいのかわからなかったため、とにかく無言でいた。

　背に、ルージュが動く気配が伝わってくる。












　きっと、大きな水色の瞳に涙を溜ため、あたふたと服を着ているのだろう。

　彼女の半裸が、目に焼きついて……。

「み、見ました、よね？」

　ルージュの声に、うなじをガチッとつかまれたような気がした。

「見た、というか、見せられた、というか……」

　自分は、なにも悪いことはしていない……、はず。凝視したのは、よくないと思うけど、突然のことに視線が硬直してしまったから……。言い訳にしかならないけど……。

「とにかく、う、うちの胸や、おお、お腹なかや、おへそを、視界に捉とらえた、ということは認めますね？」

「ぅ、その、認めるとか、認めないとか、そういう次元の話じゃ、ない気が……」

「このことを口外したら、うちは、うちは……」

「オレ、言いふらしたり、なんて、そんなことは、絶対に……」

「悠ゆう斗とさんが口外したら、うちは、霊れい却きやく炉ろにこの身を投じて、消滅の道を選びます。運よく転生できれば、また生身の人生を歩むことができるかも、しれませんから……」

「いやいやいや、そこまでやる必要なんて……」

　もうそろそろ服を身につけている頃合いだろう、と悠斗はルージュにむき直った。が、

「!?」

「ぁきゃ!?　なな、なに見てますかっ!?」

「ごご、ごめんっ！」

　再び、全速力で回れ右っ！

　ルージュは、まだブラしか着けていなかった。

　服を着るのが遅すぎだっ！　と文句を言うわけにはいかない。ちゃんと服を着終えたかどうかを確認せずに振り返ったのは、自分の落ち度なのだから。

　悠斗は、ルージュに背をむけたまま下唇を噛かみしめた。

　また、目に焼きついてしまった。

　芸術的なデザインだった。

　ふんだんにレースがつかわれていた。

　あげて寄せることを執しつ拗ようなまでに追求したデザインだった。

　そして、黒だった。

　さらには、大きなふたつのふくらみを覆おおった黒い布地には、それぞれドクロマークがプリントされていた。

　軍帽とお揃そろい。見えない部分にも手を抜かない、という姿勢には感心するけど……。彼女がまとうぽやぽやとした雰囲気には、やはりミスマッチだ。

　とにもかくにも、ドキドキがとまらない。

「こ、口外したら、呪じゆ殺さつしますから」

　ルージュの押し殺した声が、悠ゆう斗との背に突き刺さってきた。

　言ってることが、さっきと変わってないか？

　それでも、「霊れい却きやく炉ろに投身」とか、「消滅」とか「転生」から意識を引き離せただけでもヨシとしておこう。

　ちょっと怖いけど。




　ルージュが、ボタンをかけ間違うことなくジャケットを身につけたのを確認したあと、悠斗は気をとり直して歩き出した。

　雑木林から来客用の駐車場に入り、そこから中等部の校舎を右手に見る道へ出ようとしたところで、悲劇は繰り返された。

　ルージュが、駐車場横に設置された上部が曲線を描いたＡ字形の車止めをすり抜けようとして、今度はタイトスカートを落としたのだ。もちろんパンストや、その下で息をひそめていたパンツも。パンプスまで。

　下半身露出!?

　悠斗は、アゴがハズレそうなほど大きく口を開けた。

　叫びは……、出てこない。いや、出せなかった。代わりに、

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　ルージュが、中等部全域に響き渡りそうなほどの悲鳴をあげながら、両膝を抱えるようにして座り込んだ。

　回れ右！　と言われるまでもなく、悠斗は弾はじかれたように後ろをむいた。

　学習能力がないのか？　ほんの数分前に上着を木の枝に引っかけたばかりなのに……。と思いはしても口には出さない。ここはそっとしておいてあげるべきだ。

　悠斗は、ルージュに背をむけたまま目を閉じた。

　暗い世界に、彼女の白い生足が浮かびあがる。

　軍服のジャケット……、その下……。なめらかな腰の線。細くて、張りのある、すべやかなふともも。

　頭を振って、その記憶を振り払おうとした。

「……………」

　振り払えるはずがない。

「こ、この秘密を、墓までもっていくと誓ってください。さもないと……」

「も、もちろん、だれにも言わないよ」

「だれかに………たとえ妹の亜あ夢むさんにも、言わないでください。もしも、気を抜いて、それが寝言であっても、もらすようなことがあれば、呪殺より、もっともっと怖おそろしい責め苦を味わわせて、悠ゆう斗とさんの人生を汚お泥でい色に塗り潰つぶしてさしあげますから」

　怖い声が、後ろから悠斗の首をしめつけてくる。

「オ、オレたち、友だちだよな？」

「そのあたりの関係は、ケース・バイ・ケースで柔軟に対応します。青春時代は、状況がめまぐるしく移ろいゆくものなのです。青春時代は、状況が、めまぐるしく、移ろいゆく、ものなのです。悠斗さんの記憶に刻みつけたいことなので、繰り返しました」

　そのときどきの状況に応じて、やりたいようにやる、ということ？

「それって、好き放題にやるってことなんじゃ……」

「それは違います。決して好き勝手に振る舞うという意味ではありません。臨機応変に動くということです。うちは、〝こうでなければならない〟という考えを極力避けるように努めています。自らの行動を型にはめてしまえば、視野が狭くなってしまいますから」

「なるほど、ね。だから、友だち関係も柔軟に、ということ？」

「もちろん、〝関係を深めていく〟ということが前提にあってこそです。ベタベタしたり、いつも助けてあげるばかりが友だちではありません。ときには厳しく、悪いところは指摘してあげることも大切なのではないでしょうか？」

「うん。確かに。でも……」

　オレ、悪くないよね？　と言おうとして、悠斗は言葉を呑のみ込こんだ。

　ルージュの半裸を上下それぞれ見た、という事実は消えない。

　見られた、というルージュの精神的な傷も消えない。

　だから、ここは黙っておくことにした。が、

「〝でも〟のあとが気になります。なにを言おうとなさったのですか？　反論なら、いくらでもどうぞ」

　後ろから、ルージュの不機嫌そうな声が聞こえてきた。

「いや、反論とか、ないから……」

「悠斗さんの声に、微かすかな反感があります。反論がないとは言わせませんよ。本当の友達なら、相手の目を見てハッキリと議論できるはずです」

「目を見ろって言われりゃ、いくらでも……」

　悠斗は、ルージュの声に肩を引かれるようにして振り返り、目撃して、「ぅ!?」と息を呑んだ。体中に電気が流れる。

「ぁきゃ!?　なな、なに見てますかっ!?」

「ごご、ごめんっ！」

　全力で回れ右っ！

　ルージュはいまだ、パンツしかはいていなかった。服を着るのが、信じられないほど遅すぎる。

　黒。また黒だ。とにかく黒だった。しかも、軍帽やブラと同じ、ドクロマークのプリント入り。

　上下お揃そろいかっ!?　なんてツッコミはもちろんしない。

「も、ももぉ、もしも、こ、このことを口外したら……」

　数分ほど、「呪じゆ殺さつ」とか「滅殺」とか「細こま切れ」とか「荒海に沈める」とか「森の栄養にする」とか「墓の下へ無料送迎する」とか「就寝中ずっと、枕もとで呪言を囁ささやき続ける」などと脅され続けた。

　頼むから、やめてくれ。




　中等部校舎の正面玄関で来客用のスリッパを借り、もちろんルージュにもパンプスをはき替えてもらい、校舎内に入った。

　そして、亜あ夢むのいる三年一組の教室前までルージュを連れていった。

　悠ゆう斗との役目はここまでだ。

　何事もなかったなら、教室を出たあと五分くらいでこの場所に到着してたはずだったのに……、結局二〇分ほどかかってしまった。中等部の授業は、高等部より五分短いため、あと一〇分ほどで一限目の授業が終了する。

　これからルージュが教室に入っていけば、終了のチャイムを待つことなく、ほぼ確実に授業が終わる。

　休み時間になるまで待つか？

　ふと、そんな考えが頭をよぎった。

　ドアの窓から教室の中を覗のぞく。と、すぐに亜夢の姿を見つけることができた。最前列。教卓の目の前に座っている。真面目まじめにノートをとっている姿は、とても妹らしい。

　窓のむこうから、

「あと一〇分で授業終了だ。ということは、一〇分以内にこの問題を解かなければならないということだぞ。きょうの授業をしっかりと聞いてれば、五分もかからないはずだ。でもな、引っかけに気づかなかったら一〇分じゃ終わらないから……っとと、一いちノの瀬せ、もう解いたのか？　さすがだな。こたえは………よし、正解」

　教師の声が聞こえてきた。どうやら数学の授業が行われているようで、なんらかの問題を亜夢があっさりと解いてしまったらしい。

　悠斗の胸に誇らしさがひろがっていく。

　妹がペンを置いたタイミングで入っていけば、邪魔にはならないかも……、でも他の子たちはまだがんばってるし……、やっぱり休み時間まで待ってから……。

　迷っている悠斗にかまわず、ルージュがいきなりドアをノックした。

　コンコン。

　窓から見えていた生徒たちが、いっせいにドアのほうへ顔をむけた。悠ゆう斗とに目を留とめた亜あ夢むが、唇を半開きにして驚いている。

　ガラガラッ、とドアを開け、「失礼します」とルージュが教室の中へ入っていく。

　どういうわけか、悠斗の左手首をつかんだまま。

「お、おい？」

「悠斗さんもきてください。悠斗さんも、きて、ください。是が非でも了承してもらいたいことなので、繰り返しました」

　否いや応おうもなく、教室内に引きずり込まれた。

　若い男性教師が、突然入ってきた軍服少女と高等部の生徒を前に身を強こわ張ばらせている。

「ぴっ!?　お兄ちゃん、どうしたの？」

　亜夢が口を開いたため、急速にふくらみ続けていた室内の緊張感が、ぷしゅ[image: ][image: ][image: ]っと一気に萎しぼんでしまった……、ように感じた。

　生徒会長である妹の口から、『お兄ちゃん』という言葉が発せられたため、教師とクラスメートたちはみな、悠斗とルージュのことを少なくとも〝危険な侵入者〟ではないと見てくれたようだ。

　亜夢が、〝その女ひ性とはだれ？　〟といった表情で、悠斗からルージュへ視線を移した。

「お前たちは……」

「少しだけお時間をください」

　なにか言おうと口を開きかけた教師を、ルージュがやわらかく制した。そうしながら、教卓の横に立つ。悠斗の手首は、つかんだまま放さない。

　先ほどの『お兄ちゃん』で、亜夢のことを目的の少女だと認識したのだろう。ルージュが、ぽやっとした微笑ほほえみをすぐ目の前に座っている妹へむけた。

　亜夢が、こたえを求めるような、助けを求めるような、兄の存在そのものを求めるような、そんな目を悠斗にむけてくる。

　中学生たちの視線に居心地の悪さを感じながら、悠斗はルージュの耳もとにそれとなく口を近づけ、ささやいた。

「あのさ、オレがここにいても、なんの意味もないと思うけど」

「うちは、亜夢さんとお友だちになりたいと考えています」

　ルージュも小声だ。が、すぐそばに座っている亜夢には、ほとんど聞こえているだろう。

「亜夢はいい子だから、すぐに仲よくなれるって。オレが保証する」

「人間関係の形成に時間が必要不可欠であることは、もちろん承知しています。でも、できるだけ短縮したいのです。そのために悠斗さんのお力を貸してください」

「オレの力って……」

　ルージュが、悠斗にウインクを飛ばしてきた。

　と、亜あ夢むがムッとした顔になる。

　その女ひ性とはだれなの？　ウインクの理由は？　授業中なのに、どうしていっしょにいるの？　といった疑問が、妹の脳内で乱舞しているであろうことは、兄である悠ゆう斗とにはよくわかった。

　ルージュが、生徒たちにぽやぽやっとした瞳をむけたまま、大きく息を吸って……、吐く。そうやって、ドクロなブラに包まれた豊かな胸を大きく上下させたあと、

「うちは、この一いちノの瀬せ悠斗さんとだれにも言えない秘密を共有しています」

　透き通った声で、言い放った。

「ちょっ!?」

　教室内に投じられたルージュの爆弾はつげんによって、ザワザワザワッと中学生たちの間に驚きとも恐怖ともとれる波紋がひろがった。数学教師も、口をあんぐりと開けている。

「これはつまり、うち、ルージュと亜夢さんのお兄様である悠斗さんは、〝親友以上の関係〟、厳密には、〝言葉にすることが困難なほど深い関係〟だということです」

　ちょっと待てぇ──────────────────────────────っ!!

　亜夢が、両手で口を押さえた。

　間を置くことなく涙を溜ためはじめた妹の瞳が、問いかけてくる。

『お兄ちゃん、〝言葉にすることが困難なほど深い関係〟って、どんな関係なの？』と。

　上下それぞれの半裸を凝視したこと。

　ドクロマークつきの下着を、上下それぞれ目撃したこと。

　この件は口外しない、と約束した。だから、亜夢にも言えない。

　ごめん。

　妹の薄い肩が、ぷるぷると震えはじめた。

　そんな亜夢の気持ちに気づくことなく、ルージュが言葉を続ける。

「うちはこれから、お兄様である悠斗さんと同じように、亜夢さんとも仲よくなりたいと思っています。もちろん、クラスのみなさんともお友だちになりたいので、よろしくお願いしますね」

　ペコッと頭を下げた。

　水色のロングウェーブヘアが、はらはらと突き出た胸の前に落ちる。

　シ──────────ンと静まり返った教室内の空気は、とんでもなく重かった。気を抜くと押し潰つぶされてしまいそうだ。

　悠斗は、少々引きつった笑みを亜夢にむけた。

　涙を浮かべた妹の瞳は、混乱と、疑問と、怒りで、冷たく光っている。

　さて、どう説明すれば……。





第三章　秘密でナイショな空白時間




　放課後を迎えた。

　悠ゆう斗とは、ひよりとすずめに挟まれるようにして、亜あ夢むとの待ち合わせ場所へむかった。

　校門のそばに建つ校訓が刻まれた石碑の前に、妹が立っている。いつものように。

　しかし、いつもと違うところがひとつ。

　亜夢の隣に、いつの間にか軍服から中等部の制服に着替えたルージュが、下校する生徒たちの注目を浴びまくりながら立っている、という点だ。

　中等部は、高等部より三〇分ほど早く放課後を迎えるため、亜夢は毎日、図書館で本を読んだり宿題をしたりしてその時差を埋めているという。

　でもきょうは、ルージュとの会話につかったはず。

　悠斗は、心の中で願った。

　亜夢だけには、ルージュの口から秘密を伝えてほしい。そうしないと、妹からずっと低温の怒りを浴び続けることになるから。

　悠斗は、「お待たせ」と亜夢に片手をあげた。

　隣に立つひよりが、ルージュに刺とげ々とげしい視線をむけている。

　すずめは、「仲よくしなさいよ」と言っているだけで、あとは知らん顔だ。本気でひよりとルージュが仲よくできるとは思っていないのだろう。

　亜夢が、ちょこちょこと悠斗に近づいてきた。そのまま、兄妹きようだいで歩調を合わせて校門を抜ける。

　そこから三〇秒も進むことなく、

「ルージュさんが言ってた、だれにも言えない秘密って、どんな秘密？」

　妹が、ドのつくストレートな質問をぶつけてきた。愛らしい笑顔で。

　だが、常に兄への愛情をたっぷりと含んでいるはずの声音が、微妙に低い。水気たっぷりのプチトマトを連想させる唇も、どこか強こわ張ばっているように見える。

「ひ、秘密って……」

　悠斗は、亜夢の影を踏むようにすぐ後ろを歩いているルージュへ、チラッと目を投げた。

　呪じゆ殺さつ……、ですからね？

　ぽやぽやっとした彼女の瞳は、間違いなくそう言っている。

　ひよりとすずめが、〝秘密って？　〟といった顔で兄妹の会話を聞いている。

「ハハ、じゅ、重要な秘密なんだ」

「重要ってことは、家族にも教えちゃダメってことなの？　あたしにもナイショ？」

　亜夢が、質問を重ねてきた。妹らしくないしつこさだ。

　ルージュの険悪な視線を感じながら、悠斗は無理やり頬ほおの肉をつりあげた。とにかく、笑顔をつくる。

「霊対で働くからには、秘密を守らないといけないんだ」

「よくわかんない」

「秘密だからな。わからないのが当然だ」

「なんだか、怪しい」

「ひ、秘密だから、怪しく見えることもあるさ」

　亜あ夢むの目が、ゆっくりと細くなる。

　素直な妹らしからぬ目だ。

　なにをどう怪しんでいるのか、そのへんのところがよくわからないのだが……、うけとめ続けていると低い温度で炙あぶられているかのような心地になってくる。低温火傷やけどしそう。

　兄妹きようだいの会話に落ちたわずかな沈黙に、ひよりの声がすべり込んできた。

「悠ゆう斗とに質問するが、中等部へむかうとき、裏手の小こ径みちをつかったな？」

　質問というより、確認するような訊きき方だった。

　普通、わざわざ遠回りはしない。連れん理り学がく院いんの生徒なら、高等部と中等部をゆききする際には、当たり前のように校舎裏の雑木林を通る。

　悠斗は、後ろを歩いていたひよりへ、肩越しに「もちろん」と返した。どうしてそんな質問をするんだ？　という疑問を覚えながら……。












「亜あ夢むくんにもたずねるが、きょう、悠ゆう斗ととサイレンがキミの教室に入った時間を覚えてるか？」

　ひよりが、亜夢にも質問を放った。

　どうして時間なんだ？

　ルージュとすずめも、〝どうして時間？　〟といった表情になっている。

　素直な亜夢が、下唇に人差し指の先を当て、

「え～っとぉ、先生が、〝あと一〇分で授業終了〟って言ってたのを覚えてますから……九時五分くらいだったと思います」

　見事な記憶力を披露した。

「ふむ、なるほどな」

　ひよりが、細いアゴに右拳を軽く押し当てた。

「ねぇ、なにが〝なるほど〟なのよ？」

　すずめが、言葉の続きを催促する。

　ルージュは、なにかを探るような視線をひよりにむけたまま、口を開かない。

　亜夢も、「？」とわずかに首を傾けたまま、ひよりの言葉を待っている。

　数秒後、アゴ先から拳を離したひよりが、この場の全員をざっと見回した。

「悠斗とサイレンが連れ立って教室を出たのが、八時四五分前だった。そして、亜夢くんの教室へ入ったのが、九時五分、ということなら……」

「あっ」

　亜夢が、わずかに口を開けた。

「ふ～ん、そういうことね」

　すずめが、ちょんと肩をすくめる。

　悠斗は、内心で顔をしかめた。

　ルージュだけが、〝意味がわかりません〟といった顔だ。

　ひよりが言葉を続けた。

「裏手の小こ径みちを通れば、中等部までは五分もかからない。それなのに、二〇分以上も時間をかけたのはなぜだ？　空白時間は、一五分ちょっと………この間に、なにがあった？」

　なにがあった？　とひよりが、視線だけで悠斗を問いつめてくる。

　なにがあったの？　と亜夢の瞳も問いかけてくる。

　すずめが赤いショートヘアをフリフリさせながら首を振り、ルージュが水色の瞳と赤い唇を強こわ張ばらせているのを横目に、悠斗は歩き続けた。

　なぜって……。

　ルージュの半裸や下着を目撃したことでバタバタしてたから。

　ついでに、彼女はゆっくりマイペースで服を着るタイプで。

　ルージュの視線が、とても痛い。

　ひよりが、ルージュをにらみつけた。

「だいたい、サイレンが亜あ夢むくんの指導官を引きうけたということが信じられない。霊部省に協力したことなんて、ほとんどないのに。どちらかといえば、邪魔をしてきた数のほうが多いはずだ。ったく、部長はどうして了承したんだ。なにか裏があるんじゃないか？」

　ルージュも負けてない。

「悠ゆう斗とさんは、うちとの間にある秘密を決して口外しないと約束してくださいました。うちは、悠斗さんを信じてます。それから、うちが亜夢さんの指導官を引きうけた理由を、トリプルに説明する義務はありません」

「学習能力がないのか？　わたしは、トリプルではない。桜さくらヶが丘おかひよりだ」

　確かに、ルージュの学習能力は高くない、と言わざるをえない。軍服のジャケットを落としたあと、すぐにタイトスカートも落としてたし……、と考えている悠斗の近くで、ひよりとルージュがピリピリとした空気を振りまいている。

「じゃあ、言わせてもらいます。うちも、サイレンという名ではありません。それはあくまでも、周りが勝手につけた異い名みようです」

「水を操る女性、という意味で［水乙女］なのだから、悪い呼び名ではないだろう。だが、［炎災］は明らかにわたしを見下したふたつ名だ」

「見下していますから、当然です。見下して、いますから、当然、です。トリプルに自覚が足りないようなので、繰り返しました」

「そんなに斬きられたいのか？」

「トリプルこそ、陸で溺おぼれたいのですか？」

　亜夢が、怖がるような、泣くのを我慢しているような、そんな顔でひよりとルージュを見あげている。

　すずめは、やれやれといった感じで晴れた空を眺めている。

　悠斗は、内心でため息をつきつつ、口こう撃げきの応酬を繰り返すひよりたちの様子を窺うかがった。

　さて、どのタイミングでとめに入ろう。




　それはいきなりだった。

　ひよりが、白いふとももをチラ見せしつつ【徒桜あだざくら】をスカートの下から引き抜いた。

　すずめが、袖そで口ぐちからジャキ──ンと【鵺ぬえ震なり】を出した。

　ルージュが、突き出た胸の前に両手をあげ、一〇指から水滴をしたたらせはじめた。

　三みつ巴どもえのケンカか!?　どうしてすずめまで？

「おい、ちょっとやめ……」

　悠斗は反射的に、ひよりとルージュの間に踏み込んだ。

　だが、彼女たちの動きのほうが、ずっと速かった。

　シャッ、と空気を裂くような音が、耳をかすめた。

　黒のロングヘアが、道をすべるように移動した。

　赤のショートヘアが、地を這はうように疾しつ走そうした。

　水色のウェーブヘアが、重力に逆らって飛んだ。

「きゃっ!?」

　亜あ夢むが、短い悲鳴をあげた。

　ひよりとすずめが、道の先、同じ方向へ走っていく。ルージュは左手に建った商業ビルの壁をすり抜け、瞬またたく間まに姿を消した。中等部の制服を落とすことなく。

　なんだ!?

　ひよりとすずめが、跳ねるように左の脇道へ飛び込んでいく。速い。

　悠ゆう斗とは、亜夢と顔を見合わせた直後、彼女たちを追って走り出した。

　妹も、パタパタとついてくる。




　脇道へ入ってすぐ、悠斗は足をとめた。

　タキシードを着た突然変異霊ミユーテストの姿が、目に飛び込んできたからだ。

　一九〇以上はあろうかという長身で、肩幅もひろい。ジャケットを着ていても大胸筋が発達しているのがよくわかるが、背が高いため細身に見える。

　金色の癖毛。濁にごった肌。赤い双そう眸ぼう。そのすべてに悠斗は汚けがらわしさを感じた。

　悪あしき突然変異霊、スペードである。

　つい先日、ヤツのせいで亜夢が魔神デイモンとなり、大変な目に遭った。妹が【不死鳥フエニツクス】と同種の能力をもっていたため、どうにか事なきを得たのだが……。

　あのときの悔しさや腹立たしさは、忘れていない。

「スペード、か」

　悠斗は、とっさに亜夢を背にかばって身構えた。が、スペードは襲いかかってこない。これるはずもない。

　薄汚い突然変異霊はいま、左手首に鞭むちの先を巻きつけられている。鞭を手にしているのはすずめだ。

　彼女の霊具【鵺ぬえ震なり】は、そのときどきの状況に応じて形状を変えられると聞いている。だから、スペードを捕らえるため、警棒から鞭に変化させたのだろう。

　鞭の長さ以上に距離をとることができないスペードのからだを、ルージュの水弾が容赦なく打ち続けている。彼女が右手から放ち続けている水の礫つぶては、タキシードどころかその下にある霊体そのものを削ったあと、飛沫しぶきとなって道路に降り注いでいる。

　スペードの横よこ面つらに爆風パンチを……、と拳を固めた悠斗の思いを代弁するかのように、火片をまとったひよりが水弾に沿って走った。

　彼女が………、飛翔とぶ。

　炎の刀身をもつ【徒桜あだざくら】が、悠ゆう斗との視界にひと筋の線を刻んだ。

　肩から切り落とされたスペードの左腕が、鞭むちに引っ張られるようにして宙を舞う。

　間を置くことなく、腕が霧む散さんした。

　左腕を失ったスペードは、それでもニィィ、と下げ卑びた笑みを浮かべてた。

　ほぉら、これで自由になったよ、と赤い目がほくそ笑んでいる。

「ちょ、バ、バカニョロりっ！　腕切ったら……」

　すずめの叫びを吹き消すように、

「逃がしませんっ！」

　ルージュが、水弾の威力を跳ねあげた。そのため、水の壁をつくってしまい、スペードの姿が見えなくなる。

「サイレン、よせっ！　そんなことをしたら……」

　ひよりが、最後まで言いきることなく、肩を落とした。

　三秒もしないうちに、ルージュが水弾をとめて腕を下ろした。

　狭い脇道は、超大型台風が通りすぎたあとよりもひどい有様になっていた。

　大量の水が道路の泥やゴミを押し流しながら、排水溝へゴボゴボと流れ込んでいく。違法駐車していた何台かの車は、ボンネットやフロントガラスがグチャグチャだ。アスファルトは穴だらけとなり、街灯の支柱も折れ曲がっている。

　人の姿がなくてよかった、とつくづく思う。

　スペードの姿も、なかったけど……。

「逃げられたな」

　ひよりが、悔しそうにつぶやいた。

「わたしがせっかく捕まえたのに、ニョロりが腕切ったりするからでしょ。もっと違うとこ斬きりなさいよね」

　鞭を警棒状に戻したすずめが、それを手品のように手の中で消した。本気で責める気はないのだろう、声に怒りはない。

　ひよりが、わずかに顔をしかめた。

「スペードが、わたしに腕を斬らせるような避よけ方をしたんだ。あのままだと手首を切り落としていたはずだが、とっさに〝徒桜〟の軌道を変えて肩から先を切り落としてやった。刀は生き物だ。敵と対たい峙じした際には、いつも最良の動線を求めて動こうとする。だから、まぁ、自慢ではないが、刀身の動きを途中で変えるのは至し難なんの業わざなんだからな？　腕や腰にかなりの負担がかかる上に、関節にも大きな負荷が……」

「言い訳は見苦しいですよ？」

　ルージュが、ボソッとつぶやいた。

「なっ!?　聞いてなかったのか？　わたしは〝自慢ではないが〟と前置きしたぞ。だから、百歩譲って〝自慢するな〟と言われるならわかるが、〝言い訳〟だととられるのは心外だ」

「言い訳にしか聞こえませんでしたけど？」

「何度も言わせるな。わたしは自慢していたのであって、決して言い訳などしていない。だいたい、サイレンが慌てて大おお雑ざつ把ぱな攻撃をしなければ……」

「言い訳の次は、責任転嫁ですか？」

「責任転嫁ではなく、客観的に事実を捉とらえ、それをそのまま言葉にしただけだ。そして、わたしは、断じて言い訳などしていない」

　ひよりとルージュが、再びにらみ合いをはじめた。

　亜あ夢むが、困ったようにふたりを見ている。

　すずめは、「処理班に連絡しなきゃね」と周囲を見回しならがつぶやいている。ふたりの言い合いには興味がないようだ。

　悠ゆう斗とは、そっと息を吐き出した。

　やれやれだ。




　ルージュは、『ハピネスハイツ』までついてきた。

「言っておくが、このマンションは満室だからな。さらにつけ加えておくと、わたしとすずめの部屋は荷物でいっぱいだ。新たな同居人が入り込む余地はない、と思ってほしい」

　拒きよ邪じや結界に守られた『ハピネスハイツ』の敷地内に入るなり、ひよりが先手を打った。

　対してルージュは、

「ご心配なく。亜夢さんのところにお邪魔しますから」

　ぽやぽやっと笑みを浮かべたままだ。

　一いちノの瀬せ兄妹きようだいの意見は、聞いてくれないのか？

　悠斗は、ノドもとまで出かかった言葉を懸命に押し込んだ。その前に、聞いておきたいことがある。

「指導官の任務期間って、どのくらいなんだ？」

「亜夢さんが、ヴァルゴとして一人前になるまでです。一いつヶ月げつか、一年か、一〇年か、亜夢さんの成長次第ですね。うちのことなら心配には及びません。生活費は霊部省もちですし、うちはミューテストですから、いくらでも時間に余裕があります」

　全身に脱力感がひろがっていく。

　亜夢が、悠斗を心配そうに見ている。

　すずめが、「大変だけど、ま、がんばってね」と他ひ人と事ごとのように応援してくれる。

　ひよりだけが、汚れたものを見ているような顔だ。

「ちょっと待てサイレン。ゆ、悠ゆう斗とと、いや、亜あ夢むくんと同居するつもりなのか？　しかも、いつ終わるともしれない長い期間？　それは、ちょっとよくないと思うぞ。若い男女が、ひとつ屋根の下に、なんて……」

「若い男女？　亜夢さんは女性ですが？」

「ゆ、悠斗もいるということを忘れるな」

「大丈夫です。悠斗さんとは、同じ部屋でふたりきりになったりしませんから」

「ここはワンルームマンションだ」

「そうなのですか？　部屋がひとつしかない……では、家の中で悠斗さんとふたりきりにならないよう、細心の注意を払いましょう。幸いうちは壁抜けができますので、臨機応変に対応できるはずです」

「そんな問題じゃないだろう！」

「うちは、霊部省からの委任をうけた指導官です。霊対のいち部員であるトリプルに、とやかく言われる筋合いはありません」

「くっ」

　ひよりが、悔しそうに歯は噛がみする。

　ルージュが、勝ち誇ったように、ふんと鼻を鳴らした。

　そんなふたりをよそに、亜夢が悠斗の腕に手を添えた。

「お兄ちゃん、あのね……ルージュさんといっしょに暮らす前に、どうしても訊きいておきたいことがあるの」

「ん？　なんだ？」

「だれにも言えない秘密って、なに？」

「ぁ[image: ][image: ][image: ]、っとぉ」

　下校中、「秘密」に関する話題がうまく消えてくれたと安心していたのに……。

　いつもの妹からは想像もできないしつこさだ。兄とルージュが共有している秘密に、よほど興味があるらしい。

　ルージュとにらみ合っていたひよりが、悠斗に寄り添っている亜夢をピシッと指差した。妹の質問を聞き逃さなかったようだ。

「亜夢くん、秘密を明かさない者は、信用できないと思わないか？　わたしは信用できないと思う。うん、できない。どうしても亜夢くんと同居したいというのなら、隠し事はしないというのが筋だと思うが、どうだろう？」

　ひよりが、ルージュを横目にニヤリと笑った。

　ひよりの視線をうけ、ルージュが逃げるように視線をそらした。

「う、うちは……」

「五分もかからない距離に二〇分以上もつかったということは、およそ一五分、〝なんらかの事件があった〟と見るべきだ。ほぼ間違いなく、それが秘密の正体だろう。正直に吐いたらどうだ？　空白の一五分………なにがあった？」

　容疑者を尋問する刑事のように、ひよりがルージュにググッと顔を近づけた。

「い、言いたく、ありません。たとえミューテストでも、女としての誇りがあります。誇りは、なによりも、守らなければならないものです。で、ですから、言えません」

「む。頑がん迷めいだな。あくまでも秘密を守り通すつもりか？　ならば、亜あ夢むくんの信頼を得ることなど……」

　亜夢が、とうとつに口を開いた。

「あの、その、も、もう、いいです。ルージュさんが言いたくなくて、お兄ちゃんも言えないんだったら、もう無理には訊ききません」

「あ、亜夢くん……？」

　ひよりが、〝なぜ？　〟と驚いた顔を妹へむけている。

　すずめが、「亜夢ちゃんって心がひろいのね。ニョロりと違って……」と呆あきれを吐き出すようにつぶやいた。

　亜夢が、すずめの言葉に微笑ほほえみを返したあと、すぐに悠ゆう斗とを見あげてきた。

「ひとつだけこたえてね。秘密は、お兄ちゃんの立場上、〝言わない〟じゃなくて、〝言えない〟んだよね？」

　悠斗は、頭の中で妹の言葉をならべた。

　秘密は言わない。

　秘密は言えない。

　確かに、「言わない」と自らの意志で気持ちを固めているのではなく、ルージュと約束したし、彼女に恥をかかせたくないから「言えない」ということになるだろう。

「ん～、まぁ、そうなるかな」

「あ、あたし、お兄ちゃんを信じます。だれだって、人には言えない秘密があると思いますし。あたしだって、ミューテストだってこと、学校では秘密にしてますから」

　亜夢が、ひよりたちにむかって明るい笑みを浮かべた。




　ルージュは結局、『ハピネスハイツ』で暮らすことになった。もちろん、悠斗や亜夢と同じ一○三号室で。

　ひよりとすずめも交ざり、いつものように亜夢がつくった夕食をすませたあと、みんなで今後のことについていろいろ話し合った。

　その中で、当然出た話題は、

『ミューテストが人間に戻る方法は？』

　というものだ。

　これに関して、突然変異霊ミユーテスト歴五五年という経験をもったルージュは、「そんな方法はない」とは言わなかった。ただ、

「いまはまだ、知らなくてもいいことです。知識としてもってしまえば、欲求を抑えきれなくなります。知恵を身につけるまで、無知で、そして無む垢くでいたほうが……」

　とこたえを濁にごした。

　話し終えた直後、彼女が一瞬だけつらそうな顔をしたため、悠ゆう斗とは無理にこたえを聞き出そうとはしなかった。

　亜あ夢むも、ひよりも、すずめも、性急にこたえを得ようとはしなかった。だれも、「ルージュが言おうとしないこと」に切り込まなかった。

　亜夢が人間に戻れる方法がある。

　きょうは、その情報を得たということを収穫にすればいい。

　慌てず。

　悠斗は、自らに言い聞かせた。

　急がず。

　確実に、一歩ずつ。

　焦らず。

　やると決めたからには、やるだけだ。




　ひよりとすずめが一○二号室へ戻ったあと、座椅子とテーブルを片づけ、悠斗と亜夢の布団を敷き、その間に仕切りを立てて就寝準備をほぼ終えたときだった。

　ピンポ～ンとチャイムが鳴った。

　悠斗は、枕もとの目覚まし時計に目をやった。二二時を回っている。

　仕切りのむこうから、「だれかな？」と亜夢の声が聞こえてきた。「こんな時間に非常識ですね」ルージュの声も。

　悠斗は、玄関ドアに歩み寄り、覗のぞき穴に右目を近づけた。

　ひよりの顔が見えた。

　すぐにカギを開け、ドアを押す。

　彼女は青いパジャマ姿だった。左胸に、ワンポイントでクマの顔が刺し繍しゆうされている。

　脇に大きな枕を抱えているのは、なぜ？　頬ほおが紅あかく見えるのは、部屋から漏れる明かりをうけているから？

「どうした？　忘れ物か？」

「サイレンが泊まるなら、わ、わたしも、泊まろうと思ってな。マ、マイ枕を持参した」

「マイ枕って……」

　悠斗の返事も待たず、ひよりがするりとドアの隙すき間まからすべり込んできた。

「お、おい……」

　間を置くことなく、

「ったく、ニョロりは言い出したら聞かないんだから」

　ドアの陰から現れたすずめも、するするっと入ってくる。彼女は、ワンピースタイプのパジャマ姿だ。そして、ひよりと同じく、胸に枕を抱いていた。

「南なん條じようさんも!?」

「ごめんね悠ゆう斗とくん。ニョロりがこっちに泊まるって言うから、わたしもきちゃった。仲間外れって、嫌でしょ？」

「それは、そうだけど……」

　ひよりとすずめが、自分専用のスリッパをつっかけ、さっさと亜あ夢むとルージュのところへ歩いていく。

　悠斗は、そっと息を吐きながら、ドアのカギを閉めた。

「ニョロりってば、抱き枕をぎゅ～ってしてないと寝られないくせに」

「な、なにを……わたしは、そんな子どもみたいなことをしないでも、ちゃんと安眠できていると言っただろう」

「どうだかね。いつも、朝になったら枕抱きしめてるじゃない」

「す、すずめこそ、寝言に気をつけたほうがいいぞ。周りが迷惑だからな」

　ひよりたちが、言い合いながら部屋の中央に置かれた仕切りの脇に立ち、悠斗の布団と亜夢の布団を交互に見ている。

　さて、どっちに寝ようかな、と考えているようだ。

　亜夢の布団にはすでに、亜夢とルージュが座っている。定員オーバーだ。

　もし、悠斗の布団をひよりとすずめに占領されたら……、悠斗自身は床にバスタオルでも敷いて夜を過ごさなければならない。

　それも、まぁ、仕方ないか……。

　悠斗は、半ば強引に自分を納得させた。寝る前にバタバタ暴れたくないし、みんないっしょに、というのもそんなに嫌じゃない。

「就寝前だというのに、騒がしいですね」

　ひよりとすずめに冷たい目をむけながら、スッ、とルージュが立ちあがった。

　彼女はいま、パジャマ代わりに悠斗のジャージを着ている。上着が大きすぎるから手が隠れているし、ズボンがぶかぶかだから細腰を紐ひもで縛っている。

「サイレンが泊まるなら、わたしも泊まる」

　ひよりが、ルージュの視線を正面からうけとめた。その瞳には、〝絶対に退ひかないぞ〟という強い決意が見てとれる。

　亜夢が、不安げに状況を見守っている。

　すずめは、そんなふたりに構うことなく、悠ゆう斗との枕を布団の外に押しやり、代わりに自分の枕を置いている。あまりにも堂々とした侵略行為に、なんだか爽さわやかささえ感じてしまう。

　ルージュが、大きな胸を押しあげるように腕を組んだ。

「だいたい、自分の部屋で寝たがらない理由は……整理整頓ができていないから、なのではないですか？　散らかり放題の部屋で生活すれば、心の中も散らかり放題で……」

　組んでいた腕を解ほどき、頬ほおにかかった水色のウェーブヘアをサッと横に払ったあと、壁にむかって歩き出した。

「トリプルと南なん條じようさんのお部屋、ちょっと拝見させてもらいますね。つまり、あなた方の心を覗のぞかせてもらう、ということです」

　ルージュが、一○二号室側の壁を、するりと通り抜けていく。

「またかっ!?」

　悠斗は思わず、声をもらしてしまった。

　壁を通り抜けることができなかったジャージの上着とズボンが、はらりと床に落ちたからだ。腰を縛っていた紐ひもも、いっしょに落ちている。

「「また？」」

　落ちたジャージに驚きの表情を浮かべていた亜あ夢むとひよりが、ほぼ同時に悠斗のほうへ顔をむけた。

　また、ってことは……、以前にもこういった光景を目撃したってこと？　という無言の問いを、ふたりの瞳が投げかけてくる。

　仕切りのせいでルージュの行動を見ていなかったすずめが、亜夢の布団側へ「ん？　どうしたの？」とやってきた。

　そこへ、

「意外にも、きれいに片づいたお部屋でした。ということは、トリプルの心が〝きれいに片づいている〟ということになってしまいますね。ん[image: ][image: ]、南條さんが整理整頓を監督していらっしゃるのですか？」

　ルージュが戻ってきて……。

　いまだ、自分の格かつ好こうに気づいていなくて……。

　すずめが、ぷるぷると震える指をルージュにむけた。

「ちょ、ちょっとルージュ、あ、あんた、なんですっぽんぽんになってんのよ？　悠斗くんもいるのよ？　す、少しくらい隠さなきゃ……」

「はい？　すっぽん、ぽ、ん……？」

　ここでようやく、ルージュが自らの胸もとに視線を落とした。

　きょうの午前中、悠斗は彼女の上だけ、そして下だけの半裸を連続で目撃した。

　そして、いま。

　頭からつま先まで。

　全裸!!

「ぃやぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああああああああああああん！」

　ルージュが、壁のむこうへ逃げ込んでいく。

「お兄ちゃん、見ちゃダメッ！」

「ゆ、悠ゆう斗とっ、なにを見てるっ！」

　亜あ夢むとひよりの声に、悠斗はとっさに回れ右をしたあと、そろそろ～っと仕切りのむこう側へ避難した。

　すぐに、亜夢の声が聞こえてくる。

「ルージュさん、戻ってきて服を着てください。お兄ちゃんは見てませんから」

「悠斗はさっき、〝また〟とか言ってたぞ」

「あ～、なんか言ってたわね。それなら、悠斗くん、前にも見たってことなんじゃない？」

「前にも見た……だと？」

「ルージュさん、ほら、大丈夫ですから」

「お、大きな声を出して、すす、すみませんでした」

　どうやら、壁のむこうからルージュが出てきたようだ。

　悠斗は、自分の布団にごろんと転がった。が、頭を沈めた枕がすずめのものだったため、慌てて起きあがる。

　ふわっと漂う女の子の香りにドキドキしながら、仕切りのむこうから聞こえてくる会話に意識をむけた。

「う、うちは、霊糸で織られていない服で壁抜けをすることに、慣れていませんので……気がゆるんでると、つい、こうなってしまって……」

「ふむ。悠斗とサイレンが、五分弱の距離を二〇分ほどかかった理由が、わかったぞ」

「な、なにが、わかったというのですかっ!?　う、うちは、自ら進んで異性に肌を見せたことなどありません。決して！」

「語るに落ちたな。わたしは、〝理由がわかった〟と言っただけだ。〝肌を見せた〟とは言ってないぞ。ふん、自分で〝悠斗に肌を見せた〟と白状したのと同じことだ」

「お、お兄ちゃんに、みみ、見せちゃったんですか？　だだ、だれにも言えない秘密って、そういうことだったんですね？」

「ニョロりも亜夢ちゃんも落ち着いて。この場合、ワザとじゃないって考えるほうが自然でしょ？」

「う、うちは……と、とても、恥ずかしいことを、してしまいました。うちは……うちは……うううぅ、ぐす」

「ルージュさん、涙をふいてください。そんなに恥ずかしいことじゃありませんから」

「サイレン、じ、実を言うとな、わ、わたしも、そのぅ、なんだ、悠ゆう斗とに、は、裸を見られたことがあるんだ。も、もちろん、ワザと見せたんじゃないからな？　あ～、う～、その、だ、だから、あまり気に病むな。ときが経たてば心の傷も癒いえる。それに、すずめも見られたんだぞ？」

「わたしは、心の傷ってほどダメージは引きずってないわよ？　まぁ、見られちゃったときは、さすがにビックリしたけど」

「ほら、みんな悠斗に裸を見られてるんだ。仲間がいれば心強いだろ？　だ、だから、そんなに泣くな」

　悠斗は、仕切りのむこうでやりとりされている言葉を聞きながら、唇を引き結んだ。

　聞きようによっては、自分が悪者になってるような……。ひよりもすずめも、「悠斗に裸を見られた」と言ってるから。不可抗力だったのに……。

　それでも、ひよりがルージュを気づかうような状況をつくることができた、ということでヨシとしておく。

　これをキッカケに、少しは仲よくなってくれるといいのだが……。





第四章　啓蒙、もしくはＰＲ活動




　一いちノの瀬せ亜あ夢むは、ルージュに誘われて『ハピネスハイツ』の外に出た。

　草木も眠る丑うし三みつ時どきだから、悠斗も、ひよりも、すずめも、みんな寝息を立てている。

　ルージュのすっぽんぽん騒動のあと、みんなで話し合った結果、部屋の中央に置いた衝つい立たてを壁際に寄せ、悠斗と亜夢の布団をくっつけた。

　ふたつの布団に、悠斗、亜夢、ルージュ、ひより、すずめと五人ならんで寝ることにした。左右の端にいる悠斗とすずめが布団の外にはみ出してしまうから、みんなでからだを寄せ合った。

　とても楽しかった。兄とくっついて、兄の匂においに包まれ、兄の寝息を耳にしながら、落ち着いた時間を過ごしたのは本当に久しぶりだったから。

　突然変異霊ミユーテストである亜夢は、本来なら睡眠をとらなくてもいい。食事もいらない。それでも、夜中に動き回っていたら悠斗の安眠を邪魔するし、兄がひとりで食卓につくよりも、兄妹きようだいでいっしょに食べたほうがおいしいに決まってるから、なるべく生前と同じような生活をしている。

　眠らない生活にも慣れたし、満腹や空腹を感じないからだに違和感もなくなった。

　それでも、みんなが寝静まってしまうと、騒々しかった消灯前との落差がありすぎて、寂しさがいつもより余計にふくらんだような気がした。

　ルージュも、亜あ夢むと同じ気持ちだったのかもしれない。だから、ちょっと外へ出ませんか？　と誘ってきたのだろう。

　そしていま、こうしてふたり、『ハピネスハイツ』前の駐車場に立っている。

　ルージュが、星のない濁にごった夜空を見あげながら、口を開いた。

「亜夢さんは、自分がミューテストだという実感をもっていますか？」

「実感、ですか？　ん[image: ][image: ]、どうでしょう。あたし、つい最近まで、自分が普通の霊だと思ってたんです。四九日すぎても、自分にあんまり変わったことが起きなかったので、もしかしたら悪霊にならなくてすむのかも、でも、悪霊になるのがちょっと遅いだけかも、なんて毎日ビクビクしてただけですから、実感なんてとても……」

　亜夢は、当時の記憶を探った。

　自分が霊であることが怖くて、霊のくせに、人間のフリができることが不思議で、いつ崩れるかもしれない薄氷のような現実に、一日、また一日、もう一日、とようやく足跡をつけていた。

　きょうで最後かもしれない、と何度思ったことだろう。兄の笑顔を前にして、泣き出すのを何度堪こらえたことだろう。

　自分が何者なのかわからない。

　あしたなにが起こるのかわからない。

　兄といっしょに笑っている未来が見えない。

　社会とつながっていたい。

　社会となんか、つながっていなくてもかまわない。

　ゆれ動く弱い心を支えてくれたのは……、兄とつながっていたい、兄とだけは絶対に離れたくない、という想おもいだった。

　震えながら、『兄のそばにいたい』という気持ちを掻かき抱いだいて日々を送っていた。

　ルージュが、亜夢の背をポンと叩たたいた。

「それが当たり前です。指導官としてこういうことを言うのもなんですが、うちも、五五年間もミューテストをやっていますが、いまだに実感がありません。それどころか、ときどき、ミューテストとしての五五年がすべて夢の出来事にすぎず、本当の自分は、どこかですやすや眠っているのではないか、と思うことさえあります」

「ルージュさんの、その感覚、なんとなくわかります。あたしも、ときどきそう思うことがありますから」

「多くの霊たちが、生前の思い出を支えにして、不条理な境遇に堪たえています。うちは、生前のことを思い出せなかったため、随分と周りに助けてもらいました」

「そうなんですか？　ルージュさんって、霊の知り合いが多いんですか？」

「五五年もミューテストをやっていれば、それなりに知霊ちじんが増えます」

「あたしも、たくさんの霊と仲よくなれるでしょうか？」

　亜あ夢むは、『友情を育み、自分を育む』といった中等部の標語を口にするときのような感覚で、ルージュにそう質問した。つまり、あまり深く考えなかったということだ。

　ルージュが、どこか寂しそうに微笑ほほえんだ。

「うちも亜夢さんも、自分の意志とは関係なく、肉体と魂を無理やり引ひき剥はがされ、原因不明の現象によって霊になってしまいました。それでも、まだ現世に片足を置いている状態です。人間と接することができます」

「あ……」

　亜夢は、すぐに気づくことができた。『友だち関係』とは『対等関係』のことだ。中等部の校長先生が、以前そう言っていたのを覚えている。

　ルージュが、霞かすんだ夜空を見あげたまま、言葉を続けた。

「普通の霊たちは、家族に声をかけることさえできません。さらには、四九日をすぎる前に現世への未練を断ちきって昇天しなければ、徐々に穢けがれを背負い込んで悪霊になってしまいます。穢れをうけつけないヴァルゴうちらとは違います」

「そうですよね。霊が、四九日すぎても穢れを背負わないですむ方法って、ないんでしょうか？」

「ひとつだけ。霊街へ逃げ込む、という方法があります」

「レイガイ？」

「霊たちが集まる街です」

「ああ、霊街、ですね？　そんな場所があるんですか？」

　ルージュが、悠ゆう斗とのジャージを着ていても隠しきれないほど大きな胸の前で、「説明しましょう」と右の人差し指をピッと立てた。

「霊街とは、人間界と霊界の狭はざ間まにあり、昇天しそこねた、つまり現世に未練を残している霊たちが集う場所です。ここにいれば、霊は現世の穢れをうけることはありません。しかも、少々の穢れなら消し去ることが可能です」

「避難場所みたいなところですね」

「その通りです。全国に点在する霊街のうち、霊部省が把握しているのは二九カ所だと聞いています」

「そんなにあるんですか？　それって、一般人が知らない情報ですよね？」

「亜夢さんは、もう一般人ではありません。それに、うちは霊部省の正式な職員でもありませんし、このことは、ヴァルゴである亜夢さんなら遠からず知ることになる情報です」

「霊街、ですか……あたしも、そのうちいくことになるんでしょうか？」

「っ……………霊街に入った霊は、未練が消えるまでそこで他の霊たちと寄り添うようにすごします。現世に戻れば、穢けがれをうけるだけでなく、悪霊や邪悪なミューテストの餌え食じきになる危険性も出てきますから」

　亜あ夢むがした、『あたしも、そのうちいくことになるんでしょうか？』という質問に、ルージュはこたえたくなかったのだろうか？　その理由は？　それとも、霊街の説明を先へ進めたかっただけ？

　ルージュが、ほんの一瞬だけ言葉に詰まったことが、少し気になったけど……。

　亜夢は、質問を繰り返すことなく、べつの問いを口にした。

「悪霊や悪いミューテストが、霊街に入っていくようなことはないんですか？」

「その点は心配ありません。穢れた霊が一歩でも霊街に入れば、想像を絶するほどの幻痛に襲われるはずです。そんな痛みに堪たえながら霊街の奥深くに入る理由など、悪霊も邪悪なミューテストももってはいないでしょう」

「生身の人間も、痛みとか感じるんですか？」

　悠ゆう斗と、ひより、すずめの顔を思い浮かべながら、亜夢は質問を重ねた。

　ルージュが、包容力のある笑みを浮かべ、こたえてくれた。

「生身の人間が霊街に入れば、霊的波長に慣れるまで視力を奪われますが、だいたい一〇分前後で見えるようになります。邪悪な霊と違って、幻痛に苦しむこともありません」

「じゃあ、人間が霊街で暮らすこともできるんですね？」

「それは無理です。人間が五時間以上霊街にとどまれば、魂が肉体から剥はく離りしてしまいますから」

「そ、そうなんですか？　怖いです、ね」

「霊街は、清らかな霊以外には、とても厳しい場所です」

「現世も、霊街も、いろいろ、簡単じゃありませんね」

「亜夢さんが仰おつしやる通り、何事も簡単ではありません」

　いきなりルージュが、右手を胸の前に突き出した。てのひらを下にして。五指から、ぽたぽたと水滴をしたたらせながら。

　いきなりどうしたの？

「ル、ルージュさん？」

　ルージュの指先からしたたる水滴が、ぴちゃんぴちゃんぴちゃぴちゃぴちゃっ、と地面を打ち続ける。

「夕方、悠斗さんに〝ミューテストが人間に戻る方法〟を訊きかれましたが、亜夢さんはどうなのですか？」

「あ、あたしは、戻りたいと思っています。人間に戻って、人生をまっとうしたいと……」

「ああなってしまうかもしれない、という可能性を考慮していますか？」

　体の芯が、瞬またたく間まに冷えきってしまうような声だった。

　ビクッと身を縮めた亜あ夢むは、ルージュの視線に沿って、そろそろと顔を動かした。

『ハピネスハイツ』前の狭い道路、その先にある電柱の陰に、黒い塊が見えた。

「きゃ……」

「うちらは拒きよ邪じや結界の中にいます。彼にはなにもできません。せいぜい、思念で語りかけてくる程度です。安心してください」

　スペードだった。

　遊びにきたよ～。

　スペードの思こ念えが漂ってきた。

　黒い塊からタキシード姿となった彼の左腕は、肩から先がなかった。服もボロボロなままだ。

　小指だけでいいから。ねぇ、齧かじらせてよ。カリッ、とひと口だけ。

　ルージュが、バシュッ、と一発の水弾を放ち、スペードの胸を撃った。途端、漆しつ黒こくのヘビとなって螺ら旋せんを描くように電柱を這はいのぼり、その後、黒い鳥に変化して夜空へ飛びあがった。

　バタバタバタッ、と荒い羽音が大通りのほうへ遠ざかっていく。

「彼は、人間に戻ろうとして、途中の関門を抜けることができずに堕だ正せいしました。亜夢さん、もう一度おたずねします。ああなってしまうかもしれない、という可能性を少しでも考えたことがありますか？」

　ルージュの声に、亜夢は身震いした。

　つい先日、スペードの罠にかかって魔神デイモンになってしまった。あのときの記憶は、断片的に、決してもと通りにならない小さな疵きずのように、頭の片隅に残っている。

　薄汚れた高揚感。どす黒い破壊衝動。ひよりの悲鳴。巨大な炎えん龍りゆうの咆ほう吼こう。兄の叫び、そして涙。うけとめきれないほどの恐怖。

　すべてを思い出すための鍵は、いまも自分の手の中にある。そんな感覚。負の霊力は制御不能で、危険で、禁きん忌き。

　怖い。

　下唇を噛かんだままこたえに窮した亜夢を見て、ルージュが肩を落とした。

「うちも、その恐怖に打ち勝つことができませんでした。ですから、五五年もの間………ヴァルゴのままなのです。それに、うちはまだ、人間に戻る方法の入口しか知りません。その先は、未知の世界です」

　ルージュは、人間に戻る方法の入口しか知らないと言う。ということは、スペードはその入口で早々につまずいて、堕正してしまったのだろうか？　それとも、上位精霊ヴアルゴではないため、徐々に現世の穢けがれを背負い続けて悪霊化したのか？

「あ、あたしは……」

「うちはいま、ヴァルゴとして成すべきことを見つけています。なんのためミューテストに、しかも決して穢けがれることのないヴァルゴになったのか………時間をかけて考え、存在意義を見つけたということです。存在意義を、見つけた、ということです。極きわめて大切なことなので、繰り返しました」

「存在意義、ですか……」

　亜あ夢むは、胸の内をじりじりと焼いている恐怖を紛らわせるべく、なんとか会話を続けようとした。

「うちは、彷徨さまよえる霊たちを救う活動をしています。そのためなら、どんなことでもする覚悟です。たとえ、同属に恨まれたとしても……」

　ルージュの声に熱がこもってくる。

　彼女の話を聞きながら、亜夢は長い息をついた。気持ちをしっかりもたないと……。


　　　　　　●　●　●



　なんだか肌寒い。そして、息苦しい。得体の知れない影が、顔に覆おおいかぶさっている。

　なんだ？

　悠ゆう斗とは目を開け、顔にくっついてるモノを押おし退のけようとした。

　ふにっ。

　右のてのひらに感じた、やわらかな感触は、なんだ？　それから、かけ布団はどこ？

　悠斗の顔にくっついていた影が、もぞもぞと動いた。

　こ、これって……。

　右手で、ぎゅ、と影をつかんでみた。

　むにゅ。

「ふぅ、ゃ、ん」

　熱っぽい息がもれ出てきた。

　悠斗は、なんとか影から顔を離し、カーテンの隙すき間まから入ってくる常夜灯の明かりで正体を確かめた。

「…………………………ぉぃ」

　ひよりだった。

　厳密に言うなら、悠斗の顔にくっついていたのは彼女の上体で、さらに部位を絞り込むなら、ボリューム感の乏しいふたつのふくらみだった。かけ布団は、どこかへ蹴けり飛ばされている。

　悠斗は、頭から眠気を振り払い、自分が最初に寝ていた位置から動いていないことを確かめた。枕も、布団も、壁との距離も、寝たときと同じだ。

　ひよりが、亜夢とルージュが寝ていた場所を転がってきたのだ。

　悠斗が顔を離して三秒もしないうちに、「んぅ[image: ][image: ][image: ]」と唸うなりながら、眠ったままのひよりが両手であたりを探りはじめた。そして、悠ゆう斗との左腕をつかむなりしがみついてくる。

『ニョロりってば、抱き枕をぎゅ～ってしてないと寝られないくせに』というすずめの言葉が、脳裏に浮かびあがってくる。

　悠斗は、左腕に感じるぬくもりとやわらかさにドキドキしながらも、どうにか首を動かして部屋の中を見回した。

　自分とひよりの間には、亜あ夢むとルージュが寝ていたはずなのに、彼女たちの姿が消えている。見えるのは……、

「ニョロりってば、だいたい、ヘビに足がないくらいでぇ、エヘヘへへへ[image: ][image: ][image: ]」

　寝言を言っているすずめだけ。よくわからないが、楽しい夢を視みているのだろう。

　もぞもぞ。

　ひよりが、悠斗の左腕に胸を押しつけつつ、左太ももに両足をからめてきた。

「お、おい……」

　悠斗は、自由に動く右手で、ひよりを起こすことなく、それでいて速やかに彼女の腕と足を解ほどこうと試みた。

　おそらく、亜夢とルージュはいっしょに外へ出ているはずだ。上位精霊ヴアルゴだけで話したいこともあるだろう。

　妹たちが戻ってくる前に、ひよりから離れなければ。現状を見られるのは、非常にまずいような気がする。

　ひよりを起こして、「離れてくれ」と伝える方法もある。あるけど……、なんだか気まずいから。まずは《何事もなかったかのようにそっと離れる》作戦で。

　悠斗は、早速ひよりの腕を下に押した。じりじりと、力加減を意識して、彼女の安眠を邪魔しないように。

　すぐ近くに、ひよりの長いまつげがある。整った鼻も。唇も。体温も。香りも。

　桜さくらヶが丘おかひよりという女の子が、自分に密着している。

　黒髪をなびかせ、炎をまとう霊刀【徒桜あだざくら】を巧みに操り、悪霊たちを次々と斬きっていく除霊師クリーナーであり、カメリア女学院に在籍していたお嬢様であり、硬質な雰囲気をもっていて、寂さみしがり屋やで、照れ屋で、子どもっぽいところもあって……。

　そんな子が、いま、自分に寄り添っていて。

　たとえ抱き枕扱いだとしても、ぴとっと密着されていて。

　意識した途端、鼓動が速くなった。

　ドキドキしながらも、ようやくひよりの腕、その一本を外すことに成功した。が……、すぐにまたひょいと動かされ、今度は胸にのせられた。それどころか、ジャージの胸もとをぎゅ～っとつかまれた。

　彼女の細くしなやかな両足も、悠斗の左足をきゅっとしめつけてくる。股またの間にしっかりと挟み込まれてしまったため、静かな脱出は困難極きわまりないだろう。というか無理だ。

《何事もなかったかのようにそっと離れる》作戦は、断念せざるを得ない。

「お、おい、ひより」

　仕方なく、右手でひよりの肩をゆらした。

　そのときだった。

「ぴっ!?　お、お兄ちゃん、なな、なにを……」

　引きつった亜あ夢むの声が、悠ゆう斗との心臓に突き立った。

「ぉあっ!?　亜夢っ!?　こ、これは……」

　悠斗は、慌てて起きあがろうとした。が、ひよりに胸ぐらをつかまれ、さらには足をからめられているため、とっさに動くことができない。

　ドアの開閉音が、まるで聞こえなかった。寝ている兄たちに気をつかい、そぉ～と入ってきたのだろう。とても妹らしい。

「局地的に、風紀が乱れていますね。風紀が、乱れて、いますね。由ゆ々ゆしき事態であるため、繰り返しました」

　亜夢の隣にルージュもいる。呆あきれたような顔で、ため息をついている。

　亜夢が、胸の前にあげた両の拳をぷるぷると震わせている。暗くてよく見えないが、瞳がうっすらと光っているため、きっと涙を溜ためているのだろう。












「んんぅ[image: ][image: ][image: ]」と艶つやっぽい息を吐きながら、ひよりが悠ゆう斗との頬ほおに鼻と口を押しつけてきた。タイミングが悪すぎる。

「んきゃぁぁぁっ!?　ささ、桜さくらヶが丘おかさんっ、ダダ、ダメですぅ、おおおぉ、お兄ちゃんは、あ、あたしの……」

　亜あ夢むが、飛びつくようにして悠斗の右手首をつかみ、慌てて引っ張った。

「お兄ちゃんのバカぁっ！」

　す～、す～、ぴ～、す～、すぅ～。

「え？」

　ひよりの寝息に気づき、亜夢が腕を引っ張るのをやめた。

「トリプルは、寝ているようですね」

　ルージュが、ひよりの寝顔を覗のぞき込こんでいる。

「寝て、る、の？」

「そ、オレも、さっき目が覚めて……」

　悠斗は、ひよりに胸ぐらをぎゅっとつかまれ、両足をきゅっとからめられたまま、亜夢の顔を間近に見あげた。

「じゃあ、すぐに離れればいいでしょ？」

　微かすかに怒りを滲にじませた妹の声に、悠斗は気持ちを固めた。

「よ、よし、それじゃ……」

　胸ぐらをつかんだひよりの手を、少々強引に引ひき剥はがした。と……、

「ぅん[image: ][image: ][image: ]、ん？　んん？　え？　ゆ、悠斗？　よよ、夜よ這ばい!?　ぃぃ、い、いけない、まま、まだ、わたしは、きき、き、気持ちの整理が……」

　目を覚ましたひよりが、なんだかよくわからないことを口走ったあと、

「あ、亜夢、くん？　サ、サイレンも……？　って、え、ええっ!?」

　亜夢やルージュの姿に気づくなり、悠斗の顔をぎゅ[image: ][image: ][image: ]っと押した。

「お、おい、ちょ……ひより」

「な、なにがどうなってる？」

「ま、待てって、とにかく離れろ」

「あわわわわわ」

　からめていた両足を解ほどき、ひよりがゴロゴロゴロッと転がりながら悠斗から距離をとった。そして紅あかい顔のまま、あらためて自分がいる場所、布団の位置、亜夢やルージュの立ち位置などを確認するように見たあと、

「わ、わたしが……悪かった、ようだな。す、すす、すまなかった。おやすみっ」

　言うなり、悠斗に背をむけてかけ布団を頭までかぶり、そのまま動かなくなった。

　直後、ひょこっと上体を起こしたすずめが、半眼で部屋の中を見回したあと、

「コンビニにニョロりがいたの。わたし、三角定規、ほしかったのに……」

　意味のわからないことをつぶやいたあと、またこてんと枕に頭を沈めて、そのまま寝てしまった。

　ルージュが、やれやれといった顔をしている。

　亜あ夢むがすぐに、ひよりのぬくもりが残っている布団に自分のからだを横たえた。

「もうっ、お兄ちゃんのバカ」

　言いながらも、身を寄せてくる。

「お兄ちゃんの………バカ」

　拗すねたような妹の声を聞きながら、悠ゆう斗とは目を閉じた。

　ひよりと密着していたときのドキドキ感が、ゆるゆると静まっていく。

　妹がそばにいる。

　確かなつながり。

　必要とされている。

　必要としている。

　そう感じるだけで、意識が急速に心安らかなところへ沈んでいった。




　火曜は、何事もなく放課後を迎えた。

　亜夢が学校にいる間、ルージュもまた中等部の三年一組に籍を置き、行動をともにしている。

　中等部の制服は、ルージュのナイスバディに激しく不釣り合いだけど……。正直、かなり違和感があるけど……。軍服とは違う意味で強烈だけど……。

　この問題に関しては、ひよりとすずめが『慣れれば問題ない』とあっさり切り捨てた。そもそも、学外の人間から見れば、高等部と中等部の制服など、どこがどう違っているのかよくわからないのだから、と。

　確かに、彼女たちの言う通り。慣れれば、〝不釣り合い〟も〝違和感〟もなくなるだろう。それが〝日常〟となり〝当たり前〟になるのだから。

　指導官として、ルージュが一いちノの瀬せ家に居候しているということさえも、そのうち当たり前になるのかもしれない。




「ヴァルゴとしての訓練を行うため、亜夢さんを霊街に連れていきたいと思います」

　帰宅途中、ルージュが不意に切り出してきた。

　妹の歩調にあわせて歩いていた悠斗は、「レイガイ？」と首を傾かしげた。

　すかさず亜夢が、

「霊の街だから、そのままの意味で霊街。きのうの夜、ルージュさんに聞いたの。人間は入らないほうがいいみたいだけど、霊たちは四九日すぎても穢けがれないから、悪霊にならずにすむんだって」

　そう教えてくれた。ルージュの言葉を冷静にうけとめているところを見る限り、彼女の考えを事前に聞いていたのだろう。

「亜あ夢むくんを霊街に連れていくのか？」ひよりが、切れ長の目に鋭い光を宿した。

「霊街って……」すずめの顔から、笑みが消えた。

　悠ゆう斗とは、亜夢にたずねた。

「亜夢は、その、霊街ってところで訓練してみたいのか？」

「よくわかんないから、お兄ちゃんと相談しようと思って……」

「わたしは反対だな」

　ひよりが、じろりと横目でルージュをにらんだ。

「トリプルの意見は求めていません」

　ルージュも負けてない。

「わたしも、あんまり賛成できないわね」

　珍しく、すずめもひよりと同意見のようだ。

「亜夢くんは、まだ人の世界から離れるべきじゃない。少なくとも、あと三年は悠斗と暮らすべきだ。霊街で訓練をするか否かの議論は、それからでもゆっくりできるだろう」とひより。

「たとえ短期間の訓練でも、悠斗くんと引き離すのは可哀かわい相そうよ。それに、現段階で霊街に入ったら、亜夢ちゃんの霊い色ろが偏かたよっちゃうわ」とすずめ。

「なにも、亜夢さんを特定の霊色に染めるつもりはありません。高い霊濃度の中に絶えず身を置くことにより、ヴァルゴとしての属性を少しでも早く特定し……」

「どのような理由であれ、亜夢くんが霊街に入るのは時期尚しよう早そうだ」

　ルージュにすべてを語らせず、ひよりが言い放った。

　ひよりとルージュが、バチバチと視線をぶつけ合う。

　すずめが、「今回ばかりは、ひよりが正しいと思うわ」と言いながら、悠斗にチラッと目を投げてきた。

　人間の立場。

　突然変異霊ミユーテストの立場。

　身を置いている場所が違えば、見えるモノも違ってくるのかもしれない。

　悠斗は考えた。

　亜夢にとって、正しい選択は？

「亜夢は、どうしたい？」

　悠斗は、亜夢にたずねた。

　自分の意見は定まっている。それを言葉にする前に、妹の考えを聞いておきたかった。

「あ、あたしは……ご、ごめんなさい。まだ、よくわかんないの。考える時間が、ほしいかなって……ぉ、お兄ちゃんとも、は、離れたくないし」

「そっか」

　兄としての意見を言うまでもないようだ。

　悠ゆう斗とも、亜あ夢むとは離れたくなかった。人間が入れないような場所に妹を連れていかれれば、心配で夜も眠れなくなるだろう。冗談抜きで。

「ふっふっふっ、どうだサイレン。亜夢くんもああ言ってるじゃないか。なんでもそうだが、急せいては事をし損じるぞ」

　ひよりが、とても嬉うれしそうにルージュの肩を小突いた。

　ルージュが、左の眉をピクッと動かしたあと、

「人間に戻りたいのなら、ヴァルゴとしての属性を把握し、その力を研磨することが必要最低条件だとしても……霊街にいくのを先延ばしにしますか？」

　小さな爆弾を放ってきた。

　霊街で訓練をはじめるのが早ければ早いほど、人間に戻るのが早まるのなら……。

　そうなると話が違ってくる。

　亜夢を守りたい。妹のことが心配。兄妹きようだいいっしょにいたい。その他いろんな感情すべてを、悠斗は自分の中で処理しなければならなくなる。

　亜夢が、兄のところに意識を残すことなく、霊街での修行に専念できるように。

　悠斗は歩きながら、妹の横顔へ目をむけた。

　亜夢が、うつむいたまま口を開いた。

「も、もう少し考える時間を、もらえますか？」

　その言葉を聞き、どこかホッとする自分がいた。

　問題の先送りは、あまりいいことじゃない。わかってる。わかってるけど……、『急いては事をし損じる』とひよりが言ってくれたから……。いまは彼女の言葉に甘えたい。

　亜夢の言葉に、しばし考えるふうに唇を引き結んでいたルージュが、突き出た胸の前でポンと手を打ち合わせた。

「でしたら、まずは亜夢さんの教育環境に焦点を当て、そちらのほうを重点的に磨いていきましょう」

「「教育環境？」」

　ひよりとすずめが、声をそろえた。

　亜夢も、きょとんとした目で、斜め後ろを歩くルージュに顔をむけている。

　悠斗は、ルージュの言葉を待った。霊街という、なんだかよくわからない場所に妹を連れていかれるくらいなら、どんなことでもうけ入れよう……、と気持ちを固めつつ。

「一秒でも早く亜あ夢むさんを霊街へ連れていきたい、というのがうちの本音ですが、急せいては事をし損じるのであれば、うちはいくらでも急く心を抑えてみせましょう。ん[image: ][image: ][image: ]。ほら、抑えました」と、ルージュがぽやぽやっと微笑ほほえみながら自らの左胸をむに[image: ][image: ][image: ]っと左手で押したあと、

「というわけで、まずは初歩の初歩からはじめたいと思います」

　ピッと右の人差し指を立てた。

「「初歩の初歩？」」

　ひよりとすずめが、また声をそろえた。

「まずは、中等部の生徒たちに的を絞り込み、霊について啓けい蒙もうすることを提案します」

「なるほど、ＰＲか」

「あ～、霊験局うちの広報戦略部がちょくちょくやってるようなヤツね」

「啓蒙とＰＲは、似て非なるものです。そもそも啓蒙というものは……」

「要するに、我々が活動している世界について、生徒たちにもう少し詳しく知ってもらおうというのが狙ねらいだろう？」

「それなら、霊街にいくよりずっといいんじゃない？」

「そうだな。理解ある地域で生活すれば、亜夢くんの負担も少なくなるはずだ。霊体は、環境の変化や人の感情エネルギーの影響をうけやすいからな。まずは周囲の霊波を整えるということか」

「まさに初歩の初歩ね。でも、大切なことだと思うわ。うん、いいんじゃないかしら？」

　ひよりとすずめが、顔を見合わせてうなずいた。

「賛成して、くださるんですか？」

　ルージュが、ちょっと驚いた表情をひよりたちへむけた。

　ひよりが、わずかに目を細めた。

「サイレンがやることにはすべて反対、というわけじゃないぞ？　筋が通ったことにまで文句をつけるような人間は、ただの愚鈍な頑固者でしかないからな」

「啓蒙とかＰＲとか、ま、どっちでもいっか………とにかく、記念すべき第一回はいつがいいかしらね？」

　すずめものり気のようだ。第一回とか言ってるし。

「まずは、そうだな。我々クリーナーの活動内容を知ってもらうというのはどうだ？　こんな感じで悪霊と戦ってます、といった実演を交えてもいいな……」

　ひよりが歩きながら、なにかを斬きる仕草をした。想像の中で、【徒桜あだざくら】をつかって悪霊を消滅させたのだろう。ノリノリだ。

　亜夢のため、という姿勢が微妙にどこかへいっているような気もするけど……。

　とにもかくにも、まずは初歩の初歩からのんびりいこう、と悠ゆう斗とは彼女たちの会話を聞きながら歩き続けた。

　亜あ夢むも、どこか楽しそうにしている。




　悠ゆう斗とは、亜夢とルージュに続いて、『ハピネスハイツ』の一○三号室に入った。

　自分の家だから、もちろん遠慮なんかしない。

　どういうわけか、ひよりも遠慮なくついてきた。いつもなら、まずは隣の一○二号室に消え、制服から私服に着替えてからあらためてやってくるのに。

　いつの間にか、すずめもいた。

　彼女たちはふたりとも、すでに自分専用のスリッパをはいている。

　悠斗は、「？」と思いはしても、「どうして着替えてこないんだ？」とは訊きかなかった。ひよりたちが一○三号室で好き勝手にやっている、という光景に対する違和感が薄れているのだろう。それだけ、彼女たちの存在が〝当たり前〟になっているのだ。

　それなのに……、違和感。

　悠斗は、ふとそんな感覚を覚えた。

　ひよりやすずめが、「お邪魔します」もなく、まるで自宅に帰ってきたかのようにあがり込んでくることに関しては、違和感なんてない。ないはずなのに……。

　この感覚は、なんだ？

「………………」

　気づいて。

「……………ぅおい、嘘うそだろ」

　悠斗は、信じられない光景を前に、嘘であってほしい、という願い、あるいは懇願そのままの言葉を吐き出した。

　亜夢は、可愛かわいい唇を半開きにしたまま、言葉を失っている。

　壁に、あるはずのないドアが貼りついていたからだ。

　どうしてドアが？　だれがつけた？　空き巣か？　空き巣はドアつけたりしないだろ？

「こんなところに、扉、ありましたか？」

　ドアに歩み寄ったルージュが、とってを回して押し開けた。

　ドアの後ろは壁のはず。それなのに、開けることができるなんて……、異世界にでも通じているのか!?

　ドアのむこう側を覗のぞき込こんだルージュが、

「桜さくらヶが丘おかさんと南なん條じようさんのお部屋につながってますね」

　こともなげに言ったあと、静かにドアを閉めた。

　悠斗は、そろそろとひよりへ顔をむけた。

「お、おい、ひより、お前……」

「サイレンがこの部屋に住み込むなら、わたしたちも頻繁に出入りするようになるからな。いちいち外を回るより、室内を往いき来きしたほうがずっと早いだろ」

「ちょ、おま、ま、また霊部省の、け、権力と財力にモノを言わせて、勝手に……」

「〝勝手に〟とは聞き捨てならないな。亜あ夢むくんを守るためにも、必要な改装だと判断したまでだ」

「改装って、普通、自じ分ぶん家ちだけでやるもんだろ？」

「狭い考え方だな。もっと柔軟な思考で世界を捉とらえたほうがいいぞ」

「くっ、いかにも〝わたしは正しい〟って顔しやがって……」

「亜夢くんは、霊対にとって大切な存在だ。ドア一枚で彼女の安全をより確実なものにできると考えれば……どうだ、あのドアを拝みたくなってこないか？」

「拝むかっ！」

「罰ばち当あたりめ」

「ちょっと待て、論点がずれてるだろ。せめてオレらに相談くらい……」

「悠ゆう斗と、もしかして、ルージュとの楽しい生活を、わたしたちに邪魔されるのが嫌なのか？　だから、そんなにしつこく文句を言うのか？」

　ひよりの目が、ス──ッと細くなった。

　その奥に、触れると凍傷になりそうな、火傷やけどしそうな、相反した激情が潜んでいるような気がしたから、悠斗は思わず、のどもとまで出かかっていた反論もんくを呑のみ込こんだ。

　すずめが、やれやれといった様子で肩をすくめている。

　亜夢が、ルージュのそばにいき、恐る恐るドアの開け閉めをしている。

　稀き少しような上位精霊ヴアルゴである妹のことを大切にしてくれるのは嬉うれしいけど、マンションの壁をぶち抜き、勝手に部屋をつなげるなんて……。

　いいのか？




『ハピネスハイツ』の一○二号室と一○三号室がつながった翌日の水曜。

　ひよりとすずめが、霊部省の身分証をちらつかせつつ、連れん理り学がく院いん中等部の職員室に話をつけることで、「亜夢さんの教育環境を磨き込む」というルージュの提案からはじまった《啓けい蒙もう、もしくはＰＲ活動》計画は、トントン拍子で進んだ。

　トントン拍子、というよりも、ほとんどジェットコースター状態だった。

　なぜなら、当日の午後からさっそく、第一回を行うことになったのだから。

『ザ・スピリットアワー』という触れ込みの説明会は、亜夢率いる生徒会役員の協力もあり、瞬またたく間まに中等部の生徒たちにひろがった。

　しかも、高等部にまで話が波及し、参加希望者が激増したため、「今回は中等部の生徒のみ」と中高あわせた全校放送で断らなければならないほどだった。

　大反響だ。




　悠ゆう斗とは、中等部の講堂、その舞台裏の倉庫で、『ザ・スピリットアワー』の開幕時間を待った。

　ひより、すずめ、亜あ夢むの三人もいる。ルージュだけが、ちょっと用事があると言って、一〇分ほど前に倉庫の壁を抜けて外へ出ていった。

　悠斗、ひより、すずめの高等部組は、午後の授業を特別に休ませてもらっている。

　まずは、第一回の『ザ・スピリットアワー』を成功させることに意識を集中させなければならない。

　昼休みに簡単なリハーサルをすませたあとは、いつも通りにやればいいだけだと、ひよりもすずめも気楽に構えている。中等部の生徒は一〇〇〇人以上もいるが、それだけの視線を浴びることに緊張している様子はない。

　亜夢もリラックスできているようだ。生徒会長として、これまで何度も大勢の前で話す機会があったはずだから、このような状況には慣れているのだろう。それでも度々、壁際でこっそり深呼吸をしているけど……。

　悠斗の仕事は、道具を運んだり、所定の場所に配置するだけだから、その後は舞台袖そでで説明会の流れを見守るだけになる。

　学院側に悠斗の能力は秘密にしている。もちろん、亜夢が突然変異霊ミユーテストであり上位精霊ヴアルゴであり［不死鳥フエニツクス］かもしれないということも、教師や生徒たちには伝えない。

『ザ・スピリットアワー』はあくまでも、霊の世界をわかりやすく丁寧に説明し、より深く理解してもらうことが目的だ。

　実演の際には、ひよりの【徒桜あだざくら】とすずめの【鵺ぬえ震なり】を披露する予定だから、間違いなく盛りあがるだろう。

　進行は……、

　まず自己紹介。

　そのあといきなり、つかみとして一〇分ほど悪霊退治のデモンストレーションを行う。

　それから、霊れい験げん局きよくの広報戦略部に借りてきた二〇分ほどのＰＲビデオを流し、第一回『ザ・スピリットアワー』終了。

　……という流れを予定している。

　最初は難しいことを伝えず、エンターテイメント性を重視してわかりやすく伝えよう、とひよりが拳を握りしめて力説し、みんながそれに同調した結果だ。

　悠斗は、腕時計に目を落とした。

　あと二〇分ほどで本番だ。





第五章　ザ・スピリットアワー




「お待たせしました」

　ルージュが舞台裏の倉庫に戻ってきたのは、本番開始まで一五分をきった頃だった。

　手に大きな紙袋を提げている。

「それ、なに？」

「うふ、みなさんの衣装です」

　悠ゆう斗との質問に、ルージュがぽわぽわっと笑みを浮かべた。

「衣装だと？　なんのことだ？　サイレン、独断で動くのは控えてくれ。わたしは制服のまま舞台に立つからな」

　ひよりがさっそく、ルージュに噛かみついた。

「衣装って、どんなの？」

　すずめは興味をもったようだ。ルージュに近づいていく。

「クリーナーって、市民を悪霊から守る正義の味方ってイメージがありますよね？　だから、衣装も正義の味方っぽいものでしょうか？」

　亜あ夢むも、パタパタとルージュに駆け寄った。

「総務部に頼んで、大至急用意してもらいました。既製品ばかりですが、ある程度のサイズ幅をカバーできるものを選びましたから、安心してください」

　ルージュが、壁際に置かれたテーブルに紙袋の中身をひろげた。

「これって……」

「うわぁ～」

　すずめが両眉をはねあげ、亜夢が両手を頬ほおに当てた。いつの間にか、ひよりもテーブルの上にひろげられた衣装を覗のぞき込こんでいる。

「ここ、こんな服、わ、わたしは、絶対に着ないからな」

　ひよりがそこまで嫌がる衣装って？

　悠斗もテーブルに近づき、置かれた衣装に目を落とした。

　まず最初に、赤い、硬そうなブラ……、のようなモノが目に飛び込んできた。なに？

　次が、鮮やかな白の布地。襟もとを見る限り浴衣ゆかたのようだけど、きれいにたたまれているからよくわからない。

　最後の一着は、龍の絵柄が入ったチャイナ服だった。

　ひより、すずめ、ルージュの三人が舞台へあがることになっているから、当然、その三人が衣装を着ることになるのだろう。

　でも、だれが、どの衣装を着るの？

「わ、わたしは絶対、着ないからな！」

　ひよりが、机からヨロヨロと離れた。まるで、怖おそろしいモノを前にして後あと退ずさっているかのように。

　ルージュが、ゆるっとした眉をキッと逆立てた。

「戦う女子は、美しくあるべきです。このビキニ・アーマー、巫み女こ服、そしてチャイナ服のどれもが、戦う女子に相応ふさわしい衣装であることは、すでに歴史が証明しています」

　嘘うそつけ。歴史は、そんなもの証明してはいない。どこの偏かたよった知識なんだ？　ある分野でなら通用するかもしれないが、それはそれでいろいろ問題が……、と思いはしても、悠ゆう斗とはツッコミを入れなかった。ツッコミどころがありすぎて、逆に狙ねらいが定まらない。

「ど、どうしてそんな、は、破は廉れん恥ちな服を着なければならないんだ？　お、おかしいだろ」

　ひよりが、わなわなと唇を震わせている。

　そんな彼女に構うことなく、すずめが机の上に手を伸ばした。

「んじゃあ、わたしは、いちばん布が多そうな巫女服を……」

「そ、それはわたしが着るっ！」

　すずめへの対抗心、あるいは競争心、もしくは条件反射だったのだろう。ひよりが、置かれていた巫女服に飛びつき、胸に掻かき抱いだいた。

「着てくれる、ということですね？」

　ルージュが、ニッコリと笑みを浮かべた。

「あ、いや、こ、これは、つい……」

「ちょっとニョロり、その服、わたしが先に選んだんだから、わたしに着る権利が……」

「先につかんだのはわたしだ。だから、これはわたしが着る。あ、あとは、ビビ、ビキニみたいな服か、スリットが入った下品なチャイナ服じゃないか。わたしは、そんな服、だ、断じて袖そでを通さないからな。この服は、だれにも譲らないぞ！」

　ひよりが、巫女服を抱いたまま倉庫の奥へ逃げた。

　悠斗は思わず、骨をくわえて離さない、食いしん坊な犬を連想した。ルージュと初めて言葉を交わした月曜、彼女が、『食いしん坊で躾しつけのなってない獣のように、霊と視みるや否や飛びかかる』とひよりのことを評していたけど……。

　すずめが、顔をしかめながらもチャイナ服を手にとった。

「ったく、このワガママニョロりは……もう時間もないし……わたしは、これでいいわ。ん～、さすがにビキニはちょっと、ね」

「やはり、これが最後に残りましたか……仕方ありませんね。衣装をもってきたのはうちですから、ここは腹を決めて女の度胸と品位を示しましょう」

　ルージュが、ビキニ・アーマーをつかむ。

　硬質な赤いブラと、その下にあった、小さな布地は、『アーマー』と呼ぶにはあまりにも貧弱なものだ。が、

「マントを羽織れば、なんとか見み栄ばえも整うでしょう」

　ルージュが、紙袋の底から赤い厚手の布地をとり出したため、ビキニ・アーマーの「布地が少ない」というマイナスポイントが瞬時に消し飛んだ。

　マントは、彼女の肩からふくらはぎの中程まで達するほど大きなものだった。つまり、ビキニ・アーマーを身につけても、生徒たちの面前に胸もとや太ももをさらさなくてもいい、ということだ。

「ズ、ズルいぞサイレン！　そんなマントがあるなら、最初からちゃんと出しておくのが筋だろう！」

「出す前に、トリプルがその服をとったのですよ？　先ほど、その巫み女こ服を〝だれにも譲らない〟と仰おつしやいませんでしたか？」

「くっ！」

　ルージュの反論に、ひよりが悔しそうに唇を噛かんだ。

「巫女服なら、ニョロりなんかより亜あ夢むちゃんのほうが似合いそうだけどね。イメージ的に、って、なにこのスリット、ちょっと深すぎない？」

　すずめが、チャイナ服をひろげながらボソボソ言っている。

「ぴっ!?　あ、あたし、むむ、無理ですぅ」

「こ、これはわたしのだからな。亜夢くんは進行係だから、衣装は着なくてもいいはずだ」

「もうわかったから、あんたが巫女服着なさい。急いで着替えなきゃ、開幕時間がきちゃうわよ。というわけで、悠ゆう斗とくんは……」

　すずめが、悠斗にむけていた視線を、微笑ほほえみながら倉庫の入口へ移した。

　着替えるから外に出てくれ、と言いたいのだろう。

「あ、ああ、それじゃ……」

「な、なんだこれはっ!?」

　倉庫から出ようとした悠斗は、悲鳴のようなひよりの声で、「っ!?」と足をとめた。

　振り返ると、彼女が胸の前で、高さがほとんどない台形……、の赤い布地を指先でつまむようにしてぶら下げていた。

　あれは？　ひよりが着るのは、巫女服じゃなかったのか？

「サイレン、ここ、これはどういうことだっ!?　は、袴はかまというよりも、キュロットじゃないか！　い、いや、もはやミニスカートだ。上着も、なんだ、この短い裾は！　へ、ヘソまでしかないじゃないか！　こ、これのどこが巫女服なんだ？　つくったヤツは寸法を間違えたのか!?　こ、こんな……」

「文句なら、総務部に言って下さい。うちは、戦う女の衣装をリストアップしただけです」

「くぅ～っ、お役所仕事にもほどがあるぞっ！」

「あなたは、その服を着ると確かに仰いました。うちは、この耳でハッキリと聞きました。この耳で、ハッキリと、聞きました。明確な事実なので、繰り返しました」

「わたしも聞いたわよ。上下のアンバランスさがいい感じになって、ニョロりらしさが十二分に発揮されんじゃないの？　ぷぷっ」

　すぐさまルージュの味方についたすずめが、抑えきれないといった様子で噴き出した。

　亜あ夢むが、心配そうな顔をひよりにむけている。

「こ、こんな服を……」

　ひよりが、短すぎる袴はかまを握りしめたまま肩を落とした。いまにも泣き出しそうな顔だ。

「だ、大丈夫ですか？」

　亜夢の声にぼんやりとうなずきながら、ひよりがだれに言うともなしにつぶやいた。

「そ、そもそも、クリーナーは巫み女こ服で仕事はしない。しかも、こんな、下着が見えそうなほど短い……」

「今回の説明会で、エンターテイメント性を重視しようと仰おつしやったのは、確か、あなたではありませんでしたか？　だれかを楽しませようと思えば、どんなことにも虚構という名の香水をふりかけるものです」

　ルージュに続き、

「いつもは、こんな格かつ好こうしてませんからねぇ～、サービスサービスぅ、とか言ってウケを狙ねらえばいいんじゃない？　つかみはバッチリでしょ。ぷぷぷ──っっ！」

　すずめが、もうダメ……、といった感じでまた噴き出した。手も叩たたきはじめる。楽しくて堪たまらないのだろう。

　悔しそうにルージュとすずめを見ていたひよりが、不意に悠ゆう斗とへ目をむけてきた。

「ゆ、悠斗は、こんな服、どど、どう思う？」

「えっと、オレは……」

　急に話を振られ、悠斗はコクッ、とツバを呑のみ込こんだ。

　思わず、巫女姿のひよりを想像してしまう。もちろん、生足丸出しの……。

　目の毒……、というか悪くない……、というか、かなりいい……、と思う。極きわめて、個人的な感想だけど。

「き、着てる本人が自信をもってれば、なに着てもいいんじゃないか？　ひよりだったら、まあ、なんでも似合うと思うけど、な」

　とにかく、当たり障りのない意見を口にした。

　ひよりの頬ほおが、ほのかに紅あかくなった。

「そ、そうか？　悠斗は、わ、わたしに、似合うと……」

「はいはいはい、お兄ちゃん。時間がないから外に出て！」

　いきなり、亜夢にぐりっと手首をつかまれ、ぐいっと引っ張られた。そのまま、倉庫の外に連れ出される。

　妹らしからぬ乱暴さだ。




『ザ・スピリットアワー』開幕五分前。

　結局、ひよりはミニスカな巫み女こ服を着て、恥ずかしそうに倉庫から出てきた。

　黒髪を頭の後ろで束ねていたため、小さな顔が余計に小さく見える。

　真っ赤な顔をして上着の裾を懸命に下へ引っ張ってヘソを隠そうとしているが、舞台上ではいつまでも裾をつかんではいられないだろう。腕を少しでもあげれば、彼女のくびれた腹部が照明を浴びることになるはずだ。

　艶つややかで、白く、細く、引きしまった両足は、もはや隠しようもない。

　ひよりの生足を見て、悠ゆう斗とは体中が熱くなっていくのを感じた。ドキドキだ。

　左足のふとももにつけた【徒桜あだざくら】のホルダーが丸見えだが、きょうは除霊師クリーナーとして生徒たちの前に登場するのだから、それは隠さなくてもいい。はいている足た袋びと草ぞう履りがやけに浮いているが、それもまたいい。

　とても巫女には見えなかったが、独特な色気と奇妙な清らかさが放出されていたため、悠斗は彼女の姿から目を離すことができなかった。ドキドキもとまらない。舞台裏の埃ほこりっぽい空気も、なんだかピンク色に染まっているかのような気がしてくる。

「ジ、ジロジロ見るなっ」

　言われてようやく、

「お、ぁ、ああ、っとと」

　悠斗は慌ててひよりから目をそらした。と、こちらを怒ったようにジ───ッと見ていた亜あ夢むと視線がぶつかったため、なんだか怖くなって逃げるように横をむいた。

「どうかしら？」

　目に飛び込んできたのは、腰まであるスリットから覗のぞいた、白く発光しているかのようなふとももだった。

　チャイナドレス姿のすずめが、モデルのように片足を前に出し、色っぽく腰をひねってポーズをとった。龍が体に巻きついたような絵柄であるため、迫力がある。

　ふと見ると、彼女の右手首に武ぶ骨こつな腕輪がついていた。おそらく【鵺ぬえ震なり】なのだろう。

「これ、スリットが深すぎるから、下着も特別なモノなのよ？　ほら、横の紐ひもがビニール製だから、よぉ～く見ないとわかんないでしょ？」

　彼女が、ほっそりとした指先で、本来なら下着のラインが見えるであろう腰骨の下あたりを、ツツツ──ッとなぞった。

　確かに、注意して見ると透明な紐が肌にくっついている。

　衣装によって、下着も違ってくるんだな……、と考えた途端、ルージュがつけていたドクロ・マークの下着を思い出し、顔が熱くなった。

　頭を振って二日前の記憶を追い出しながら、悠ゆう斗とはあらためてすずめの姿を眺め……、思わずクピッとツバを呑のみ込こんだ。

　胸からお腹なか、そして脇から腰へのラインが見事なまでの凹凸をつくっているため、ゾクゾクしてくるような色気がたれ流しになっている。

「こほん」

　亜あ夢むの咳せき払ばらいが聞こえた。

　悠斗は、そのわざとらしさと刺とげ々とげしさにグイッと顔を押されるようにして、すずめからサッと目をそらした。が、今度は、

「マントで隠していれば、なんとか……」

　倉庫から出てきたルージュが目の前に。

　赤いマントの端を防ブ具ラの肩当てに留とめ、背にたらしている。マントを手で引っ張り、右半身を隠しているが、左半身は悠斗の目にさらされていて……。

　ビキニ・アーマーというだけあって、もう、なんというか……、ビキニだった。

　胸のふくらみは、しっかりと寄せられ、かつ、これでもかとあげられていたため、胸の谷間が、もう、なんというか……、吸い込まれそうなほど深くなっていた。

　本当に、もう、なんというか……、目のやり場に困るけど、目が吸い寄せられて、からだが痺しびれて、言葉を出せなかった。

　ルージュのぽわぽわとした雰囲気に、ビキニ・アーマーのファンタジー的なイメージがうまく重なっている。絶妙だ。

「ゆ、悠斗さん、う、うち、そんなに、変ですか？」

　ルージュが、赤マントで深すぎる谷間をあたふたと隠しながら、ぽわぽわぽわ～っと頬ほおを紅あかくした。

「い、いや、変じゃないよ。に、似合ってると思うけど、な」

「お兄ちゃんの……………バカ」

　低い声が、ドスッと背に突き刺さってきた。

　心臓が、ドキッと跳ねる。

「無駄にあふれた胸がいいのか？　ふん、そんなに脂肪の塊が好きなら、肉の脂身でも眺めてればいいんだ」

　いらついたようなひよりの声も、ガツンと背を殴りつけてきた。

「うふふふ、悠斗くんも男の子よねぇ～」

　歩み寄ってきたすずめが、横から悠斗の顔を覗のぞき込こんでくる。

　可愛かわいい女の子たちに囲まれているというのに、この追い詰められ感はなんだ？　断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの縁に立たされているかのような気分だ。

　悠斗は腕時計へ目を落とし、

「よ、よし、そろそろ時間だな。みんな、準備はいいか？」

　気合いで笑顔をつくった。

　もう、笑うしかない。




『ザ・スピリットアワー』の開幕時間を迎えた。

　悠ゆう斗とは、舞台袖そでからこっそりと講堂の様子を覗のぞき見た。

　床に直接座った生徒たちで、ぎっしりと埋め尽くされている。壁際には、多くの先生たちが立っており、中には高等部で教きよう鞭べんを執とっている先生の顔もあった。

　亜あ夢むがひとり、マイクをもって舞台の中央に立っている。

　中等部の生徒会長である妹が、午後の授業をキャンセルしてくれた先生たち、ならびに生徒たちへお礼と感謝の言葉を述べたあと、『ザ・スピリットアワー』を開催する狙ねらいを簡単に説明した。

　霊に関する基本的な知識は、ほとんどの人がもっている。だが、事細かに知っている人は稀まれであり、霊と触れ合ったことがある人もあまりいない。悪霊対策は、行政や防霊会社に丸投げの家庭がほとんど。

　悪霊に遭遇した際、運が悪かっただけとあきらめる前に、悪霊と遭わないようにするための注意点、遭遇しても無事に回避できる方法などを知ってもらいたい。

　そして、普通の霊は、少し前まで自分たちと同じ血の通った人間であり、存在する世界は違っても、助け合わなければならない隣人であることを忘れないでほしい、といったことを伝えた。

　メモを見ないでもすらすらしゃべることのできる妹が、なんだか誇らしかった。

　亜夢が、会場をあたためている最中、悠斗の後ろで、ひよりが何度も深呼吸を繰り返していた。

　服を着替える前は、余裕たっぷりだったのに……。

「亜夢ちゃん、やっぱり生徒会長って感じね」

　すずめは、落ち着いた様子で出番を待っている。

「亜夢さんに負けることなく、がんばりましょう」

　マントでしっかりとナイスバディを隠したルージュが、横目でひよりとすずめを見た。

　そしてとうとう、

『では、きょう、悪霊退治の実演をしてくださるクリーナーのおふたりをご紹介します』

　講堂に亜夢の声が響き渡った。

　ひよりとすずめは「除霊師クリーナー」、ルージュはふたりの「助手」として舞台へあがることになっている。

「よ、よし！」

　ひよりが、フッ、と強い息を吐き出してから、薄暗い舞台袖そでから明るい光の中へ飛び込んでいく。

「んじゃ、いってきま～す」

　すぐにすずめも、白いふとももを隠そうともせず、大おお股またで歩を進め、

「では、幸福な未来へ、最初の一歩を」

　ルージュも、マントに身を包んだまま歩き出す。

　シ────────────────────────────────────ン。

　ざわついていた会場が、ひよりたちの登場によって静まり返った。

　除霊師クリーナーって、どんな人たちかな？　と注目していた舞台上に現れたのが……。

　白くて細くて長い足を丸出しにした巫み女こもどき。

　厳いかつい龍の絵柄が入った、こちらも白い足をチラ見せしているチャイナ服娘。

　そして、真っ赤なマントで身を包んだ、ちょっと怪しげな女の子。

　そんな三人だったのだから、中等部の生徒たちが言葉を失うのも無理はない。もちろん、先生たちも。

『む、むかって左から、クリーナーの桜さくらヶが丘おかひよりさん、そのお隣が、同じくクリーナーの南なん條じようすずめさん、そして最後に、お手伝いをしてくれるルージュさんです。は、はい、みなさん、拍手ぅ～、パチパチパチぃ』

　パチパチパチぃ、と言いながら、マイク片手に拍手するマネをする亜あ夢むは、どこか必死な様子である。

　会場の熱を少しでもあげなければ、という思いがひしひしと伝わってくる。

　生徒会の生徒たちも、舞台の下で一生懸命に拍手をしてくれた。数人の先生たちも。

　ひよりが、小さな拍手にこたえて軽く手をあげた。すずめも、かたちのいい胸の前で手を振った。ふたりに倣ならうように、ルージュも片手をマントの下から出し、ゆらゆらと動かした。そのため、隙すき間まからビキニ・アーマー姿が見えてしまい……。

　ひと呼吸後。

　うおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっぉぉぉぉぉ!!

　生徒たち、特に男子生徒たちが雄お叫たけびをあげた。続けて大きな拍手が巻き起こる。

　舞台袖までビリビリと響いてくるような思春期男子の熱い波動に、悠ゆう斗とは身震いした。

　ビキニ・アーマー、恐るべし。




　場が盛りあがったところで、その熱気が冷める前に、とさっそく悪霊退治のデモンストレーションをはじめることにした。

　ひよりたちが、霊れい験げん局きよくからみっつの悪霊玉を借りてきてくれた。ひとつひとつに、捕獲した悪霊が五体ずつ入っているという。

　本来、霊的エネルギーの研究を行うためにつかう道具だと聞いたが、今回は特別に許可をもらい、こうして『ザ・スピリットアワー』で使用させてもらうことにした。

　悪霊玉に霊的なショックを与えれば、悪霊を解き放つことができるという。

　舞台上で悪霊を解放し、それをひよりとすずめが消滅させる、という簡単な流れだ。

　もし、悪霊が生徒たちに牙をむけるような事態になっても、ルージュが素知らぬ顔をして水弾で狙ねらい撃ちする手はずになっている。もちろん、決してそうならないよう、事前に舞台と生徒たちの間に簡易結界線を引いている。

『まずは、桜さくらヶが丘おかさんが悪霊退治の実演をしてくださいます』

　亜あ夢むの声にこたえ、ひよりがふともものホルダーから【徒桜あだざくら】の柄つかを抜きとった。

　次の瞬間、炎の刀身が現れる。

　おおおぉ～っと会場がどよめいた。

　ルージュが、悪霊玉を舞台中央に放ほうった。彼女が突然変異霊ミユーテストであり、しかも上位精霊ヴアルゴであることは、もちろん学院側には報しらせていない。だから、観みている側には、助手の女の子がボールのようなモノを投げたようにしか見えなかったはずだ。

　ルージュが、それとなく悪霊玉に霊的なショックを加えていることまでは、わざわざ説明しない。

　キッチリと五体の悪霊が出現した。途端、ひよりが流れるように動いた。

「ハァッ！」

　五体の悪霊たちが、炎色の太い線でひとつにつながれた。悠ゆう斗との目には、そう映った。

　直後、悪霊たちが、五体同時に消滅する。

　生徒たちが、またどよめいた。

『す、すごいですね。瞬まばたきしちゃった人は、見逃してしまったのではないでしょうか？　目にもとまらない早はや業わざでした』

　亜夢の言葉に続き、生徒たちが大きな拍手をしてくれた。

　ひよりが、どこか慌てたように、【徒桜】の柄をホルダーに戻し、ぺこぺこと何度も頭を下げながら舞台の脇に寄った。上着の裾を、ぎゅ─っと下に引っ張りながら。

　恥ずかしくてたまらないのだろう、顔を真っ赤にしている。

「ったく、見せ方もなにもあったもんじゃないわね。早く終わらせすぎよ」

　すずめが、ぶつぶつ言いながら右手を振った。と、武ぶ骨こつな腕輪が、ジャキ─ン、と瞬時に棒状となり彼女の手に収まった。

『さあ、続いては南なん條じようさんです。よろしくお願いします！』

　亜夢の声でまた、ルージュが二個目の悪霊玉を放った。

　ひよりのときと同じように、五体の悪霊が現れる。

「さあ、こっちよ！」

　すずめが、大きな声を張りあげた。

　悪霊は肉声に強く反応するため、五体とも視線を擦こすりつけるようにして、すずめに顔をむける。

　すずめが、まるで親しい友人へ歩み寄るかのように、両腕をひろげていちばん近くにいた悪霊へ近づいていく。

　悪霊のほうはもちろん、生者に好意などもってはいない。穢けがれきった魂のうちにのたうつ感情は、悪意と敵意と憎悪ばかりだ。

　悪霊の一体が、すずめの顔に手を伸ばした。

　会場から、いくつかの悲鳴があがった。

「ふん、わざとらしい」

　舞台の端にいるひよりのつぶやきは、悠ゆう斗とにしか聞こえない。

　刹せつ那な、すずめが、悪霊の額に棒状の【鵺ぬえ震なり】を打ち込んだ。と、思ったときにはもう、【鵺震】の形状が変化していた。

　すずめの身長よりも長い……、薙なぎ刀なただ。

　腰を低くした彼女が、薙刀の柄つかを脇に挟み、片足を軸にして独こ楽まのように回転した。

　最初の一体に続き、二体が消し飛んだ。

　また、【鵺震】が姿を変えた。

　棒から薙刀へ、そして……………、ヌンチャクへ。

　ヒュンヒュンヒュン、と空気を切り裂きながらヌンチャクを巧みに操り、空気だけでなく悪霊も切り刻む。

　最後の一体には、バットだった。武具ではなく、野球選手がつかうスポーツ用品だ。

　すずめが、チャイナ服のスリットから大きく足を出し、バットを大振りした。

　舞台上の悪霊が、ゼロになる。

【鵺震】はまさに、変幻自在の霊具と言えるだろう。その分、扱いも難しいはずだが。

　そんな【鵺震】は、悪霊が消滅した途端、もとの腕輪に戻っていた。

　武ぶ骨こつな腕輪をつけた右手を、すずめが高々とあげた途端、わあああああぁぁ[image: ][image: ][image: ]っ、とひよりのとき以上に大きな歓声があがった。

「ふ、ふん、悠長に斬きってもいいなら、わ、わたしだって……あのくらい……」

　大歓声に押し流され、ひよりの負け惜しみは悠斗の耳にしか届かなかった。




　最後の悪霊玉には、ひよりとすずめのふたりで対応する、と事前に決めている。

　ひとり、悪霊二体ずつ。残った一体は、ふたりで同時に攻撃を加える。抜け駆け厳禁。

　ふたりに約束してもらった。そうしないと、舞台上で「自分がやる」とケンカをはじめるかもしれないから。

『それでは、桜さくらヶが丘おかさんと南なん條じようさんのおふたりで、実演のしめくくりをしていただきます』

　スピーカーからもれた亜あ夢むの声が、講堂の空気に染み渡っていくのを待つかのように、ルージュがしばらく間を置いた。

　そして、ぽやぽやと微笑ほほえみながら、「いきますよ？」と最後の悪霊玉を放ほうった。

　もはやお約束。五体の悪霊が姿を………、

「え!?」

　悠ゆう斗とは、驚きの息をもらした。

『あ……』

　亜夢の驚きは、マイクがしっかりと拾っている。

　現れた悪霊は、四体。その中に普通の霊が一体、交ざっていた。悪霊化していないことは、ひと目でわかった。霊体からだが透き通っているし、まだ両の瞳が穢けがれていないから。

　悠斗やひよりと同い年くらいだろうか、毛先が肩に届くほどの茶髪で、体の線が病的なほど細い、半はん袖そでとショートパンツ姿の少女霊だ。

　四体の悪霊が迷うことなく、少女霊に群がっていく。

　きゃああっ！

　少女霊が、生者には聴こえない悲鳴をあげた。彼女の姿は当然、先生や生徒たちには視みえていない。

「くそっ、どうして……」

　ひよりが、打ち合わせ通り二体の悪霊を斬きり捨てた。

「雑な捕獲の仕方ね。普通霊が交ざってんじゃない！」

　すずめも、【鵺ぬえ震なり】を鞭むちにして、あっさりと二体を消し飛ばす。

　結果的に、悪霊の牙から少女霊を守ったことになるけど……、ひよりもすずめも除霊師クリーナーだから……。

　悠斗は、彼女たちの出方を窺うかがった。

　あっさりとした結末に拍子抜けしたのだろう。生徒たちの拍手は、それほど大きなモノではなかった。少女霊が視えていないのだから無理もない。

『えっと、えっと……』

　亜夢が、身を縮めている少女霊と生徒たちの間で、何度も視線を往復させている。

　予定通りに実演を終了し、霊部省のＰＲビデオの上映に移るべきか否か、迷っているのだろう。

　悠斗は、とにかく少女霊を連れ出そうと舞台にむけて足を踏み出した。が、

「サイレンっ!?」

　ひよりの叫びに、足をとめた。

　ルージュが少女霊を抱き寄せ、壁の中へ消えてしまったからだ。

　生徒たちがどよめいた。「スゲ──っ！」という驚嘆の叫びも聞こえる。拍手も。

　ひよりとすずめが、悠ゆう斗とのいる舞台袖そでに駆け込んできた。ひよりは【徒桜あだざくら】を、すずめは【鵺ぬえ震なり】を手にしたままだ。

　悠斗は、亜あ夢むへチラッと目をむけた。

　妹が、素早くうなずいてくれたのを確認するなり、ひよりたちの背を追った。

『あ、悪霊もルージュさんも、見事に消えちゃいましたね。悪霊はともかく、ルージュさんはどのようなトリックをつかったのでしょう？　あとで訊きいてみたいと思います。それでは、颯さつ爽そうと退場した桜さくらヶが丘おかさんと南なん條じようさんに盛大な拍手を！』

　舞台裏手の廊下にまであふれてくる拍手を背に、悠斗は走った。




　上靴のまま裏口から外へ飛び出すなり、悠斗は足をとめた。

　ひよりとすずめが、五メートルほどの距離をあけ、ルージュと対たい峙じしていたからだ。

「その霊は、斬きらなければならない」

　ひよりの言葉で、ルージュが抱いていた少女霊を自分の後ろに押しやった。

「この子は、うちが霊街に連れていきます」

「霊街に入っても、それが救いになるとは限らない」

「現世を彷徨さまようよりずっといいでしょう」

「昇天したほうがいいに決まってる」

「霊街に置き、自主的に昇天するのを待とうという思いやりはないのですか？」

「その間、苦しむことになるんだぞ？」

「苦しむ、と決まったわけではありません」

「決して苦しまない、という保証があるわけでもない」

「あなたはどうして、いつもそう短絡的なものの見方しかできないのですか？」

「短絡的、と思われても仕方がないのは自覚している。しかしわたしは、人間が完璧ではないからこそ、持論を貫き通さざるをえない。人間が完璧ではないのなら、生前の影響を色濃くうけている霊も同じように完璧とはほど遠い。完璧ではない人間が、完璧ではない霊を生み出し、穢けがれのない次元の狭はざ間まに集まったところで、なんの解決にもならない。霊は、穢れて悪霊になる前に、大いなる理ことわりの流れに戻してやるのがいちばんだ」

「話し合いの余地ナシ、ということですか？」

「話し合いには、いくらでも応じよう。だが、その霊を斬ったあとで、な」

　ひよりの言葉に、ルージュが顔をしかめた。

　ゆっくりと横に移動していたすずめが、

「ルージュ、気持ちはわかるけど、わたしもニョロりもクリーナーなの。それなりにプライドもあるわ。無理やり消滅させるのが嫌なら、わたしに任せてみない？　この身に憑つけて、昇天するように説得してみせるから」

「すずめのやり方は、霊に生前を思い出させ、いたずらにつらい思いをさせるだけだ」とひより。

「南なん條じようさんのやり方は、説得というよりも誘導ですから、本当に霊が自ら昇天したとは言えません。やはり、霊街で自然の流れにまかせるのがいちばんいい方法です」とルージュ。

　すずめが、ひよりとルージュそれぞれに苦い顔をむけている。

　三者三様の「霊を昇天させる方法」がぶつかり合う。

　ひよりは、「無理にでも昇天させる！」という姿勢を崩さない。

　すずめは、「霊が昇天するようにしむけよう」という考え方。

　ルージュは、「霊が昇天するまで待ちましょう」である。

「彷徨さまよえる霊を昇天させたい」という想おもいは、みんな同じなのに……。

　悠ゆう斗とは、ルージュの背後でおろおろと周りを見回してる少女霊を視みた。

　彼女はいま、自身がどのような状況下に置かれているのかわかってるのだろうか？

　自分が死んだことを理解しているのか？

　現世にどのような未練があるのだろう？

　様々な疑問が湧わきあがってくる。

　他にも……。

　若くして、どんな亡くなり方をしたのか？　家族はいるのか？　友だちはいるのか？　打ち込んでいることはあったのか？　将来の夢はあったのか？

　考えていると、鼻の奥がツ─ンと痛くなった。目の奥が熱くなる。

　悠斗は目を凝らした。

　霊い糸と……、のようなモノは視えない。

　悠斗は以前、幸こう田だ正おさ夢むという五歳くらいの男の子を助けたことがある。あのときの彼は、生身の肉体と霊糸でつながった生き霊だった。

　でも、ルージュの後ろにたたずんでいる少女霊の霊体からだのどこからも、霊糸は伸びていなくて……。

　ひよりとすずめも、霊糸が視えず、完全な霊だとわかっているからこそ、ルージュと対立しているのだ。

　そのくらい、わかってる。わかってるけど……。

　ひよりが、火の粉を振りまく【徒桜あだざくら】を正面に構えた。

「サイレン、いい加減にしておけ。これ以上、わたしを怒らせるな」

　ルージュが、赤いマントを外して横に放ほうり投げた。ビキニ・アーマー姿が、午後の光に白く浮かびあがる。

　だらりと垂らした彼女の両腕、その先、細い一〇指から水滴がしたたりはじめた。

「トリプルこそ、うちと本気で戦やり合う覚悟はありますか？　前にぶつかったときのように、ここにはとめてくれる九く九く狼ろうさんはいないのですよ？」

「あのとき部長にとめられなければ、斬きられていたのはサイレンのほうだ」

「ヒナ鳥は、親鳥の翼で守られていることに気づかないものです」

「ふん、わたしをヒヨコ扱いか？　ヒヨコに斬られて泣きを見るなよ」

「聞きわけのない小娘こには、お仕置きが必要ですね」

　ひゅん。

　ジュッ。

　意外にも、先に攻撃したのはルージュだった。水弾を飛ばし、ひよりがそれを炎の刀身でうけとめたのだ。

　水弾は一瞬で蒸発した。が、ルージュが放ったのは一発だけだ。それも、ほんの軽く、様子見のジャブといった程度の威力で。

　おととい、スペードの霊体からだをボロボロにし、それどころか道路や車までグチャグチャにしてしまうほどの量と破壊力の水弾を彼女が放てば、ひよりも無事ではいられないだろう。

　とめなきゃ。

　悠ゆう斗とは、ひよりとルージュを結ぶ直線上に飛び込んだ。

　ひよりが踏み込み、ルージュが水弾を放つタイミングが、それと重なった。

　炎で腕を斬られ、水で顔面をぶたれた。

「ぉわっ!?」

「ゆ、悠斗っ!?」「悠斗さん!?」「ちょ、悠斗くんっ!?」

　ひより、ルージュ、すずめの叫びが重なった。

　悠斗は両腕を左右にひろげて、ひよりとルージュの肩をそれぞれつかんだ。

　自分のからだには、なんの痛みもない。腕には〝なにか触った？　〟といった微熱を、顔には〝コップで水をかけられた〟程度の冷たさを感じただけだ。制服の胸もとが少々濡れたが、なんの問題もない。

「あ、危ないじゃないかっ！」

【徒桜あだざくら】を素早くふともものホルダーにしまったひよりが、悠斗の腕に手を当て、炎の刀身がぶつかったあたりに顔を近づけた。

「嫌な感じはないか？　気分はどうだ？　意識は……」

　どこか狼狽うろたえた様子で、悠斗の目を覗のぞき込こんでくる。

「しっかりしてるようだな」

「大丈夫。なんともないから……」

「ったく、〝徒桜〟でも破壊できない防霊力とは……恐れ入るな」

　ようやくひよりが、ホッとしたように微笑ほほえんでくれた。

　悠ゆう斗とはここで、

「仲間同士でケンカするなって」

　つかんでいたひよりとルージュの肩を、そっと離した。

「悠斗さん、その能力、は……」

　ルージュが、目を見開いている。水弾を顔面にうけてもケロッとしている相手を前にして、驚きを隠せないようだ。

　悠斗は、手で顔をぬぐいながら、

「仲よくしろよ、な？」

　とにかく笑った。

　ピリピリした雰囲気にしたくなかったから……。

　だが、そんな悠斗の思いはすぐに消し飛ばされた。ひよりが、ふともものホルダーから再び【徒桜あだざくら】を抜き放ったからだ。

　噴き出す刀身ほのおが、悠斗の視界を赤に染めた。

　ケンカを再開する気かっ!?

「お、おい、や、やめ……」

「スペードっ！　降りてこい！」

「ろ、って……え？　スペード？」

　悠斗は、ひよりがにらみつけている先へ反射的に顔をむけた。

　講堂の屋根、その縁にスペードが片膝をつき、自分たちを見下ろしていた。いつものムカつくにやけ面だ。

　悠斗はすぐに気づいた。

　左腕は、肩からすっぱり切り落とされていたはずだ。それなのに、上腕部がほんのわずかに生えている。目測だから、正確な長さまではわからない。それでも、腕が再生していることだけは確実だ。

　時間が経たてば、もとに戻るのか？

　ひよりとルージュが、悠斗の前に出た。

　すずめが手にしていた【鵺ぬえ震なり】は、すでに鞭むちの形状に変化している。離れた場所からでも、スペードを捕らえる準備を整えているのだろう。

「あっ」とルージュが、慌てた様子で講堂のほうへ駆け出した。建物がつくる影の中に、少女霊がぽつんと立っている。寄よる辺べもなく、ぽつんと。独り、ぽつんと。

　悠斗は凝視みた。

　少女霊の姿が、透明度を増していた。かろうじて髪型、目鼻の位置、顔の輪りん郭かく、体の線がわかる程度で、風が吹けば消えてしまいそうで、触れると掻かき消えてしまいそうで……。

　どうして？　なにがあった？

「悠ゆう斗と、スペードから目をそらすな。ヤツの接近に気づくのが遅れたら、ただではすまないぞ」

　悠斗は、慌てて講堂の屋根を見あげながら、

「女の子、消えかかって………昇天するのか？」

「霊の世界は弱肉強食だ。戦うことも、逃げることもできなければ、悪霊や邪悪なミューテストの餌え食じきになるだけだ。たとえ喰くわれなかったとしても、愚かしい痴ち霊れいに成り下がり、徐々に悪霊化の道をたどることになる」

「餌食って、まさか……」

「スペードはおそらく、わざと喰い残したんだろう」

　悠斗は、スペードのにやけ面を、そして、わずかに再生している左腕に視線を突き刺した。わざと食い残した理由は？

　すずめが素早く腕を振り、鞭むちの先でピュンと空気を切った。

「はらわたが煮えくり返るほど悔しいけど……これが現実よ。スペ公のヤツ、穢けがれを感う染つして、遊んで……」

　鞭を警戒したのだろうか、スペードの姿がスッと消えてしまった。

　すずめの言った『穢れをうつして』の意味は？

　悠斗は、その質問を後回しにして、動かないルージュに目をむけた。

　彼女はいま、少女霊のそばで足をとめ、食い入るようにその姿を見つめている。

　ちょっと目を離した隙すきに、邪悪な突然変異霊ミユーテストが少女霊の力を大きく削りとっていった。

　ひよりと争っていたのは、本当に、わずかな時間でしかなかったのに……。

　悠斗は、剥むき出だしになっているルージュの肩が、小さく震えていることに気づいた。

　数歩だけ近づき、彼女の顔を横から覗のぞき込こむ。

　水色の瞳を強こわ張ばらせ、唇をぎゅ[image: ][image: ]っと引き結んでいた。

「サイレン……………いいか？」

　いつの間にか、ひよりがすぐ横に立っていた。

『………いいか？』って、なに？

　ルージュが、カッと目を見開き、ひよりをにらみつけた。が、口を開こうとしない。あらゆる怒りの言葉を胸に秘め、罵ののしりの言葉を呑のみ込こみ、ただただ空色の瞳と紅あかい唇を震わせているだけだ。

　ひよりが、【徒桜あだざくら】の切っ先をわずかにあげた。

　斬きるのか？

　そんな悠斗の視線をうけ、ひよりが感情の薄い声で説明してくれた。

「彼女は、スペードの霊ど毒くをうけたため、あと一時間もせずに堕だ正せいする。霊街に入っても、堕だ正せいしたミューテストからうけた穢けがれは、すぐにとり除けるレベルじゃない。残念だが、救う方法は………ひとつだけだ」

　つまり、少女霊を救うためには、斬きるしかない……、と。

『穢れをうつして』というすずめの言葉が、ここでようやく『穢れを感う染つして』と意味をもち、悠ゆう斗との胸に落ちてきた。つらい言葉だ。

『ありがとう』

　不意に、少女霊が口を開いた。

　か細い、注意していないと聴きもらしてしまいそうな小『声』である。

『わたしの存こ在と、気づいてくれて』

　少女霊の薄い唇が、ほんのわずかにほころんだ。そして覚悟を決めたのだろうか、そっとまぶたを閉じ、その裏から空を透かし見るように細いアゴをあげた。続けて、胸の前で手を組んだ。これから出会うかもしれない天上に座すだれかへ、祈りを捧ささげるように。

　間を置くことなく、悠斗の目に紅あかい炎せ線んが焼きついた。

　少女霊の霊体すがたが散り、欠片かけらが音もなく消えていく。

　すぐにルージュが、唇をぷるぷると震わせながら、

「ご、ぉ、べ、ぇな、さぃ」

　聞きとりづらい音をもらした。

　気持ちをうけとめてくれる相手は、もう、いない。

　かける言葉が見つからず、悠斗は黙ってルージュの横顔を見ていた。

　炎の刀身を消した【徒桜あだざくら】を握ったまま、ひよりがどこか気まずそうにチラチラとルージュの様子を窺うかがっている。

「この建物、防霊設備がしっかりしてるみたいだから、亜あ夢むちゃんは安全だと思うけど……念のため、わたし、中に戻ってるわね」

　すずめが片手をひらひらさせながら、逃げるように講堂へ戻っていく。が、裏口のドアを閉める間際に、

「泣きたいときは、大泣きしちゃったほうがいいかもよ？」

　そんな言葉を残していった。

　彼女がドアのむこうに消えた直後、

「ま、守ってあげられなくて、ごぉ、ごめんなさい！　助けてあげられなくて、ごめんなさいっ！　ごめんなさいっ！」

　ルージュが、顔を両手で覆おおって叫んだ。そしてすぐに、

「ぁぁあああ、ぅぅあ、あ、ふぁ、ぁ、あああああああああああああああああああっ！」

　大泣きをはじめた。

　悠斗は、ひよりと顔を見合わせることしかできなかった。





第六章　ピピピピピピピピピピッ




　一七時を回った。

『ハピネスハイツ』の一○三号室には、『ザ・スピリットアワー』がまずまずの成功を収めたことによる達成感など微み塵じんもなかった。

　どよ～んとした空気に包まれている。

　集まっているのは、悠ゆう斗と、亜あ夢む、すずめ、ルージュの四人。

　ひよりが、この場にいない。

　ルージュが、ぽやぽやっとした瞳にはあまり似つかわしくない怒りを宿し、「そもそも霊とは！」と声にも怒りを滲にじませ、テーブルをぴしゃんと叩たたいたあと語りはじめた。

「この宇宙を満たしている神秘的なエネルギーの一部が、たまたま、本当にたまたま、奇跡的にひとりの人間として結晶し、集団の中における必要不可欠な個人としての人生を経たあと、再び神秘的なエネルギーへと戻っていく流れにおいて、不幸にも因果系列から外れてしまい、なんらかの引っかかりをとり除くことができなくなってしまったため、やむなく、本当にやむなく、肉体をもたない存在として、現世に在留あるにすぎません」

　彼女の語りはとまらない。

「一生をかけて〝死ぬこと〟を学ばなければならない人の身でありながら、神秘的なエネルギーの流れに手を突っ込むようなマネをするなんて、とても不遜なことだと思います。とても、不遜な、ことだと、思います。極きわめて憤っているため、繰り返しました」

　悠斗と亜夢は、ただうなずくことしかできない。

　すずめだけが、

「ま、〝神秘的〟とか〝たまたま〟とか〝奇跡的〟とか、未知なる部分が多すぎるから、結局は〝よくわかんない〟ってことになって、〝よくわかんないから重要じゃない〟ってことになっちゃうのよね。〝重要じゃない〟って表現がマズいなら、〝自分流に考えてもいい〟と言い換えてもいいわよ。概念が固定してないなら、その対処法も固定するはずがないもんね。〝因果系列〟って、それこそ世界や集団の中で複雑すぎるほど複雑に交こう錯さくしまくってんだから、人間の認識力で把握できるはずもないし。つまるところ、〝霊の対処法は人それぞれ〟ってことよ」

　自分なりの意見を口にしている。

　聞きようによっては、ひよりを弁護しているようにも捉とらえることができるけど……。なんだか難しいことを言ってるから、よくわからない。

『ザ・スピリットアワー』終了後、布地の少ない衣装を着替えて中等部の職員室へお礼にいき、ぜひ第二回もやってくれ、なんなら学校行事に組み込んで定期的に……、という話までしてもらったあと、返事を保留して『ハピネスハイツ』にみんなで帰ってきたのが、およそ三〇分前。

　一○二号室で私服に着替え、新しくとりつけたドアを通って一○三号室にやってきたのはすずめだけ。

　ひよりはいまも、隣家ならぬ隣室にいる。ルージュと顔を合わせたくないのだろう。

　ふよふよ～。

「ん？」

　出現は、突然だった。

　一○二号室側の壁から、チビひよが小さな顔を覗のぞかせていた。そのまま、ふよふよと宙を進み、悠ゆう斗とたちに近づいてくる。

「どうした？　霊体なんか飛ばさないで、こっちにくれば……」

　くいっ、と横に座っていた亜あ夢むに腕を引かれ、悠斗は途中で言葉を呑のみ込こんだ。

「？」

「お兄ちゃんは、聞いてるだけでいいと思うよ」

　よくわからないけど、妹がそう言うなら、と悠斗は口をつぐんだ。頭の高さに降りてきたチビひよの動きを、黙って目で追うだけにする。

　すずめも、心得たような顔でチビひよを静かに見つめている。

　チビひよとルージュが、視線をぶつけ合う。

　間を置くことなく、チビひよが口を開いた。

『サイレン、聞いてほしい』

　トーンの高い霊こ声えに、ルージュが「聞きましょう」と、座ったまま背筋を伸ばした。そんな彼女の瞳は、いまもまだ怒りを溜ためている。

　チビひよが、ふよふよと宙に浮いたまましゃべりはじめた。

『お互い、現世を彷徨さまよう霊魂を救いたいと思っているのに、その方法が大きく異なっている。わたしは、霊たちの苦しみを速やかに消してあげたいと考えているが、サイレンは霊たちの苦しみをうけとめつつも、自然の流れに委ねるべきだと考えている。どちらが正しいとか正しくないとか、そんなことを決めたいわけじゃないんだ。つまりだな……』

　あ～、その～、う～、とチビひよが、丸っこい手を上下に動かしはじめた。次の言葉を絞り出すのに苦労しているようだ。

　それでもルージュは、聞く姿勢を解かなかった。

　亜夢もすずめも、チビひよが再びしゃべりはじめるのを待っている。

　悠斗は、心を静めた。

　亜夢が『お兄ちゃんは、聞いてるだけでいいと思うよ』と言った理由がわかったから。

　ひよりは、勇気を出したのだ。勇気を出して、考え方の違う相手との距離を埋めるために動いたのだ。

　固い性格で、寂さみしがり屋やで、そして気づかいの細やかなひよりは、ルージュの涙になにかを感じ、思いを巡らせたに違いない。だから、こうしてチビひよを飛ばし、相手に語りかけている。きっと、面とむかってだと恥ずかしかったのだろう。

　う～、と唸うなっていたチビひよが、とうとう意を決したように胸を張った。

『つまり、わたしが言いたいことは……お、お互い、きちんと言葉を交わし、妥協できるところは妥協しよう、ということだ』

「話し合って妥協点を探っていく、ということですか？」

　ルージュが、ようやく言葉を発した。彼女の瞳に満ちていた怒りが、わずかにうすらいでいる。

　チビひよが、まるっとした両腕を礼儀正しくからだの前に添え、ちょこんと可愛らしく頭を下げた。

『今回は、わたしが全面的に悪かった。霊を確保したのはサイレンなのに、横から口を挟み、自分のスタイルを強引に押し通そうとした。どうか、わたしの過ちを許してほしい』

　頭を下げたまま、チビひよがふよふよとバックをはじめた。そしてそのまま、壁のむこうに消えてしまう。

「ひよりが、謝った、な……」

　悠ゆう斗とは、亜あ夢むと顔を見合わせた。












「これで仲直り、ってことだよね？」

　妹の言葉に、すずめが肩をすくめた。

「ほんとにもう、ニョロりらしいわね」

　呆あきれたような、それでもどこか嬉うれしそうな表情だ。

　チビひよが消えた壁を、ルージュがジッと見つめている。

　カチャ、と微かすかな音が聞こえた。

　みんなが、いっせいに音のした方向へ顔をむける。

　きのうとりつけられたばかりのドアが、わずかに開いていた。その隙すき間まから片目だけを覗のぞかせたひよりが、悠ゆう斗とたちの様子を探るように見ている。ジ───────ッと。まるで、巣穴から外界へ出ることを怖がっている小動物のように。

「うちは、行動力を重視する女です。こうと決めたら、躊躇ためらうことなく動きます」

　言うなり、ルージュが素早く立ちあがり、ドアへ歩み寄った。

　押し開けられたドアのむこうから、ひよりが引っ張り出される。ルージュにしっかりと手を引かれて。

「謝らなければならないのは、うちのほうです。あなたに、とても嫌な役回りを押しつけてしまったのですから。あそこで、霊を理ことわりの流れへ誘いざなうのは、うちの役目だったのに……今回は、〝嫌なことから逃げてはならない〟ということを教えてもらいました」

　顔を紅あかくしたひよりが、目を細めて微笑ほほえんでいる。

　亜あ夢むもすずめも、頬ほおをゆるめている。

　心地いい空気が、ゆっくりと部屋に満ちていく……、けど……、と悠斗は微かな違和感を覚えたため、ルージュの表情にそっと意識を寄せた。

『嫌なことから逃げてはならない』と口にしたときだけ、彼女の視線が確かに妹へむけられた。その目に、〝なんらかの痛み〟がチラリと見えたような……。

　気のせいだろうか？




　ピピピッ、ピピピッ、ピピピッ、ピピピッ、ピピピッ、ピピピッ、ピピピッ、ピピピッ。

　木曜日の朝。六時にセットされた目覚まし時計の電子音で、悠斗は目を覚ました。

　ピピピッ、ピピピッ、ピピピッ、ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピッ。

　しつこく鳴り続ける音で、眠気が急速に覚めていく。

「亜夢？」

　毎朝、亜夢が先に布団から出る。その後、手早く朝食をつくり、六時半頃になってからやさしく悠斗を起こしてくれるのだ。

　妹ばかりに負担をかけているようで申し訳ないから、悠斗も朝食の準備を手伝おうとしたことがあるのだが、『お兄ちゃんは寝てていいから！』と怒られたため、いつも起こされるまで枕から頭をあげない。

　それなのに……。

　耳障りな電子音に引っ張られるように布団から這はい出た悠ゆう斗とは、仕切りのむこうを覗のぞき込こんだ。が……。

「あれ？」

　亜あ夢むの姿はなかった。ルージュもいない。

　ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピッ。

　頭の中で、なにかが跳ね回っている。

　ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピッ。

　うるさいな。

　ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピッ。

「おい、どうした？　目覚まし、どうして鳴らしたままにしてるんだ？」

　ドアが開き、一○二号室からひよりが顔を出した。目が半分閉じてるし、頭の右側には寝癖がついている。

「あ、ごめん」

　悠斗は慌てて、妹の枕のそばに置かれた卵形の目覚まし時計に手を伸ばし、電子音を消した。

「亜夢くんとサイレンは？」

　ひよりが、亜夢の布団から素早く室内に視線を移した。ひろいとは言えないワンルームマンションだから、どこにいてもすぐにわかるはずなのに……。話し声も、足音も、なにも聞こえない。

「起きたら、ふたりともいなくて……」

　悠斗の言葉を聞くなり、ひよりがなんの返事もなくドアのむこうに顔を引っ込めた。

　一瞬だけ見えた彼女の険しい表情が、なんだかとても気になった。




　ひよりが、霊波探知部の知人から情報を得てくれた。

　彼女の説明によると、亜夢とルージュは二時間ほど前、ふたり連れ立って第一八霊街に入ったという。二時間前なら、午前四時頃ということになる。

　霊部省が把握している霊街は二九カ所あり、第一八霊街は『ハピネスハイツ』からさほど遠くないことを教えてもらった。

　加えて、未明に霊力保管部の特別チームが動いたという。

　おそらく、むかった先は第一八霊街だろう、というのがひよりとすずめの共通した見方だった。

　霊力保管部は、九く十じゆう九く里り浜はま九く九く命みが部長を務めていたはずだ。すずめが「ケロみ」と呼んでいる彼女の目的は？

　特別チームは、そのときどきの案件によってメンバー編成が変わるため、どのような性格のチームなのか霊波探知部にもわからないという。

　一昨日の放課後、亜あ夢むが霊街のことに軽く触れたけど……。

『人間は入らないほうがいいみたいだけど、霊たちは四九日すぎても穢けがれないから、悪霊にならずにすむんだって』と軽く流した程度だったから、そこが危険な場所かどうかさえもわからない。

　ひよりとすずめが、あらためて霊街のことを説明してくれた。

　人間界と霊界の間にあり、一部の霊たちが昇天するまでそこで過ごすことから、局内には「待機所」と呼ぶ者もいる。

　霊街で生活している限り、霊たちは悪霊化することはない。

　生身の人間が霊街に入れば、霊的波長に慣れるまで、およそ一〇分ほど視力を奪われた状態となる。

　そして、「これだけは絶対に忘れるな」と念を押されたあと、五時間以上霊街にとどまれば魂が肉体から剥はく離りしてしまう、ということもつけ加えられた。

　ルージュが言っていたことも思い出す。

『ヴァルゴとしての訓練を行うため、亜夢さんを霊街に連れていきたいと思います』

　もしかしたら、純粋に訓練目的で妹を連れていったのかも。

　でも、どうしてなんの断りもなく、しかも真夜中に家を出たのだろう？　そして、霊力保管部はどうして特別チームを出動させたのだろう？　いったい、なにが起こってる？

　わからないことだらけだが、とにかく亜夢とルージュを追いかけよう、ということで話がまとまった。




　悠ゆう斗とは学校をサボり、ひよりとすずめの案内で第一八霊街へむかった。

『ハピネスハイツ』から徒歩一〇分もかからない場所にある龍りゆうヶが峰みね商店街への道を三分ほどで走り抜けた。

　このあたりは、第一〇から一八までの霊街が半径一〇キロ圏内に密集しているという、全国でも稀まれな多霊脈交差地域らしい。

　第一八霊街は、その中で最北端に位置している、と走りながらも息をほとんどきらさないひよりが、「この業界の常識だ」と教えてくれた。

　商店街の中程で、ひよりがようやく走る速度をゆるめた。

「第一八霊街の出入口は、いくつかある。霊保の特別チームは、おそらく東側の入口から入ったはずだ」

　彼女の言葉に、悠斗は黙ってうなずいた。

　東側と言われても、よくわからない。霊街の出入口も、出入りの方法も、なにも知らないのだから。

「ニョロり、あんたこの前、ケロみのヤツが怪しい試作品をつくったとかどうとか言ってたでしょ？　なんか臭におわない？」

　すずめが、そんなことを言いながら目の前の古本屋に入っていく。

　狭苦しい店内には本棚が密集しており、通路のあちこちにも本の山ができているため、からだを横にしないと通れない。古紙の匂においと埃ほこりと圧迫感で、長くいると具合が悪くなりそうだ。

「確かに臭うな。だが、九く九く命みとサイレンにどんなつながりがある？」

　ひよりも、本棚の間へからだをすべり込ませた。悠ゆう斗ともついていく。

「ケロみは、霊う対ちの部長の孫娘。ルージュは部長の戦友ともだちじゃない」

「部長つながり、か。よくわからないが……」

「霊街に入れば、わかるでしょ」




　古本屋の奥に、しわくちゃの老婆が座っていた。リアルな置物か？　と思ってしまうほど、生気もなければ動きもなかった。が、ひよりが霊部省の身分証を見せると「あいよ」と言葉を発したから、ちゃんと意識があり、呼吸もしていたらしい。もしかしたら、『あいよ』とこたえるだけのリアルな置物かもしれないけど。

　ひよりとすずめが、そんな老婆の後ろにある引き戸を開け、ずかずかとさらに奥へ進んでいく。

　悠斗は、「ども」と老婆に会釈したあと、彼女たちのあとを追った。すぐに後ろから、「がんばりぃよ」と声が聞こえた。




　引き戸を抜けた先は、人ひとり通るのがやっとといった狭い通路だった。しかも暗くて、足もとがよく見えない。それでも悠斗は、歩調をゆるめなかった。ひよりとすずめの影、そして足音と息づかいを懸命に追った。

　気を抜けば、瞬またたく間まに置いていかれそうな気がした。

　通路を右に曲がり、左に折れ、そしてまた……、と歩き続けているうちに、どこをどう歩いているのかわからなくなった。距離にしたら、間違いなく一〇〇メートル以上は進んでいるはずだ。小さな古本屋の奥が、そんなにひろいはずがない。

　なにかが変だ。

　そう思いながらも、悠斗は前をゆくふたりの気配から意識を離さなかった。




　暗い通路を、足早に三分ほど進んだところで、ひよりとすずめがようやく足をとめた。

　目の前にぼんやりと見えるのは、古本屋の奥にあったのと似たような引き戸だった。ニスの色もはげ落ち、ボロボロだ。

　ひよりが、そのドアを開けた。奥に見えたのは、積み重ねられた段ボールの山だった。「ミカン」や「洗剤」や「農協」といった文字がうっすらと見えた。

　いきどまり？

　どういうつもりなのか、ひよりがドアを閉めた。

　すずめが黙ってそれを見ているから、悠ゆう斗とも疑問を口にはしない。

　ひよりが、再びドアを開けた。

　あふれ出てきた乳白色の光に、悠斗は目を細めた。

　壁となっていた段ボールが消えていた。まるでマジックだ。

「悠斗、遅れるなよ」黒髪をゆらし、ひよりが光の中へ溶け込んでいく。

「悠斗くん、わたしたちから絶対に離れないでね」すずめの赤い髪も、白光に塗り潰つぶされて見えなくなった。

　狭くて暗い通路は、進む先が見えなかった。白い光の世界も、一歩先さえ見えない。

　だが、亜あ夢むのところへいくためには、迷ってなんかいられない。

　悠斗は、光に飛び込んだ。




　目が慣れてくると、自分が色のない世界にいることがわかった。

　天地の境目、地平線がどこなのかわからない。

　入ってきたはずのドアは、どこにもない。

　帰り道は？　と一瞬だけ不安が脳裏をよぎったものの、ひよりたちに任せておけばいい、とすぐに弱気を蹴けり飛ばす。

　とにかく、ひよりとすずめの背を追った。

　頭の中には、自分が宙を歩いているかのような錯覚。

　靴裏には、きちんと地面を踏みしめている感覚。

　なんだか、からだが軽くなったような気がする。踏み出す一歩が軽い。浮遊感がある。あるいは、めまいなのかもしれない。

　ず──っとなにもない頭上。

　ただただ透明な空間。

　悠斗は、そんな世界を軽やかに歩き続けた。

「悠斗、わたしたちが通った道から絶対に外れるな。それと………絶対に下を見るなよ」

　ひよりが肩越しに振り返り、そんなことを言ってくる。どこか脅すように。

　絶対、道を外れるな。

　絶対、下を見るな。

　絶対の二連発。

「下、ほんとに見ちゃダメよ？」

　すずめが、笑いたいのを我慢しているような口調でそうつけ加えてきたため、悠ゆう斗とは思わず視線を落とした。

　見ちゃダメと言われたら、やっぱり見たくなって……。

　頭上と四方は透明な世界。

　下は…………………………………………………………………………………、鏡だった。

　透明な空を映していたから、足もとが鏡だと気づかなかったのだ。

　鏡だから、下を見れば当然、自分と視線が合った。

　その視線を前方へ移すと……。

　すぐ前をいくすずめのスカート、その中が見えた。ひよりのスカートの中も見えた。

　見えてしまった。

　すずめは、ピンク一色。

　ひよりは、白と薄緑のストライプ。

「わ、わかった。下は、見ない」

　思わず、声が上うわ擦ずってしまった。

　振り返ったひよりが、キッと鋭い目を投げてきた。悠斗の声の調子で、見られたことを察したのだろう。証拠に、歩きながら制服のスカートを押さえているから。

　押さえても、真下の鏡にはちゃんと映ってるけど……。

「悠斗くんも、やっぱり男の子よねぇ」

　すずめは、悠斗に顔をむけようとしない。

　完全に、「悠斗が下着を覗のぞき見た」と感づかれている。

『絶対に下を見るな』と言われなかったら、見てなかったはず。下が鏡じゃなければ、見えなかったはず。そもそも、覗くつもりなんかなかった。

　なんて言い訳はしない。ややこしくなるから。

　ピンクとストライプの映像きおくが、頭にくっついている。顔が熱くなってくるのを感じながらも、悠斗は黙って歩き続けた。

「少し急ぐぞ。霊保の特別チームは、すでに到着しているはずだ」

「ケロみ、きてんのかしら？」

「どうだろうな？　サイレンとの関係も気になるが……」

「ケロみのことだから、きっと怪しいことやってんでしょうけど、ケロみとルージュが手を結んでなにかやるって、想像しづらいわね」

「なんらかの理由で対立している、という可能性もある」

「霊街の中で対立ケンカする理由って……ん～、なにかしら？」

「さあな。九く九く命みやサイレンの考えてることなど、いまはどうでもいい。まずは亜あ夢むくんをみつけないとな」

「霊保より先に、ね」

「競争だ」

「霊対の底力、見せてあげましょ」

　ひよりとすずめが話している最中、濃い霧が漂いはじめた。透明な世界が、瞬またたく間まに不透明な世界に変わっていく。




　霧を抜けると、石造りの街並みがひろがっていた。イメージは中世の西洋とでも言えばいいのだろうか、映画のセットのようにも見える。

　建物の間を、ゆらゆらと人影が行き交っている。からだが半透明であるため、すぐに霊だとわかった。

　霊たちが、悠ゆう斗とたちに気づくなり慌てて建物の中へ逃げ込んでいく。ドアを通らず、柱や壁を抜けていくから、あっと言う間に通りは無霊むじんになった。

　どうして逃げるんだ？　生身の人間が怖いのか？　普通、逆だろ？

　そんなことを考えながらも、悠斗は霊街の街並みに既視感を覚えていた。

　どこかで見たことがあるような……。

　映画で観みたから、という感覚ではない。懐かしさにも似た気持ちが、胸にひろがっている。初めて足を踏み入れた場所なのに、違和感がないのだ。

　それだけではなかった。

　からだが軽い。ここにくる途中でも、どこかふわふわとした心地だったけど……。

　悠斗は、周囲を見回した。

　音はない。風もない。色彩も、都会と違ってなんだか薄い。だから、居心地のよさを感じるのかもしれない。人間が欲求の赴くままにつくり出した乱雑さとは対極にある自然の秩序が、人の心を落ち着かせるのかもしれない。

「ここが霊街か……なんか、のんびりしたとこだな」

　思わず、そうもらした。

　ひよりが、眉根を寄せて悠斗に顔をむけてきた。彼女の視線は、微妙に違うところへむけられている。

「悠斗、もしかして、視みえてるのか？」

　そう言えば……、と霊街に入る前に聞いたことを思い出す。

　一〇分ほど視力を失う。

　ひよりが、確かにそう言っていた。

　けど、悠斗の視界には、石造りの建物も、大きさやかたちが不ふ揃ぞろいな石を敷き詰めた道も見えている。逃げていった霊たちも、ちゃんと視みえていた。

「そういや、見えてるな」

　すずめが、悠ゆう斗とのほうに両腕を突き出し、宙を探りながらヨロヨロと近づいてきた。

「視えてるってことは、悠斗くんの霊力って、破格霊域の干渉をうけつけないってことよね？　すごいじゃない。って、悠斗くん、どこ？」

「あ、ここに……」

　悠斗は、すずめの手をつかんだ。彼女がすぐ、右腕にしがみついてくる。

「ふふ、目が慣れるまで、支えててもらうと嬉うれしいわ」

「わ、わわ、わたしも……」

　ひよりも抱きついてきた。

　右腕にひより、左腕にすずめがくっついているため、少々動きづらい。

　左右の熱とやわらかさに、悠斗はクピッとツバを呑のみ込こんだ。

　パタパタパタッ。

　不意に聞こえた羽音に、悠斗は顔をあげた。

　カラス、のような黒い鳥が飛んでいた。

「鳥もいるのか？」

　黒い羽は建物の陰に隠れ、すぐに見えなくなった。












　ひよりが、悠ゆう斗との腕をつかむ手にグッと力を入れた。

「鳥の霊もいるだろうが、いま、羽音が聞こえたな？」

「気になることでも？」

「霊は、実体がないため風を切れない。だから、霊体を動かすことで音をたてることは不可能だ。音を出すという行為は、実体をもつ者の特権だからな」

　すずめが言葉を継ぐ。

「ちなみに、騒　霊ポルターガイストなんかは、物質を動かして音をたてるけど、本体は無力に等しい下級霊よ。人間に直接攻撃しても、ビックリさせることしかできないでしょうね」

「でも、しゃべる霊もいるだろ？　それって、音をたててるってことじゃ……」

「ミューテストは別として、霊の言葉はすべて思念だ。空気を振動させているわけじゃない。だから、一般人は霊の声を聴きとることができないだろ？」

　悠斗の疑問に、ひよりがさらりとこたえてくれた。

「ってことは、さっきのカラスは……」

「カラスだったのか？　確かか？」

「確実にカラスだったかどうか、自信ないな。チラッと見ただけで……黒い鳥だったことは確かだけどさ」

　おそらく、ひよりの頭にはスペードのにやけ面が浮かんでいるはずだ。悠斗も、黒い鳥からあのムカつく突然変異霊ミユーテストを連想したのだから。

　すずめが、悠斗の肩に頭を押しつけてくる。

「スペ公なら、霊街に入ってこれないから心配しなくていいわ。ここって、悪霊には灼しやく熱ねつ地獄といっしょだから。出入口には簡単な拒きよ邪じや結界も張ってあるし」

　彼女も、スペードのことを思い浮かべたようだ。

　ひよりが、悠斗の右腕につかまったまま、空へ視線をむけた。

「黒い鳥の正体がなんにせよ、羽音をたてていたということは確かだ。本物の鳥が現世から迷い込んできたのか、死体に霊が憑ついていたのか、あるいは……」

　ドゴ──ン!!　という大きな音が鼓膜に飛び込んできた。

「きゃっ!?　ゃ、ぁ、な、なんだ？」

「なになになにっ!?」

　視力を奪われているひよりとすずめが、身を縮めて悠斗に抱きついてきた。

　石造りの建物、その裏手から土つち埃ぼこりがもうもうと舞いあがっているのが見えた。直後、石壁が内側からドガ──ン!!　と砕け散った。

　その音で、ひよりとすずめがまた、「「ひゃっ!?」」と悠斗にしがみついてくる。

　右から、ぷにっ。

　左から、むにっ。

　そんな感触にドキドキッと心臓が跳ねた直後、石壁に開いた穴から人影が転げ出てきた。

「あっ!?」

　見た瞬間、悠ゆう斗とはひよりとすずめを腕に抱きつかせたまま、走った。

「ぃや──────────────────────────────────っ!?」

「んきゃ─────────────────────────────────っ!?」

　ひよりとすずめの悲鳴に構わず、悠斗は疾は走しった。

　どうして、女の子ふたりを腕に抱きつかせたまま走れるのか、自分にもわからない。ただ、体の奥底から湧わきあがってくる力を抑えることなく、飛は翔しった。




　石壁に開いた穴から転がり出てきたのは、ルージュだった。

　亜あ夢むはどこだ？　どうして霊街に妹を連れてきた？　なぜ石壁を突き破ったんだ？

　いろんな疑問を胸に走った。

　走りながら、ルージュに続いて穴から飛び出してきた奇妙な人影に気づいた。

　気づくなり、悠斗は躊躇ためらうことなく跳んだ。

「きゃあああああっ!?」「にゃあああああっ!?」と悲鳴をあげ続けるひよりとすずめを腕に抱きつかせたまま、

「邪魔だっ！」

　勢いのまま、人影の顔面に蹴けりを入れる。

　蹴り飛ばされた人影が、出てきた穴の中へ派手に転がり込んでいく。

　間違いなく人間ではなかった。そして霊でもない。

　全身が黄緑色の女性形マネキン人形、とでも表現すればいいのだろうか。からだの各関節部が球状になっている、スキンヘッドの人形だった。気味の悪さが際きわ立だっている。

「ゆ、悠斗、説明しろ！　なな、なにが起こってるっ!?」

「ちょ、ちょっと、ルージュの霊気を感じるわっ！　近くにいるんじゃない!?」

　ルージュのそばに着地した悠斗の耳もとで、ひよりとすずめが大きな声を出す。

「オレにも、なにがどうなってんのか、さっぱりわかんないけど……ルージュなら、南なん條じようさんの後ろにいるよ」

「後ろっ!?　いま後ろにいるの？　ルージュ、なにがどうなってんのか、ちゃんと説明してもらうわよっ！」

　すずめが、的外れな方向へ顔をむけ、声を張りあげている。

「悠斗さん……」

　ルージュが、どこか悲しそうに、それでいて決意を秘めた瞳で悠斗を見つめた。

「ルージュ、亜夢は……」

　ドガッ！　と横よこ面つらになにかが触れた。

　重々しい音だったわりには、それほど痛くない。ゴム風船で思いきり叩たたかれた、といった程度である。

　目の前に、先ほどのマネキンが立っていた。いつの間にか穴から出てきて、悠ゆう斗とを非力な拳で殴りつけてきたのだ。

「おい、話の邪魔すんな」

　女の子ふたりに抱きつかれて両腕が塞ふさがっているため、悠斗はマネキンを蹴けり飛ばそうと右足をあげた。が、素早くバックステップで避よけられたため、靴底で宙を押すことしかできなかった。

「ふたりとも、ちょっと離れて、後ろに下がっててくれないか？　変なヤツがいるから、ちょっとぶん殴っとく」

「変なヤツ？」

「霊じゃないわね……なんなの？」

　ひよりとすずめが、そろそろと悠斗の腕を放し、足先で地面を探りながら後あと退ずさった。

『そこにいるの、桜さくらヶが丘おかさんと南なん條じようさん？』

　いきなり、マネキンがしゃべった。どこか舌足らずな女の子の声だ。

「その声は、ケロみなの？」

『ケロみって言うな！　九く九く命みは霊保のブチョーなんですからね！　ちゃんとケーゴつかいなさいっ！　このサンシタ！』

　マネキンが地団駄を踏み、キンキン声で怒っている姿は、あまりにも奇妙な光景だ。

　話に聞いていた霊力保管部の部長、九く十じゆう九く里り浜はま九九命という一六歳の少女は、マネキンだったのか？　いったいこれは……。

　悠斗は、マネキンとルージュの間で視線を往復させた。

　マネキンには眼球がないため、どこに注意をむけているのかわからない。

　一方のルージュは、マネキンから視線をそらさない。

「九九命、こんなところでなにをしてるんだ？　近くにルージュもいるな？　ふたりとも、ちゃんと説明を……っとその前に、亜あ夢むくんはどこだ？」

『九九命はいま、戦闘義体フジマメ兵長ポーンを操縦チューなの。霊街なんて入りたくないもん。んで、現在はサイレンの暴挙をとめるため、奮闘チュー。ふたりとも、その不ふ埒らちなヴァルゴを制圧するから、手伝いなさい。すでに二体も壊されてんだから、ほんと、もういい加減に腹立って……』

　ドガガガガガガガガガガッ！　と水弾によってマネキンが蜂の巣にされた。

　瞬時に、マネキンがただのガラクタになってしまう。

「ルージュ!?」

　悠斗の声にはなんの反応も示すことなく、ルージュが倒れたマネキンに飛びかかり、その細い首を踏みつけてへし折った。

「ぼ、ぼんやりと視みえるようになったが……九く九く命みは、やられたのか？」

「フジマメなんとかって義体人形アバター、首が変な方向むいてない？」

　すぐ後ろから、ひよりとすずめの声が聞こえてきたが、悠ゆう斗とは振りむかなかった。ルージュから目をそらせないから……。

「いったい、どうしたんだよ？　亜あ夢むは……？」

　なによりもまずは、妹の安否が気になった。

　ルージュが、顔にかかっていた水色のロングウェーブヘアを、サッと背に払った。

「亜夢さんはいま、自造式霊魂吸引装置バンブルビーにとり込まれようとしています。あと三〇分もしないうちに、過大霊流による負荷に耐えきれず、双方とも消滅してしまうでしょう」

「消滅って……」

　バンブルビー？　とり込まれようとしている？　あと三〇分？　過大霊流？

　ルージュがなにを言っているのか、悠斗にはサッパリわからなかった。しかし、亜夢が危ない状態であることだけは理解できた。

「亜夢は……亜夢はどこだっ!?」

　悠斗は弾はじけそうになる不安に堪たえきれず、ルージュに駆け寄り、その弱々しい肩をつかんだ。

「きゃ、ぁ……」

　彼女が苦痛に顔を歪ゆがめたため、「あ……」と慌てて手を放した。が、焦りも怒りも収まらない。

「悠斗、落ち着け」ひよりが、悠斗の背を軽く撫なでたあと、すぐにルージュへ顔をむけた。

「サイレン、バンブルビーとはなんだ？」

「もしかして、霊保の怪しい試作品？」

　すずめが質問を重ねた。

　悠斗につかまれた肩を押さえたまま、ルージュが石畳の通路、その先へ目をむけた。

「この第一八霊街を救うため、亜夢さんには犠牲になってもらいます」

「おい、なに言って……」

「悠斗、気持ちをしっかりもて。わたしたちが自分を見失ってしまえば、亜夢くんを助ける者がいなくなる」

「くっ……」

　ひよりに腕をつかまれ、悠斗はルージュにむかって踏み出そうとした足で、地面を蹴けりつけた。

　すずめは、無言のまま【鵺ぬえ震なり】を握り、ルージュを見つめている。話の流れ次第では戦闘もありうる、と考えているのだろう。

　ひよりもすずめも、破格霊域というものに目が慣れてきたようだ。少なくとも、悠ゆう斗とやルージュの立ち位置は捉とらえている。

　ルージュが、薄い笑みを浮かべた。

「トリプルと南なん條じようさんの質問におこたえしましょう。バンブルビーとは、簡単に言えば霊魂の吸引装置です。低コストで霊的エネルギーをつくり出すためには、効率よく霊魂を集める必要がありますからね」

「その吸引装置が、第一八霊街に設置された、ということか？」

「現在も稼働中です」

「ちょっと待て、サイレンの言葉に嘘うそがなければ、霊保が、霊街で霊魂を集めているということに……」

「うちは本当のことを言いました。霊対の部員であるトリプルは、この計画を知らされていなかったのですから、驚くのも無理はありませんね」

　すずめが、ふん、と鼻を鳴らした。

「なるほど。ルージュ、あんた、亜あ夢むちゃんをつかって、そのバンブルビーって吸引装置をぶっ壊そうとしてるのね？　亜夢ちゃんって、霊力値だけならまさに大巨人だから、無理やり吸い込もうとしたら、そりゃあ、パンクするわよね」

「だから、九く九く命みが義体人形アバターチームを出動させ、破壊を阻止しようとしたわけか」

　ひよりたちの推測に、ルージュがどういうわけか満足げにうなずいた。まるで、求めていたこたえを得たかのようにも見える。

　ルージュが、説明してくれた。

「初期型バンブルビーのテストを行うため、霊保は比較的小規模な第一八霊街を選びました。バンブルビーはいま、霊たちが昇天する流れを堰せきとめるダムとなっています。速やかに破壊しないと、この霊街に存在する霊たちはすべて捕獲されてしまうでしょう」

「だからといって、亜夢くんを犠牲にする理由にはならないぞ」

　静かな怒気を含んだひよりの声に、ルージュが悲しそうに微笑ほほえんだ。

「第一八霊街のバンブルビーを破壊するだけなら、うちが犠牲になってもよかったのですが……うちには、第二、第三のバンブルビー設置を妨害するという仕事がありますから」

「だからって、亜夢が望んだわけじゃねぇだろっ！」

　悠斗は拳を握りしめた。

　抑えきれない怒りが声に滲にじんでも、ルージュにむかって手を出すようなマネはしなかった。『あと三〇分もしないうちに、過大霊流による負荷に耐えきれず、双方とも消滅してしまうでしょう』という彼女の言葉が頭から離れない。離れないからこそ、心と体をしっかりと同化させた。

　表情を消したルージュが、悠斗の視線を水色の瞳でうけとめた。

「確かに、亜あ夢むさんはバンブルビーと消滅することを望んではいませんでした。ですが、〝人間に戻りたい〟という目的をもっていましたから……」

「消滅したら、なにもかも終わりだろ！」

「終わりではありません。霊子に還かえって霊的エネルギーの流れに戻ったあと、再び人として転生できるかもしれません。ミューテストであり続けるより、人間に戻る可能性がある分だけ幸せなはずです」

　ルージュのこたえは、信じられないものだった。

　ひよりが、スカートの下にスッと手を入れ、【徒桜あだざくら】の柄つかをふともものホルダーから抜きとった。

「サイレン、自分の価値観を押しつけるな。亜夢くんは、亜夢くんの道を往ゆく」

「亜夢ちゃんの指導官を引きうけたのも、最初からこれが狙ねらいだったのね」

　すずめが、【鵺ぬえ震なり】を手に、ルージュの背後へ移動する。

　ポタ、ポタ、ポタ……、とルージュがだらりと垂らした両腕、その指先から水滴がしたたりはじめた。

　悠ゆう斗とは、握っていた拳をゆっくり胸の前にあげた。

　空気が、引き絞られていく。





第七章　ヘッドバット・バンバン




「悠斗は、亜夢くんのところにいけ」

　ひよりが握っていた【徒桜】の柄から、炎の刀身が勢いよく現れた。

「ここは、わたしたちが引きうけるわ」

　すずめが、棒状の【鵺震】を構える。

「亜夢はどこに……」

　悠斗は、ルージュから注意をそらすことなく、大きな穴の開いた建物や、その近くでボロボロになったマネキンや、石畳の道へそれぞれ目をやった。

「この霊街は、そんなにひろくない。サイレンと九く九く命みの義体人形アバターが戦った痕こん跡せきをたどれば、亜夢くんを見つけられるかもしれない。時間がない、急げ。わたしたちは、なんとかサイレンから聞き出したあと……」

「亜夢さんは、この道を三〇〇メートルほど真まっ直すぐに進んで、突き当たりを右に曲がった先にある大きな建物の中です」

　道の先を指差しながら、ルージュがあっさりと亜夢の居場所を教えてくれた。

　どうして？　嘘うそをついてる？

「途中、邪魔な連中がたくさんいますから、気をつけてくださいね」

「サイレンの言葉に惑わされるな！　とにかく、いけっ！」

　ひよりの声に突き飛ばされるように、悠ゆう斗とは駆け出した。




　からだが軽い。細胞すべてが大声をあげてはしゃいでいるかのように、手足の指先にまで力が漲みなぎっている。

　軽すぎて、力がありすぎて、そんな感覚を制御できなくて、思いきり走り出してすぐ、悠斗は石畳を踏み砕き、跳んだ勢いを殺すことができないまま、建物の石壁にぶつかってしまった。

　壁が、鉄球でもぶつけられたかのように崩れてしまう。なのにあまり痛みを感じない。

　この感覚はなんだ？　霊街にいるから？

　様々な疑問を振り払うように、ルージュが指し示した方向へ再び走り出す。

　彼女が嘘うそをついているとは思えなかった。思いたくない、というのが本音かもしれない。

『この道を三〇〇メートルほど真まっ直すぐに進んで、突き当たりを右に』とルージュは言っていたが、右折地点には一〇秒もかからずに突き当たった……、というよりも、また壁に激突した。右に曲がるためのブレーキが、うまく調整できなかったのだ。

　石壁を突き破り、『『『キャ───ッ！』』』という隠れていた少女霊たちの悲鳴に、「ご、ごめん」と頭を下げながらも、悠斗はとまらなかった。

　自分があけた壁の穴から転がり出たあと、目指していた方向へむき直る。

「は……？」

　一〇メートルほど先に天使がいた。

　波打つ長い金髪。背には一対の白い翼。純白のワンピース。素足は地面についていない。

　なぜ霊街に天使が？　という疑問を握り潰つぶし、悠斗はゆっくりと足を踏み出した。

　天使は、どうして両脇に霊を一体ずつ抱きかかえているのだろう？　どうして霊たちは『助けて！』と叫んでいるのだろう？　といった疑問も横に放ほうり投げた。

　悠斗に気づいた天使が、ゆるりと赤に染まった双そう眸ぼうをむけてきた。

　ドンッ！　と石畳を蹴けりつけ、悠斗は走った。

　天使のように見えるだけ。アイツがバンブルビーに違いない。だから問答無用。やることは、ひとつだけ。

　天使もどきが、シャ─ッと鋭い牙を剥むいた。それ以外、なにもさせなかった。

　躊躇ためらうことなく、天使もどきの顔面に爆風パンチを叩たたき込こむ。

　旋つむじ風かぜが、天使もどきのからだを切り刻み、二秒とかかることなく消滅させた。

　捕まっていた二体の霊たちが、慌てて逃げていく。

　悠斗はそれに見むきもせず、道の先へ目をやった。

　大きな、教会を思わせる建物があった。その正面入口から、天使もどきがウジャウジャあふれ出てくる。バンブルビーは、一匹だけではなかったらしい。

　あの建物の中に亜あ夢むが……。

　悠ゆう斗とはアゴを引き、ギリッと左右の拳を固め、赤い点を無数にまぶした雪崩なだれにむかって、

「ぅおらああああああああああああああああああああああああああああああああぁっ！」

　飛び込んだ。


　　　　　　●　●　●



　桜さくらヶが丘おかひよりは、建物を盾にしてルージュの水弾をかわしながら、すずめがチャンスをつくってくれるのを待った。【徒桜あだざくら】は、近接戦闘シヨート・レンジ用に特化した霊具であるため、離れて戦えば不利になる。まずは、どうしても距離を詰めなければならない。

　相手が離れての戦いを得意としている場合、その攻撃をかわすか、あるいは身を削って接近するかを選ばなければならないのだが、いま、ここにはすずめがいる。彼女の【鵺ぬえ震なり】は、バランスのいい霊具だから、ルージュの動きを牽けん制せいしてもらえるだろう。

　事前の打ち合わせがなくても、利口な戦い方をするすずめのことだから、自らの役割は心得ているはずだ。

　それに引き替え、ルージュは稚拙な戦い方をする。闇やみ雲くもに、そして霊力ちから任せに大量の水弾を放ち続けるだけ。性格や、その他もろもろの資質が戦闘むきではないのだろう。

　この勝負は、ヘマさえしなければひよりたちが勝つ。二対一であり、ひよりもすずめも、霊れい障しよう対たい策さく部ぶ仕込みなのだから。

　ただ、亜夢の居場所を聞き出すためにも、時間をかけるわけにはいかない。しゃべれないほどの手傷を負わせるわけにも。急がなければならないが、慌てずに、ということだ。

　ひよりは、水弾によって削られた壁から離れ、狭い道を駆け、塀に飛びのり、そこを足場にして建物の屋根に登り、屋根から屋根へ飛び移り、再び襲ってきた水弾を【徒桜】の刀身で防ぎながら身をかわし、翻ったスカートを押さえることなく裏道に飛び降りた。

　背後から、ルージュがつかず離れずついてくる。本気を出せば、すぐに追いつくことができるはずなのに、なかなか距離を詰めてこない。

　警戒しているのか？　遊んでいるのか？　それとも他に理由が？

　ひよりは、建物の陰に飛び込んだ。直後、すぐ後ろから水弾の炸さく裂れつ音が聞こえてくる。

　妙だな。

　ひやりと冷たい壁に背をつけたまま、ひよりは胸に生じた違和感とむき合った。

　攻撃に鋭さがない。確かに、ルージュの水弾は地面を穿うがち、壁を削りとっている。だが、それだけだ。ひよりやすずめを傷つけようとしないのは、どうして？

　左手後方、七時の方向から、ぴゅう、という口笛の音が聞こえてきた。すずめだ。

「っ！」

　ひよりは様子を窺うかがうこともなく、建物の陰から飛び出した。

　ルージュが道の先に立っている。距離、およそ一五メートル。彼女が、ちょっと驚いた顔で、それでも躊躇ためらう様子もなく、ひよりにむかって右手を突き出した。

　水弾が放たれる……、と思ったそのとき、どこからともなく放たれた鞭むちが、ルージュの右手をはねあげた。

　それた水弾が壁を濡らすのを横目に、ひよりは全力で駆け、必滅の圏内にルージュを引きずり込み、【徒桜あだざくら】を彼女の胸に押しつけた。刀身ほのおを消して……。

　ルージュと視線がぶつかった。

　建物の窓からひょこっと顔を出したすずめが、鞭を瞬またたく間まに袖そでの中にしまいながら、のそのそと窓枠をまたいで外に出てきた。

「チェックメイト、ね」

　立てた人差し指と親指で銃をつくったすずめが、それでルージュを撃つマネをする。

「亜あ夢むくんはどこだ？」

　ひよりは、訊ききたいことだけを口にした。

　胸に【徒桜】の柄つかを押しつけられているにもかかわらず、ルージュが微笑ほほえみを浮かべた。

「お見事でした。さすがは九く九く狼ろうさんの部下、といったところでしょうか」

「無駄口はいい。もう一度だけ訊く。亜夢くんはどこだ？　焼かれたくはないだろう？」

「悠ゆう斗とさんにお伝えしたことは、嘘うそじゃありません。うちにできることは、もう、彼の力を信じることだけでしたから」

「どういうことだ？」

「周りをご覧になったらいかがですか？」

　言われ、ひよりはルージュの瞳から決して目を離すことなく、周囲の気配を探った。

　霊気はない。だが、奇妙な乱れが、いくつも、うろちょろと。なんだ？

「ニョロり！　うしろっ！」

　すずめの叫びで、ひよりは【徒桜】に炎を噴き出させながら、背後から迫ってきたなにかに斬きりつけた。

　斬りつけた相手は……、金髪の……、若い女性？　赤い、ハ虫類のような感情のない眼め。開かれた口から覗のぞいているのは、獣のような牙。ひろげられた大きな白い翼ごと、白一色のワンピースが塵ちりとなって消し飛んだ。

　ギャアァァッ、という錆さびた鉄を擦こすり合わせたような霊声ひめいが、やけに耳障りだった。

　ひよりは、隙すきを見せても攻撃してこなかったルージュを視界の隅に置きつつ、あらためて四方を見回した。

「囲まれたみたいね」

　すずめも、しっかりと【鵺ぬえ震なり】を握りしめ、用心深く視線を巡らせている。

　道の先。建物の上。どこへ目をむけても、先ほど斬った怪物と同種の連中がいる。

「この怪物たちは、なんだ？」

「霊魂を運ぶ、働き蜂的な存在です」

「働き蜂？」

「彼女たちは、捕獲した霊魂をバンブルビーに吸引させる、ということだけを淡々と繰り返します。それから、仲間が一体でも傷つけられれば、群れを総動員して仇かたきを討とうとしますので、十分に注意が必要です。うちも最初は、ひとりでバンブルビーを破壊しようとして、ひどい目に遭いましたから」

「注意が必要って、もう、斬きったぞ？」

「だから集まってきたんです」

「ルージュってば、簡単に言ってくれんじゃないの。ったく」

　すずめが、棒状だった【鵺ぬえ震なり】をヌンチャクに変えた。狭い場所で多数を相手にする際の戦いに備えているのだ。

　ルージュの指先から、水滴がしたたりはじめた。

「おそらく、悠ゆう斗とさんが何体かの働き蜂に乱暴な挨拶をしたのでしょう。そのせいで、少しばかり気が立っているようですね」

「ケロみって、ほんと妙ちきりんなモノばっかつくるわね」

「霊魂を捕獲するなんて、罰ばち当あたりな女だ。きっとろくな死に方をしないな」

「ま、霊保は霊エネルギーの原料を集めるのが仕事だから……納得できないし、腹立つし、吐き気がするけど、仕方ない面もあるわ。何事にも表と裏、本音と建て前があるからね」

「わかった風なことを言うな。わたしは認めないからな。霊魂が還かえるところは、大いなる理ことわりの流れの中だけだ」

「ケロみの意見は、きっと逆よ？　お互いに否定し続けても不毛なだけなんじゃない？」

「不毛で結構。九く九く命みは九九命。わたしはわたしだ。霊には、安らげる場所が必要だ。そしてそこは、少なくともバンブルビーなどという名の装置内じゃない」

「ふたりとも、気を抜かないでください。彼女たちは、意外と手て強ごわいですよ」

　ルージュが、ひよりとすずめの会話に入ってきた。

　ひよりは、すずめと背中合わせに立ち、ルージュを横目に見る。

　一体を斬った感触からして、それほど手強いとは思えないのだが……。

「サイレンなら、この程度の連中は楽に一掃できるんじゃないか？」

「そうもいかないのです。ときどき、防霊加工を施ほどこされた個体が交ざっていますから、用心してください。特に、バンブルビー本体には異常なほど何重にも防霊加工が施されていましたので、うちの力では突き破ることができませんでした。ですから……」

「ワザと亜あ夢むくんを捕獲させ、内部から破壊しようと考えたわけか……」

　ひよりの言葉に、ルージュが心から申し訳なさそうな表情になった。

「うちは、賭けたのです。このままバンブルビーを放ほうっておけば、第一八霊街はメチャクチャになります。新しく入ってくる霊も、次々と餌え食じきにされるでしょう。その結果に気をよくした霊保が、他の霊街にバンブルビーの設置をはじめれば……人間が、霊魂を食い物にするなんて、世も末です。だから、悠ゆう斗とさんの力に賭けて……兄と妹の、絆に……」

「サイレン、あなたは……」

「きたわよっ！」

　すずめの鋭い声で、ひよりはルージュにむけていた意識を断ちきり、皮膚の内と外、一面と全面、血液と空気の流れ、そのすべてを瞬時に融合させた。

　個に集中。静を起点とし。

　全に解放。動を制御する。

　自らの圏けんを全方位にくまなくひろげ、敵の動きをつかみとる。

　頭上から襲いかかってきた怪物に【徒桜あだざくら】の切っ先を突き入れ、その流れをとめることなく上段からの打ち下ろしで、右、そして炎の刃やいばを左横に払い、間合いに入ってきた怪物数体をまとめて消し飛ばす。

　ひと呼吸もつかうことなく、七体を霧む散さんさせた。

「あたたたたたたたぁ、ほぁちゃ─っ！」

　すずめも、まるで舞うようにヌンチャクを操り、奇声を発しながら七体を消滅させた。

　ルージュは、道の先や建物の上にあふれていた怪物たちへ水弾の豪雨を浴びせている。何体消し飛ばしたのか、数えることもできない。

「悠斗のところへっ！」

　ひよりは叫んだ。

　霊保がやっていることを、この目で確かめたかった。ルージュの言葉が真実なら……、昇天を希こいねがっている霊を捕獲する、という暴挙が実際に行われているのなら……、絶対にとめなければならない。

　すずめが、ヌンチャクをくるくると器用に回しながら、前後左右そして上下にも攻防一体の壁をつくり出している。自らも、くるくると回り続けながら。と思いきや、

「いくわよっ！」

　パッ、と怪物たちの隙すき間まを抜けて走り出す。

「いこうっ！」

　ひよりも、【徒桜】で道を切り開きながら走った。

　ルージュもついてくる。


　　　　　　●　●　●



「ぉぉぉおおおおらぁあああああああああああああああああああああああああああっ！」

　悠斗は、四方八方から群がってくる天使もどきたちに、

　　正面から激突し、　　　　　　　急げ！　　　　　　　　　肘を突き入れ、

　　　　　左右から押され、　　亜あ夢む！　　　　　　　　頭突きを入れ、

　　　　　　　　前後から圧おされ、　早く！　　　肩で弾はじき飛とばし、

　　　　　　　　　　　　翼をつかんで払いのけ、

　急げ、亜夢、早く、顔面をつかんで振り回し、少しでも先へ、亜夢、わずかでも前へ、

　　　　　　　　　　　　服をつかんで放ほうり投げ、

　　　　　　　　膝を入れ、　　　　先へ！　　　腕を噛かまれ、

　　　　　蹴けりつけ、　　　　亜夢！　　　　　　　　肩を噛まれ、

　　踏みつけ、　　　　　　　　　前へ！　　　　　　　　　足を噛まれ、

　髪をつかまれても、服をつかまれても、ブレザーのボタンを引きちぎられても、頬ほおを殴りつけられても、肌に爪を立てられても、足にしがみつかれても、

「どけええええええええええええええええええええええええええええええええぇぇぇ！」

　腹の底から叫びながら、建物の中へ突っ込んだ。

　建物の中は広々としていた。高い天井を支える巨大な柱が四本。奥の壁まで、三〇メートルほど。天使もどきに埋め尽くされているため、細部まではわからない。

　お兄、ちゃん。

　聴こえた。研ぎ澄まされていた感覚が、妹の『声』を探り当てた。

「亜夢っ!?」

　悠ゆう斗とは、手当たり次第に天使もどきを殴りつけながら、妹を呼んだ。

　お兄、ちゃ、ん。苦し、ぃ。

「どこだっ!?」

　わずかでも動きをとめると、瞬またたく間まに首や肩や腕や腰や足、とにかく全身にしがみつかれ、噛みつかれ、爪を立てられる。

　お、にぃ、ちゃ、ん。

　なにかがつながった。不可視の、いまにも切れてしまいそうなほど細い糸が、悠斗と亜夢をつないだ。そんな、心こころ許もとない、それでいて確かな感覚があった。

　悠斗は、天使もどきたちを手足にしがみつかせたまま、全力で走った。前方の天使もどきたちは、勢いのまま蹴散らした。足はとめない。とめさせない。

　そのまま奥の壁に突進した。いける、という奇妙な感覚があった。いまの自分なら、壁に激突しても大丈夫。妹のためなら骨が砕けてもいい。いや、砕けるのは壁のほうだ！

　不可視の糸は、壁のむこうへ延びている。だから、ぶっ壊す！

「ぉらあああぁっ!!」

　悠斗は、頭から壁にぶつかった。

　薄い発泡スチロールのように、壁面があっさりと砕け散る。しがみついていた天使もどきたちが、激突の衝撃によって一気に消し飛んだ。

　壁の先は、中庭のような場所だった。頭上には、雲のない青白い空がある。

　中央に、一体の天使もどきが立っていた。いや、他のもどきとは違っていた。瞳は、理性の光を秘めた深い碧あお。白い翼がついていない。白金の長髪を背に流した美しい少女だ。人間のように見えるものの、手足の関節部は球形だ。

　亜あ夢むは？

　少女の後ろに、大きな黒い球体があった。直径は、悠ゆう斗との身長と同じくらいだろうか。

　目を凝らした。

「亜夢っ!?」

　球体の中に、一瞬だけ亜夢の顔が浮かびあがり、すぐに消えた。他にもたくさん、知らない人の顔が浮かんでは消えていく。

　黒い球体に飛びかかった悠斗は、躊躇ためらうことなくその球面を殴りつけた。

『ちょっとやめてよねっ！　バンビが壊れるじゃない！』

　白金髪プラチナヘアの少女が、そばでなにか叫んでいる。どこかで聞いたことがあるような声だが、無視した。あんた、だれ？　なんて訊きいてる暇はない。

　中庭を埋め尽くすほど集まってきた天使もどきたちが、球体から悠斗を引き離そうと手や足にしがみついてくる。

　それでも殴った。とにかく殴った。メチャクチャに殴り続けた。

　黒い球体は硬かった。建物の壁と同じように、あっさりと砕けてはくれない。

　右拳に痛みが走った。球体を殴りつけるたび、痛みが骨まで響いた。それでも殴るのをやめなかった。時間が、もう、ほとんどないことを肌で感じていたから。

　球体が、どんどん黒ずんでいく。光が薄れ、艶つやもなくなっていく。

『やめろって言ってんでしょ！　聞こえないの？　このサンシタ！』

　いきなり、ド──ンッ、と横からタックルをうけ、悠斗に牙や爪を立てていた天使もどきたちともども派手に吹っ飛ばされた。

　背中で地面をすべったあと、すかさず起きあがって球体と白金髪の少女にむき直る。一〇メートルほど飛ばされたが、体はなんともない。

「この……っ！」

　怒りを吐き出そうとしたそのとき、球体の内部から、ドクン、と全身の細胞が痺しびれるような波動が伝わってきた。と同時に、天使もどきたちがその場にうずくまり、自らのノドや顔をつかんで苦しみはじめた。

　消滅のカウントダウンがはじまったのだ。

　白金髪の少女は別格なのだろう。彼女ひとりだけ、悠斗をにらみつけている。

　急がないと、亜夢が……。

『あ─も─っ！　腹立つっ！　ヴァルゴを吸魂すわせるなんて非ジョーシキよっ！　バンビが壊れたら、どれだけの損失が出ると思って……』

「亜あ夢む！　がんばれ！　すぐに助けてやるからな！」

　白金髪プラチナヘアの少女には目もくれず、悠ゆう斗とは叫んだ。

　再び球体に駆け寄り、拳を叩たたきつける。

『やめろって、何回言わせりゃ気がすむのよっ！』

　白金髪の少女が肩をつかんできても、それを振り払って殴った。

　恐怖が、氷雨ひさめのように降り注いでくる。からだの芯が冷たくなっていく。

　恐怖から逃げるため、球体を殴りつけた。

『口で言ってもわかんないサンシタには……』

　殴りつける球面以外、視界には入れなかった。

　白金髪の少女が吐き出す雑こ音えも、耳から追い出した。

　殴って殴って殴って、拳の痛みなど感じなくなるくらい殴っている最中……。

　ぷつん。

　兄と妹をつないでいた不可視の糸が……、切れた………、音が……………、聴こえた。

『フジマメ女帝クイーン、大虐殺バトルモード・発動！』




　悠斗は、いまにも凍りついてしまいそうな思考を懸命に動かしながら、すぐそばで騒いでいる白金髪の少女に目をむけた。

　両の目を剥むき出だしている。碧あお色だった瞳は、どす黒い赤に染まっている。口も大きく開いている。唇の端が、耳の下まで裂けている。尖とがった牙がズラリとならんでいる。上下の牙の間で、唾液が糸を引いている。顔に無数の筋が浮かびあがっている。

　天使もどきよりも、ずっと醜悪な怪物女に早変わり。

　怪物女の存在を感じた瞬間、

「おらぁ！」

　躊躇ためらうことなく、側頭部に大振りの右フックを叩たたき込こんだ。その勢いを借り、縮こまっていた気持ちに火をつける。

　怪物女の頭が勢いよく球体にぶつかったことで、球面にわずかなヒビが走った。

『ナめるな民間人っ！』

　球体よりも硬い頭部をグラグラゆらしながら、怪物女が悠斗に牙を剥く。

「てめぇは！」

　反撃の間を与えることなく、悠斗は怪物女の白金髪を鷲わしづかみにし、

「黙ってろっ！」

　もう一度、球体に叩きつけた。

　ヒビが、さらにひろがっていく。

「亜あ夢む、気持ちをしっかりもて！」

　悠ゆう斗とはそのまま、怪物女の頭を何度も球体に叩たたきつけた。

「亜夢っ、返事しろ！　返事してくれっ！　亜夢っ！　いくな、そっちにいくな！」

　グシャ。

　怪物女の頭が砕け、中から紫色の粘液が流れ出てきた。

　悠斗はとっさに怪物女の髪から手を放し、大きくひろがっていたヒビの中心を狙ねらい、全身全霊を込めて頭突きを入れた。

　とうとう球面が砕け、直径一センチほどの穴ができた。

　頭突きを入れ続けた。

　意識が飛びそうになった。それでもやめなかった。穴が、徐々にひろがっていく。目の中で何度も火花が散った。それでもやめなかった。穴が、どんどん大きくなっていく。首や肩、そして背中にまで激痛が走った。それでもやめなかった。

　穴が、拳大までひろがったとき、

「亜夢っ！　オレの声が聞こえるか？　亜夢っ!?」

　悠斗は球体の中を覗のぞき込こみ、黒いうねりにむかって叫んだ。

『声』は……………………………………………………………………………、聴こえない。

　恐怖に首根っこを押さえつけられそうになった。が、それでも腹に力を入れ、握りしめていた右拳を球体の中へ突き入れた。肩まで腕を押し込み、精いっぱい手を開く。

「亜夢っ、ここにいるぞ！　〝お兄ちゃん〟は、亜夢の近くにいるぞ！　絶対、絶対、亜夢を置いてったりしないからな！　だから、つかめ！　オレの手をつかめっ！」

　なにも……、感じない。

『声』も……、聴こえない。

「亜夢っっっ!!」

　腹の底から妹の名を叫んだ。

　ひと呼吸後、手首になにかがまとわりついてきた。

　かたちの定まらないなにかが、ゆるりゆるりと悠斗の小指に、薬指に、中指に、人差し指に、そして親指にからみついてくる。微かすかな肌触りに愛いとしさを感じた。

　悠斗は、壊れ物を扱うようにそろそろとなにかを握り、ゆっくりと腕を引いた。

　そのときだった。

『フジマメ女帝クイーン、動く死体アンデツドモード・発動！　サンシタに復讐よっ！』

　倒れていた怪物女が、ゆらりと起きあがった。半分崩れた顔面。折れ曲がった首。頭部から流れ落ちている紫色の粘液。奇妙な動き。名前が示す通り、まさにアンデッドだ。

　ゴッ、と硬い拳で顔面を殴られた。

　悠ゆう斗とは歯を食いしばり、球面に左手をつき、両足をしっかりと踏ん張って攻撃に耐えた。

　下へ手たに動けば、なにかが手をすり抜けてしまうかもしれない。そうなれば、もう一度つかめるという保証はないのだ。

　何度も何度も殴られた。怪物女の首は折れ、顔が斜め下をむいているというのに、力強い拳は正確に顔面を狙ねらってくる。

　それでも悠斗は、右手に包み込んだ大切な存在から意識をそらさなかった。

　殴られる度、意識が冴えていく。舌に血の味がひろがるほど、気持ちが固まっていく。

「亜あ夢むは」

　知らず、声がもれた。

「オレの」

　痛みが薄らいでいく。

「たったひとりの」

　思いはひとつ。

「家族なんだよっ！」

　妹を助け出すことだけ。

『キ──ッ、このサンシタ男！　バンビから離れなさいよっ！』

　金切り声をあげるなり、怪物女が悠斗の体に抱きついてきた。そして、力任せにぐいぐいと押しはじめる。

「あ……」

　踏ん張っていた足が、地面から浮きそうになった。なにかが、てのひらを撫なでるようにしてこぼれ落ちていく。

　そのとき、怪物女の背後で美しい黒髪がひろがり、

「つぇぁっ！」

　悠斗の視界に、ひと筋の炎せ線んが刻まれた。




　ひよりに斬きられ、まさに操り糸を切られた人形のごとく地面にくずおれた怪物女には目もくれず、悠斗はあらためて右手に包み込んだなにかを、ゆっくりと引き寄せた。

　暗黒色だった球体が赤に染まっていき、地面に転がって苦しんでいた天使もどきたちの姿が、一匹、また一匹と消えはじめた。そして一〇秒も経たたないうちに、残ったのは完全に動かなくなった怪物女だけとなった。

　悠斗は、ひより、すずめ、ルージュに見守られたまま、細心の注意を払いながら右手に感じるなにかを引っ張り続けた。

　肘が出てきたあたりで、右腕と穴の隙すき間まから煙のようなモノがもれてきた。

　青白い空へ昇っていく煙の中に、顔が視みえた。いろんな人の顔が。

　だれかの親友だったかもしれない人の顔が。

　だれかの恩人だったかもしれない人の顔が。

　だれかの恋人だったかもしれない人の顔が。

　家族に別れを惜しまれたであろう人々の顔が。

　様々な人生を刻んだ顔が視みえた。

　悠ゆう斗とは、人々の想おもいが凝縮された煙に押されるように、右手を穴から引き抜いた。

　ふわっ、と愛いとしい感触がてのひらから消え失せた。それこそ煙のように。

　亜あ夢む……、は？

　悠斗は、震える心がそのまま崩れてしまわないように気持ちを固めながら、軽くひろげた右手から、昇っていく煙の動きへ目を移した。

　ひよりが、胸の前で手を合わせた。昇っていく霊たちに祈りを捧ささげているのだ。

　すずめとルージュも手を合わせる。

　煙が細くなっていくにつれ、嫌な予感がジワジワと首をしめつけてくる。

　ぷつん。

　亜夢とのつながりが切れてしまった音。いまなお、頭の片隅に刺さっている音だ。

　煙が筋状になった。たくさんの顔が昇っていった。その中に亜夢の顔はなかった……、と思う。あまりにも多くの顔があったから、断定はできないけど……。この右手で包み込んだなにかは、もしかしたら亜夢じゃなかったのか？　そんなはずは……。

　煙がとまった。灰色になった球体からは、もはやなんの力も感じない。

　ビリビリッ、という音に目をむけた。

　ブレザーを足もとに脱ぎ捨てたひよりが、シャツの左ひだり袖そでを肩から引きちぎっている。

　どうして？

　彼女が、左袖を握って悠斗に歩み寄ってきた。

「包帯がないから、これで我慢してくれ」

　もう片方の手にもっていた花柄のハンカチで、悠斗の頬ほおと額についた血を素早くふいたあと、ハンカチを裏返して額に当て、ちぎった袖を包帯代わりにして頭に巻いてくれた。

　ずきん。

　ここでようやく、悠斗は額の痛みを思い出した。

　ずきんずきん、と頭ず蓋がいに響くほどの痛みが、容赦なく襲いかかってくる。

「悠斗、霊街を出たら、病院へ……」

「亜夢は、どこだ？」

「病院へいこう。シャツにまで血が……」

「亜夢を見つけなきゃ、霊街から出れねぇだろ」

「それは……」

　ひよりが、視線を落とした。

　目をそらされた。それだけで、頭が混乱しそうになった。

　頭が痛い。吐きそうなほど痛い。右手も痛い。拳をつくれないほど痛い。

　この手で、つかんだはずなのに。妹の存在を、確かに、つかんだ、はずなのに。

　どうして、亜あ夢むが、こんな……。

　ルージュが、スッと動いた。

　落ちていたひよりのブレザーを拾いあげ、それをつかんだまま球体のむこう側へ歩いていく。

「？」

　悠ゆう斗とは頭痛と吐き気を堪こらえながら、ルージュの動きを目で追った。

　ひよりも「わたしの、服……」とつぶやくだけで、動こうとしない。

　ルージュが、ブレザーをなにかにむかって差し出した。

「ぁ、ありがとう、ございます」

　球体の陰からにょきっと出てきた細い腕が、ブレザーをつかむ。声と腕は、まさしく、

「亜夢っ!!」

　妹のものだったから、悠斗は足もとをふらつかせながら、球体に駆け寄ってその裏を覗のぞき込こんだ。途端、

「ぴっ!?　きゃああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　全裸の亜夢が、ひよりのブレザーを胸に抱いたまま盛大に悲鳴をあげた。

「お兄ちゃんのバカッ！　もうっ、あっちむいてて！」

　妹に怒られ、悠斗は慌てて回れ右をした。

　突然変異霊ミユーテストであり、上位精霊ヴアルゴでもある亜夢は、炎に焼かれたあと灰の中から甦よみがえるという［不死鳥フエニツクス］と同種と思われる能力をもっている。だが、つい先ほど、炎の領域を通過することなく再生したということは……。と、いうことは？　なんだ？

　悠斗は、すぐに首を振った。

　神秘的な事象について、素人しろうとがあれこれ考えてもはじまらない。とにかく、亜夢は戻ってきてくれた。いまは、この現実に感謝しよう。

　亜夢を背にしたまま、悠斗はひよりへ目をむけた。

　神秘的な分野に関しては、素人よりずっと詳しいはずの彼女も、ぽか～んと口を半開きにしていた。が、悠斗と同じように〝神秘的なことを考えるのはあと回し〟といった表情で首を振ったあと、心地よさそうに微笑ほほえんだ。

　すずめが、胸の前で両の拳を小刻みにゆらしている。嬉うれしくて堪たまらないといった様子だ。

　妹は無事だった……、と安あん堵どしたせいだろうか、胸が熱くなった。いまも頭と右手が痛いけど、痛みならいくらでも我慢できる。でも、涙だけは、我慢できそうになくて……。

　ふと気づくと、悠ゆう斗とよりも先にルージュがぽろぽろと涙を流していた。

　ぽやぽやとしたやさしげな水色の瞳から、ぽろぽろ、ぽろぽろと。

　きのう、少女霊がスペードから霊力を削りとられて犠牲になったあと、彼女は謝罪の言葉を口にしながら泣いていたけど……、あのときの涙とは少し違うようだ。唇の両端が、それとはっきりわかる程度に上がっている。つるつるとした頬ほおも強こわ張ばっていない。

　亜あ夢むを、あわや消滅、という危険にさらした張本人なのに、悠斗はなぜかルージュを嫌いになれなかった。それはおそらく、彼女の本質が思いやりに満ちているからだろう。

　感覚的にそれがわかっているから、彼女の涙をうけ入れることができた。

「あの、桜さくらヶが丘おかさん、これ、しばらくお借りしてていいですか？」

　ひよりのブレザーを着た亜夢が、球体の陰から恥ずかしそうに出てきた。

　妹にとってはかなり大きめのサイズになるから、ふともものつけ根のちょっと下まで隠れている。ギリギリセーフ、といったところだ。袖そでがあまっているところが可愛かわいらしい。

「霊街の出口が商店街につながっているから、そこで亜夢くんに似合う服をそろえよう。それまで着ててくれ」

　ひよりが、心地よさそうに目を細めた。




　涙をふいたあと、ルージュがとつとつと語ってくれた。












「悠ゆう斗とさんと亜あ夢むさんには、ほ、本当に、申し訳ないことを、してしまいました。

　うちの狙ねらいは、悠斗さんに、バンブルビーを、破壊してもらうことでした。そのため、亜夢さんを、り、利用したのです。

　もし、悠斗さんが、破壊に失敗しても、どのみち、ヴァルゴである亜夢さんを吸引したバンブルビーは、崩壊したはずです。

　だから、うちの悪だくみは、どちらに転んでも成功したのです」

　言葉が途切れたタイミングで、ひよりが質問を放った。

「どうして話してくれなかったんだ？　事前に話してもらってたら、わたしたちもそれなりの助力は惜しまなかったのに……」

「悠斗さんと亜夢さんは、霊対の面接をうけた、と聞いていました。ですから、霊保とあまり変わらない立場だと思ったのです。それに、トリプルの性格も、うちはよく知っていましたから……」

「サイレンの目に、わたしはそんな冷血女に映っているのか？」

「いいえ、うちは、あなたのことをヘビのような冷たい女性だとは思っていません。どちらかといえば、［炎災］というふたつ名が示す通り、熱い性格だとうけとめています。しかしながら、考え方が固すぎます。

　ですから、下へ手たに頼めばうちの狙いがもれる恐れがありました。

　霊保に告げ口され、バンブルビーの防霊設備をさらに強化されたら、手が出せなくなってしまいます」

「わたしも、見くびられたものだ」

「んふふ、日頃の行いが悪いんじゃない？」

　ふて腐れたような顔のひよりに、すずめがすかさずツッコミを入れる。

　ルージュがいきなり、悠斗と亜夢に深々と頭を下げてきた。水色のロングウェーブヘア、その毛先が地面につきそうなほど腰を折っている。

「あ、あの、ルージュさん……」

　亜夢の言葉を遮さえぎるように、ルージュが口を開いた。

「うちは、霊街を、ひいては彷徨さまよえる霊たちを守るため、悪だくみをしました。亜夢さんに、とてもひどいことをしたのです。でも、おわびに消滅することができません。うちには、この先も霊街を守り続けるという仕事があります」

　気づくと、ひよりが【徒桜あだざくら】の柄つかを握っていた。すずめも、袖そでの中から【鵺ぬえ震なり】を出している。

　ルージュが頭をあげた。同時に、右手も胸もとまであげる。その指先からは、水滴がぽたぽたと落ちていて……。

　なに？　と悠斗は顔をしかめた。

　亜あ夢むが、きょとんとした顔で、ルージュの手もとに目を落としている。

「うちは、霊たちを守らなければなりません。霊たちを、守らなければ、なりません。断固たる決意があるため、繰り返しましたっ！」

　ルージュがいきなり、勢いよく水弾を放った。中庭を囲んでいる建物、その屋根の一部にむかって。

　高々とジャンプして水弾を避よけた影は、スペードだった。ニィィィと腹立たしい笑みを浮かべたあと、空中でカラスに変化し、そのまま建物のむこうへ飛んでいってしまう。

　まさに一瞬の出来事だった。その間、悠ゆう斗との目に焼きついたのは、スペードの腐った笑みともうひとつ……………、ヤツの左腕だった。

　伸ばした腕、手、そして指先まで、きれいに再生していた。ひよりに肩から切り落とされたはずなのに。

　ルージュが、軽く手を振って指先の水を払ったあと、苦々しげに空を見あげた。

「スペードは、もはや悪霊を超えた狂霊種バーサーカーになりつつあります。そうでなければ、激しい幻痛に苦しみながら霊街に入ってはこないでしょう。どれほどの霊たちを捕食したのでしょうか、左腕も、もとに戻っていましたね」

「あのぅ、バーサーカーって、なんですか？」

　亜夢が、不安げな顔でルージュにたずねた。

「悪霊の穢けがれが、目も当てられないほど深しん化かした霊種だと考えてください。霊も悪霊も喰くらう、堕だ正せいに堕正を重ねた末に発生する歪ゆがみきった存在です。完全なバーサーカーとなれば、自分自身をも破壊しはじめますので、結局は理ことわりの流れへ自然に還かえってしまいます。ですが、それまでにどれほどの霊を捕食し続けるのか……考えただけで気分が悪くなります。スペードは、極きわめて危険なミューテストです。極めて、危険な、ミューテストです。彼が捨て置けない存在になりつつあるため、繰り返しました」

　悠斗は、水弾によって崩れた屋根をにらみつけた。いまもなお、スペードの悪臭が残っているかのような気がする。

　ヤツは、亜夢にとって危険な存在だ。

　霊街に入ってきた理由は？　左腕を再生するために霊を食べたかったのなら、現世でも目的を果たせたはずだ。霊の食べ放題ができるから、激痛を堪こらえながら入ってきた？　苦痛が好きなのか？　わけがわからない。

「悠斗、スペードの行動理由をまじめに考えるな。ヤツは無む軌き道どうだ。常識なんか通じない。ヤツが近づいてきたら迎え除霊うつ。それだけを考えていればいい」

　悠斗の視線から、スペードのことを考えていると察したのだろう。ひよりが、そんな言葉をかけてきた。

　悠斗は、肩をすくめただけで、なにもこたえなかった。ひよりほど、スペードのことに詳しくないから。それに、ムカつくヤツについて語りたい気分でもない。

「スペ公の頭ん中を想像したら、バカになるわよ」

　すずめが、ボソッともらした。

　ルージュが、水色の瞳を悠ゆう斗とと亜あ夢むにそれぞれむける。

「おふたりには、多大なご迷惑をおかけしました。今回、霊保の計画を阻止したことで霊対の採用がご破算にならないよう、うちが九く九く狼ろうさんにとりなしましょう」

「ご破算もなにも、オレ、まだ面接をうけてもないんだけど……」

「その点も、話を通しておきます。悠斗さんの能力なら、九九狼さんも嫌とは言わないはずです。人間性も、申し分ありませんから」

「あ、ありがとう。でも、霊保の部長が文句言ってこないかな？」

　悠斗の心配には、ひよりがこたえてくれた。

「九く九く命みを黙らせるネタはある。

　スペードはおそらく、彼女の義体人形アバターチームが霊街に入った際、拒きよ邪じや結界がわずかにほころんだ隙すき間まを抜けてきたんだろう。

　そうでなければ、悪霊がそう簡単に霊街へ入ることなどできなかったはずだ。

　彼女は、スペードを霊街に入れたのはわたしたちのほうだと反論するかもしれないが、わたしもすずめも現場のクリーナーであり、悪霊の気配を察知するスペシャリストだ。スペードの接近を易やす々やすと許したりはしない。

　この点をあげれば、九九命はなにも言えないはずだ」

　すずめが言葉を継ぐ。

「そうよね。霊街にスペ公のような〝共食い〟を連れ込んだことが表おもて沙ざ汰たになったら、自分の評価に関わってくるからね」

　ルージュがまた、悠斗と亜夢に頭を下げた。

「あなた方のために、できる限りのことをします。それで、うちの〝悪だくみ〟を償つぐなえるとは思っていませんが、とにかく、できる限りのことをさせてください」

「ぁ、あの、あたし、空へ昇っていく霊たちと、気持ちを通わせることができたんです」

　亜夢がいきなり、会話の流れとズレたことを口にした。

　悠斗は、そんな妹へ顔をむけた。

　ひよりとすずめも、亜夢に目をむけている。

　ルージュも、ちょっとつつけば涙がこぼれ落ちてきそうな瞳で、亜夢の言葉をうけとめている。

　亜夢が、言葉を続けた。

「たくさん。本当にたくさん。〝ありがとう〟であふれていました。

　あたし、あんなにたくさんの〝ありがとう〟を浴びたの、生まれて初めてです。

　光のシャワーみたいで、本当に素敵でした。

　嘘うそなんてなんにもない、魂からの〝ありがとう〟を感じることができれば、だれだって気づくはずです。

　居場所を失って、家族や友だちとのつながりも断たれて、だれからも必要とされなくなれば、どんなに強い人だって、どうしようもなくなるはずだって。

　そんな、どうすることもできないでいる人を助けたいって気持ちは、だれにでもあるんじゃないでしょうか。それが心の自然な反応なんだと思います。

　えっと、なんていうか、〝助けたい〟は理屈じゃ説明できませんけど……。

　とにかく、ルージュさんの気持ち、いまのあたしにはすごくわかります」

　ルージュが、両手で顔を覆おおった。そして、

「うぅ、ぁ、あり、が、とぅ、ござ、ぃ、ま、ぁ、ぅ、ぅぅ、ぅぅ、ふぇ、ぇぇぇぇぇぇ」

　肩を震わせ、嗚お咽えつを漏らしはじめた。

　ひよりが、涙を堪こらえるように下唇を噛かんでいる。

　すずめが、微笑ほほえみながらも指で目もとをぬぐっている。

　悠ゆう斗とは、胸いっぱいに霊街の空気を吸い込んだ。

　大気が、ありがとうに満ちている。

　心が、軽やかに飛翔する。





エピローグ




　霊街から帰った三日後の日曜。

　一週間前と同じように、悠斗は霊れい障しよう対たい策さく部ぶの面接をうけることになった。

　一〇分前に待合室へ入り、悠斗はソファに浅く腰かけたまま、気持ちを整えつつ呼ばれるのを待った。

　受付のメガネ女性は、机に目線を落としてずっと書き物をしている。まるで、悠斗の存在を忘れてしまったかのように。

　面接時間まで、残り五分をきった。もうすぐだ。

　悠斗は、微妙な緊張感を胸の内で転がしながら、七日前にこの場所で会った、スーパーリーゼントと牙つきの入れ歯をした老人のことを思い出した。

　九く十じゆう九く里り浜はま九く九く狼ろう。霊障対策部の部長であり、霊獣を使役する九十九里浜家の統領。カツラと入れ歯は、五五年前に命を落とした仲間が霊獣化したものであり、ルージュとも親しい友人関係にあるという。

「バンブルビーば、ぶっ壊したんやって？」

「うぉっ!?」

　心の準備もなにもなかったため、悠斗は反射的にソファから腰を浮かしてしまった。

　いつの間にか隣に、作さ務む衣えの上からちゃんちゃんこを羽織った九く九く狼ろうが座っていたからだ。ドアの開閉音もなければ、椅子に座った気配もなかった。スーパーなリーゼントは相変わらずとんがっている。杖つえにしか見えない霊刀【雉ち兎と世せ】は、ソファの肘掛けに立てかけられている。

　受付の女性は、チラッとこちらに目をむけただけで、ピンク色の唇を動かそうとはしない。黒縁メガネのブリッジを指先で押しあげたあと、すぐにまた視線を落としてペンを動かしはじめた。

「あ、ど、どうも」

　悠ゆう斗とは、あらためて腰を下ろし、九九狼に顔だけをむけた。

「ゲンコで壊したって聞いたんやけど……」

　九九狼が、悠斗の右手に視線を落とした。

　ゲンコとは、拳げん骨こつのことなのだろう、と悠斗は軽く右手をあげた。

　ボクサーがつけるバンデージのように、大おお袈げ裟さなほどぐるぐると包帯を巻いているが、大した傷じゃない。検査の結果、骨も無事だった。

「病院の先生に、丈夫な骨だって褒めてもらいました」

「チョーパンも入れたんやって？」

　チョーパン？

　九九狼の視線が、両手から悠斗の額に移ったから……、頭突きのこと？

　悠斗の額にはいま、ガーゼが貼られている。化か膿のうどめの薬をつけているだけだ。傷は、もうほとんど塞ふさがっている。

　悠斗の返事を待ちもせず、九九狼がいきなりカポッとカツラを外して膝にのせ、懐からとり出したクシでリーゼントのかたちを整えはじめた。カツラの下は、見事なまでのスキンヘッドだ。

　カツラが霊獣だと聞いているせいだろうか、なんだかお坊さんがペットの毛なみを整えているようにも見えてくる。

　そんな老人から、不意に「少年」と低い声で意識を引っ張られたため、悠斗はわずかに身を強こわ張ばらせた。

「こん前、〝妹をもとに戻してやりたい〟って言ゆうたやろ？」

「えっと、あ、はい………言いました」

　一週間前、確かに言った。九九狼の正体を知らなかったから。

　霊れい障しよう対たい策さく部ぶに入る動機として、相応ふさわしくないのか？　相応しくないよな……。

　そう思いながら、それでも悠斗は言葉をつけ加えた。

「ご存じだと思いますが、妹はミューテストです。不幸中の幸いって言っていいのかどうか、ヴァルゴって呼ばれる霊種だったんで、悪霊になったり、除霊されたりする心配はないみたいですけど……霊は、やっぱり霊で……」

　霊が人間に戻れるわけがない、と内心で嘲わ笑らわれてるんだろうな、と思いながら、悠ゆう斗とは横目で九く九く狼ろうの様子を窺うかがった。が、彼の目もとにも口もとにも、それを裏づける変化は見られない。

「そげん、妹ば人間に戻してやりたいとや？」

　九九狼の声にも、嘲あざけりの色はなかった。

　悠斗は、膝の上に置いていた両手を握りしめた。右拳に、ピリッと痛みが走る。

「家族ですから」

「家族、か………ワシな、ルージュに指導官を任せたとき、チラッと思うたんよ。もしかしたら、少年の妹ばバンブルビーに喰くわせるかもしれんな、って……」

「え？　だったら……」

　どうして指導官を任せたりしたんですか？　実際、亜あ夢むが危険に……、あのとき一歩間違えば……、という怒りを悠斗はグッと抑えた。いまさら文句をぶつけても仕方がない。

　九九狼が、リーゼントをクシで整えながら話し続ける。

「少年、よう聞いとけよ。霊の世界は弱肉強食ばい。妹ば人間に戻したかったら、強ぅならんと。どこまでも強ぅならんといけんばい。言ゆうだけやったら、だれにでもできるやろ。今回のこと、絶対に忘れんな。妹ば喪うしないとうなかったら、強ぅなれ」

　それだけ言ったあと、サッとクシを懐に仕し舞まい、ササッとカツラを頭にのせ、次の瞬間には【雉ち兎と世せ】をつかんでいた。

　そして音もなく、まるで重力を感じさせない動きで立ちあがり、

「というわけで、一いちノの瀬せ悠斗」

「は、はい」

「採用」

「え？」

　九九狼はそれ以上なにも言わず、さっさと待合室を出ていった。

　え～っと、採用？　こんなにあっさり、霊れい障しよう対たい策さく部ぶの一員になれるの？　ルージュに指導官を任せた件は、うまく誤ご魔ま化かされたような……。

　当たり前のことだろうが、すぐには実感が湧わいてこない。それでも、ゆっくりと心臓が高鳴りはじめ……。




　庁舎内の喫茶店『ころべぇ』で待っていてくれたひより、すずめ、亜夢の三人が、悠斗に目を留とめるなりいっせいに笑みを浮かべてくれた。

　そこだけ光り輝いて見えるから不思議だ。

　他のテーブルに着いていたスーツ姿の男性たちや打ち合わせ中と思おぼしき人たちが、悠斗へ羨ましそうな目をむけてくる。

　そんな店の中を足早に進み、悠ゆう斗とは輝く丸いテーブルに歩み寄った。

「終わるのが早すぎないか？　どうだった？」

　亜あ夢むの隣に腰を下ろすなり、ひよりが訊きいてきた。

　悠斗は、ニッと笑みを浮かべた。これだけで伝わるはずだ。

　採用、ということをすぐに察してくれたすずめが、

「これで同僚ってことね」

　胸の前でパンと手を打ち合わせた。

　亜夢が、大きな瞳をキラキラさせている。

　ひよりが、体に悪そうな青色のドリンクをストローでチュ[image: ][image: ][image: ]ッと飲んだあと、テーブルに着いた面々を見回した。

「霊対の仕事も大切だが、わたしたちはあくまでも非常勤の学生という身分だ。学生の本分を忘れないように、な」

「こんなときまで、堅苦しいわね。ったく、ニョロりらしいけどさ。でも、忘れちゃいけないことがもうひとつあるんじゃない？」

「もちろん、忘れるわけがないだろう」

　ひよりが、テーブルに身をのり出すようにして、悠斗と亜夢に顔を近づけてきた。

「亜夢くんを人間に戻すため、情報収集をはじめるぞ」

　彼女のささやくような声をうけ、悠斗は気持ちを引きしめた。

　霊れい障しよう対たい策さく部ぶに入ろうと思った理由は、突然変異霊ミユーテストとなった妹を人間に戻すため、その情報を得やすい環境に身を置きたかったからだ。

　自分たちの能力をだれかのために役立てたい、という気持ちもあるが、やはり『亜夢を人間に戻す』という目的が、優先順位のいちばん上にくる。

『妹ば人間に戻したかったら、強ぅならんと』という九く九く狼ろうの言葉が、耳の奥に残っている。『妹ば喪うしないとうなかったら、強ぅなれ』渋みのある深い声が、悠斗の背筋を伸ばしてくれた。

　ふわふわっ、と水色の波が視界の隅に引っかかったため、悠斗は『ころべぇ』の入口へ目をむけた。

　ルージュが、水色のロングウェーブヘアをゆらしながら、店内に入ってくるのが見えた。こちらにむかって、微笑ほほえみながら手を振っている。

　周囲の男性客たちがまた、悠斗に羨ましそうな視線を投げかけてくる。中には、敵意としか思えないような目もあるから、ちょっと怖い。

　周りの目に気づかないフリをしつつ、悠斗も手を振った。どういうわけか、背が汗ばんでくる。

「みなさん、ご機嫌よう」

　ルージュが言いながら、近くのテーブルから椅子を引っ張ってきて、それを悠ゆう斗との椅子にくっつけるようにして置いた。そして、腰を下ろすなり腕をからめてきた。

「ル、ルージュ？」

　腕を振り解ほどくこともできず、その理由を見つけることさえできず、悠斗はグビビッとツバを呑のみ込こむことしかできない。ふににん、と肘を包み込んでくるかのような胸の感触に、とにもかくにもドキドキだ。

　ひよりの目が鋭くなった。

　亜あ夢むのキラキラな瞳に、不機嫌色のトゲがちりばめられた。つき合いの長い兄にしかわからないほど、微かすかな表情の変化だけど……。

　すずめが右の眉をあげ、

「やってくるなり、なにベタベタしてんのよ。ったく、場所をわきまえなさいよね」

　至極まともなことを言ってくれた。

　ここは庁舎内の健全な喫茶店であり、男女がからだを密着させてイチャイチャするための場所ではない。周りの目も、どんどん刺とげ々とげしくなっているようだし。

　ルージュが、クスッと笑った。

「南なん條じようさんの仰おつしやる通りです。しかしながら、うちはいま、とても気分がいいのです。ですから、もう少しこのまま悠ゆう斗とさんに寄り添っていたいと思います」












「おい、サイレン、悠斗に迷惑だとは思わないのか？」

　ひよりが、キッと眉を逆立てた。

　ルージュが、そんなひよりを挑発するように、ぎゅ[image: ][image: ][image: ]っと腕のしめつけを強くする。

　しめつけが強まれば、当然、肘に伝わってくる感触も、その破壊力を増大させて……。

　わ、悪くない。

「お兄ちゃんの………………………………………………………………………………バカ」

　すぐ横から、悠斗にしか届かないほどのつぶやきが聞こえてきた。そうしながらも、兄の袖そでをつかみ、そろそろと自分のほうへ引き寄せている。言葉と行動が噛かみ合っていないところが可愛かわいらしい。

　ひよりが、抜き身の刀のような危うさを全身から放ちつつ、ルージュをにらみつけた。

「庁舎内で、若い男女がみみ、密着するなどもってのほかだぞ。サイレン、可か及きゆう的てき速すみやかに悠斗から離れろ。さもないと……」

　彼女が、スカートの裾を軽くつかんだ。さもないと【徒桜あだざくら】を抜くぞ、という脅しなのだろう。

「さもないと……斬きりますか？　それこそ、この場を乱す行為だと気づかないトリプルには、呆あきれてものも言えません。呆れて、ものも、言えません。心の底から呆れましたので、繰り返しました」

「くっ、〝呆れてものも言えない〟と言いつつ、口がよく回るヤツだ」

「〝呆れ返る〟を強調して〝呆れが宙返りをする〟とも言いますが、うちは呆れがくるりと空中で回ったところを見たことがありません。言語は、あくまでも伝達と理解のために用いられるものです。愚かなトリプルは、そのことを完全に忘れているようですね」

「こ、この、よくもペラペラと……」

　ひよりの目が、鋭さを増していく。

　すずめが、「ほんと、あんたらって、噛みつき合うのが好きよね」とつぶやきながら肩をすくめた。

　亜あ夢むが、ひよりとルージュの間で心配そうな目をいったりきたりさせながら、どさくさに紛れるようにして悠斗の腕を抱き寄せた。

　ルージュと妹、左右から腕を押さえられたまま、悠斗はとにかく笑った。笑うことしかできない。

　ピリピリとした雰囲気にも涼しい顔で、ルージュがとうとつに話題を変えた。

「九く九く狼ろうさんからの伝言があります」

「部長から？」とひより。

「ガチガチンが他ひ人とに伝言頼むときって、ろくなことがないのよね」とすずめ。

　悠ゆう斗とは、腕をからめたまま離れようとしないルージュへ、そっと目をむけた。

　もう片方の腕には、亜あ夢むがむぎゅっとくっついている。

「部長直属の遊撃隊スカツドを編成することになりましたので、この場をお借りしてメンバーの発表をしたいと思います」

「部長直属の……」とひより。

「遊撃隊？」とすずめ。

「まさか、メンバーって……」と亜夢。

「この場にいる五名です。ちなみに、リーダーはうちが拝命しました。リーダーは、うちが、拝命しました。指揮系統を明確にしておきたいので、繰り返しました」

　ひよりが、これ以上は無理、というくらい大きく目を見開いた。口も、あんぐりと開けている。きれいな奥歯も丸見えで、見ようによっては愛あい嬌きようのある顔だ。

　すずめは、なにやら考えを巡らしているのだろうか、テーブルを凝視したまま固まってしまった。

「遊撃隊、ですか？　なんだか、格かつ好こいいですね」

　亜夢は、ピンときていない様子だ。

「ちょっと、部長と話してくる」

　ひよりが、ガタン、と椅子を鳴らして立ちあがった。

「妖怪ガチガチンの決定よ？　ま、ダメもとでわたしもいってみるかぁ」

　すずめも、悠斗と亜夢に弱々しい笑みをむけながら立ちあがり、ひよりのあとに続いた。

『ころべぇ』を出ていく彼女たちの背を見送ったあと、ルージュがようやく悠斗から離れ、丸テーブルのむかいに移動した。

　ひよりが座っていた席に腰を落ち着け、

「うちは、あなた方ふたりに恩返しをしたいと思っています。うちにできることなら、なんでも仰おつしやってください」

　ぽわぽわっと微笑ほほえんだ。

　なんでも……、というなら。

　悠斗は急せく気持ちを抑え、頭の中を整理しながらルージュの水色の瞳を見つめた。

　亜夢が人間に戻る方法を……、と口にするよりも先に、妹がテーブルに身をのり出した。

「あ、あの、ルージュさん、ミューテストが……」

「人間に戻る方法を知りたいのですか？」

　亜夢の質問を、ルージュが先どりした。

　コクッ、と亜夢が真剣な表情でうなずいた。

　悠斗は心もち姿勢を正し、［水乙女サイレン］のふたつ名をもつ上位精霊ヴアルゴの言葉を待った。

　心を引き絞られるかのような緊張感が、店内にひろがっていく。

　そんな方法はありません。不可能です。あきらめてください。

　望みを踏み潰つぶすようなことは言わないでくれ。お願いだから……。

　祈った。

　ひよりが飲み残していった青いドリンクに、ルージュが目を落とした。

「亜あ夢むさんには、先日もお伝えしましたが……うちは、人間に戻る方法の入口しか知りません。仮にその入口を第一関門として、その先にいったいいくつの関門が控えているのかさえ、わかりません。入口から一歩でも足を踏み入れたら最後、後戻りはできません。成功の保証もありません。おふたりは、未知の世界へ飛び込むことが、できますか？」

　悠ゆう斗とは、テーブルの下で両手を握りしめた。

　未さ来きが見えない。後戻りができない。保証がない。ないない尽くし。

　自分だけならまだしも、亜夢が関係していることだから……。すぐには、最初の一歩を踏み出す勇気が出てこない。時間をかけても絞り出せるかどうか……、自信がない。

「あたし、大丈夫だよ」

　握りしめていた拳に、亜夢がそっと手をのせてきた。妹が言葉を続ける。

「すごく怖いけど、お兄ちゃんといっしょなら、あたし、やれると思う」

「亜夢」

　悠斗は、決意を秘めた亜夢の瞳をうけとめた。

　凛りん。

　瞳が響いた。

　凛。 凛。　凛。　 凛。　　凛。　　 凛。　　　凛。　　　 凛。　　　　凛。

　炎が響いた。

　凛。　　　　凛。　　　 凛。　　　凛。　　 凛。　　凛。　 凛。　凛。 凛。

　響いた。そんな気がした。

　悠斗は、亜夢の決意を噛かみしめたあと、自分の中で居留守を決め込んでいた勇気を引っ張り出した。そして、ルージュに強い目をむける。

　彼女が、どこかあきらめたように息を吐き、

「勢いも、ときには必要です。しかしながら、うちは熟考をお勧めします。本来なら、霊の世界である程度の経験と知恵を身につけ、自らの器のかたちを把握し、それから時期を見計らって得るべき知識であることを努ゆめ々ゆめ忘れないでください。経験と知恵が不足したまま危険な知識を得てしまえば、怖おそろしい結果を招くことにもなりかねません」

　そんな前置きをしたあと、話しはじめた。




　ルージュの唇からもれ出てきた言葉は、とても信じがたいもので……。





あとがき




『俺が彼女に迫られて、妹が怒ってる？』二巻のつくり方。

　はじめに、『きょうも元気にがんばるぞ！』と似た感覚で、『新キャラを出すぞ！』と指骨に負担がかかりすぎないよう、適度な力加減で拳を握りしめます。

　次に、『よし、今夜も豚骨ラーメンにしよう！』と明るく偏食宣言をするかのように『よし、今回も女の子たちを衝突ケンカさせよう！』とたくらみます。

　そして、『うふ、彼のお口に合いますように』と願いながらシチューをつくる乙女のように『えへへへ、女の子っていいよね～』と妄想を育みながら彼女たちを磨き込みます。

　隠し味に「怒ってる妹」を少々。だいたい、こんな感じです。




　最後になりましたが、謝辞を。

　一巻に引き続き、二巻でもキャラたちを可愛かわいく描いてくださった武む藤とう此くり史ひと先生。

　書き手の足りない部分を丁寧に補ってくださる担当のＫ様。ならびに編集部の皆様。

　そして、一巻に引き続き、二巻にも手を伸ばしてくださった心やさしき読者の皆々様。

　ありがとうございました！
















　著者

　野島けんじ（のじま・けんじ）

　　ちょっとひと息ひと休み。楽しいひと時、いい気分。

　　さて、次はなにをしようかな。

　　考えるのは楽しいことばかり！

　　そんな生活に憧れつつ……。

　　日々を純粋夢駆に突っ走ってます。




　イラストレーター

　武藤此史（むとう・くりひと）

　　10月13日生まれ

　　水戸市出身納豆食べられない

　　最近何時に寝ても８時に目覚められる特殊能力に目覚めました。ばんざい




　　買って１年足らずの携帯の様子がおかしくてつらい…！

　　そうだ！(:3)冬服出したらかえに行こう！

















　　カバー・口絵・本文イラスト／武藤此史

　　装丁／AFTERGLOW











俺が彼女に迫られて、妹が怒ってる？２
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